


















































武に身を捧げて百と余年。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　砂すな埃ぼこりに曝さらされて









　乾かわいた砂が舞まい上がり、ざらついた風が頰ほおを撫なでる。

　土地が瘦やせているからだろうか、〝ここ〟は随ずい分ぶんと埃ほこりっぽい──などと考えつつ、私は見上げた視線の高さを平行へと戻もどす。

　そこには、顔の前に拳こぶしを構えた青年の姿。

　白い髪かみと赤い瞳ひとみは後天的に得た色ではなく、生まれつきのもの。ここでは珍めずらしくもない色だ。

　すなわち、魔ま人じんである。

　喧けん嘩かっ早ぱやく、力は一つの特権であると考える、野や蛮ばんな──というのは乱暴な言い方であるが、兎とも角かく世界中の人々からあまりいい印象を持たれない人種。

　私個人としては彼らを人種というくくりで見たくはないし、魔人といえどもハーフではあるがシェリルの様な良い子も知っている。

　魔人の中にも穏おだやかな者はいるだろうし、心優やさしい者もいるだろう。暴力を嫌きらう者もいるかもしれない。

　しかし──

　魔人の青年が、腕うででガードを作りながら、滑すべるように接近してくる。

　滑なめらかな動きは、それをよく『使い込んで』いると見て取らせた。どうやら単なる腕っ節自じ慢まんではなく、なんらかの技わざを使うようだ。

　好戦的な彼らだからだろう、力を得るための努力は惜おしまないという訳だ。粗そ野やに見える青年の風ふう貌ぼうからは想像できないほど洗練された技に息を漏もらしながら、私は繰くり出される拳を観察する。

　ブレのない軌き道どう。鋭えい利りでいながらも力強い風音。狙ねらいとは別の所に一いつ瞬しゆんだけ投げかけられた視線は、やり取りを力任せでない、一段高度のものとしていた。

　視線に隠かくされた本命は、狭せまい軌道を描えがき来る、顎あごへの鋭するどいフック。スマートに一いち撃げき必ひつ倒とうを狙うのもいい。不必要に相手を傷つけぬ顎への一撃は、私も好む所である。

　総じて、高い技術を持っているようだ。

　それでも、この程度は珍しくない。ネヴァケーという、この国では──

　心に波を立てぬまま、私は小さく身体からだをひねった。拳は無む駄だなく顎を狙っているがゆえ、一点を外せば直すぐに避さけることが出来る。

　そのまま私は身体を自重に任せるようにして、僅わずかに体勢を低くして手を薙なぎ払はらう。

　横へと払われた手の軌道が描く先には、青年の顎があった。指の背が、紙一枚を浅く擦こする。

　一見にして、何のダメージもない一撃だ。しかし、脳から一番『遠い』顔の端はしを効率的に揺ゆらされた青年は──眠ねむるように、地へと引かれ落ちた。

　今しがたの一合の様な静けさが、辺りを包む。だがそれも僅かな間のこと。

「おおおおおおッッ！」

　この戦いを取り囲むようにして見ていた魔人の人々が、一いつ斉せいに声を上げた。

「またあのガキだ！　魔力も感じねぇのに勝っちまったぜ！」

「アランの奴やつも結構な腕自慢なんだがなあ、全く妙みような技を使うガキだぜ」

　わいのわいのと、口々に感想を語り合う魔人達。その様はまるでお祭り騒さわぎの様で──彼らにとっては、事実似たようなものなのだろう。

　こんなのが、この国に来てからもう何度目だろうか。

　呆あきれ混じりの溜ため息いきを吐はき出し、私は苦く笑しようする。

　魔人の国、ネヴァケー。『大だい血けつ晶しよう』の情報を集めるべく、そして師の代より続く意思を果たすべく、私達はこの魔神の国を訪おとずれていた。

　ヤナギ様よりお聞きした話によると『大血晶』はネヴァケーの首都、エソドにあるという。当然、私達は『大血晶』を目指しているのだが──

「ようガキンチョ！　次は俺とやらねぇか！」

「だっはっは！　おめぇがやった所で道みち端ばたにでかいゴミが一つ増えるだけだろうよ！」

「何だとコラ！　テメェから先に片付けてやってもいいんだぞ！」

「……いや、私も急いでいるのだがな？」

　大体どこへ行ってもこの調子である。

　魔人は喧嘩っ早く、野蛮な種族──そんな評価を種族という大きなくくりに適用したくはないのだが、こんなやり取りがこうも続くとなるほど、種族の性格というのは有るのかもしれない……などと思ってしまう。

　はじめはこちらに着いてすぐ。幾いくつか街を経由する最中も、そしてようやくエソドを目前にした今に至るまで──毎日が喧嘩の日々だ。まっすぐに『大血晶』を目指しているつもりだというのに、これでは彼あ方ち此こ方ちへ寄り道しているのと変わりがない。

「へへ、賑にぎやかな場所だね？」

　もう行っても良いのだろうか、と。事の発ほつ端たんの私を放ほうって進む喧嘩を眺ながめていると、隣となりからソーニャが顔を出す。

「ちと度が過ぎている気がするがな。全く、これでは大血晶にたどり着くのは何い時つになることやら……」

　腕を組み、生温かい息を押し出す。

　とは言っても、だ。

「でも、結構楽しんでますよね？」

　穏やかに鼻を鳴らすアルマの質問に、笑えみを作る。

　付き合いが長いからか、どうやらお見通しなようだ。

「わかるか」

「だってスラヴァくん、わかりやすいもん」

　……訂てい正せい。長い付き合いがなくとも、私の顔は読みやすいらしい。

　後ろ手を組むシェリルがそっと近づいてくる。実は、そうなのだ。

　行く先々で絡からまれて面めん倒どうくさいという念は確かにある。だが、彼らの『後あと腐くされなく力比べを楽しむ』という考え方は、どうにも嫌いになれるものではない。

　確かに彼らは乱暴で粗野だが──細かいことを気にしない豪ごう快かいさや、快活さというものもまた、彼らの特色なのだ。

　だからこそ、喧嘩が絶えずとも国の土地が瘦せていても、彼らは楽しそうにしているのだろう。

　……ここには笑顔がある。灯ともる日を消させないためにも、この国でやらなければならないことがある。

「良い所だな、ここは」

「うん……私も、すき」

　魔人の血を宿すゆえにか、シェリルもまたこの地とは波長が合うようだ。

「なあアンタ、アルマ＝シジマだろう？　俺とちょいと手合わせしてくれよ！」

「その次は俺だ！　アンタの顔は、名を売るにゃあこれ以上ない！」

「ええい……！　そんな暇ひまはないと言っておろうに！」

　尤もつとも、名の売れた者にはそれ以上に住みづらい土地であるようだが。

　視線で助けを求めてくるアルマにまた一つ溜息が漏れる。やれやれ、この調子ではやらなければならないこととやらを果たすには、どれだけかかることやら。

「待て待て。その方と一戦交えたいのなら、まずは私を倒たおしてもらおうか」

「なんだなんだ、結局ボウズが相手してくれんのか。コイツぁ面おも白しろい」

　いちいち相手をさせていてはキリがない。

　ここは一つ、挑いどむのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくるくらいの力を見せても良いのだが……彼らの気骨だと、それも逆の効果を及およぼしそうだ。

　拳をごきりと鳴らしながら近づいてくる大男に、正面から向き直る。

　その顔は、本当にこの騒ぎを楽しんでいるようで。

「シジマ流、スラヴァ＝マーシャル──参る」

　ついこちらも、楽しくなってしまう。ほどほどならばこんなお祭り騒ぎも悪くない。そんな風に思いながら、私はやがて前にするであろう悪意の結晶と闘たたかう決意を強く抱いだくのであった。








第一話　終着点を目指して









　砂すな埃ぼこりの国、ネヴァケー。

　国全体で見ても瘦せた土地の多いこの国は、そう呼ばれることもある。

　雨が少ないために草木が生えず、乾いた気候が増え、風に乗って砂が舞い上がるためだ。

　そのためか、道はどこもそれなりに硬かたく、平へい坦たんで歩きやすい。

「よ……ようやく見えてきたか……」

　そんな国を行く私達が、目的地であるエソドを前に絞しぼり出したのは、そんな言葉だった。言葉を発したのはアルマだったが、私達の思いは皆みな同じようなものだったろう。違ちがうのは、程度くらいの問題だ。

　確かにこの国はどこも歩きやすい。砂埃の混じったざらついた風が薄うっすらと浮うかぶ汗あせに張り付くのは不快感があるが、それでも進行を大きく妨さまたげるほどではない。

　まっすぐに目的地を目指せば、私達ならばそれこそ馬を駆かるよりも早くエソドに到とう着ちやくすることができたろう。
















　だが、現実にはこのとおりだ。長い時間をかけ、言葉には疲つかれがにじみ──アルマなど、溜息までも漏らしている。それを見る私達も、苦笑いだ。彼女の疲れが分からないでもないからである。

　体力的には、アルマは私達の中では優すぐれている方だろう。にもかかわらず、私達の中で一番わかり易やすい疲れを見せているのが彼女だった。いや、むしろ体力的に優れているからこそ、精神的に疲れるというべきか。

　それが何な故ぜなのかを説明するには、『砂埃の国』などという通つう称しようよりもよほど通りのいい、この国のもう一つの名前を説明すればほとんどの者がピンとくる。

『魔ま人じんの国』──ここは、強つわ者ものとの力比べを何よりの楽しみとする、喧けん嘩かっ早ぱやい彼らの住まう国なのだ。

　そのため、名が売れているアルマには、この国はとにかく住みづらい。拳こぶし一本の殴なぐり合いをとにかく好むこの国では、怪かい物ぶつを素す手でで殴り倒したというアルマは中々の有名人だ。人間の国で広まった武術も今や浸しん透とうし、シジマ流というだけでも一目置かれる様な場所で英えい雄ゆうと讃たたえられる彼女は、さぞかし住みづらいことだろう。

　とは言え私達も、行く先々で喧嘩を売られる彼女に対し、なんのサポートもしなかったわけではない。

　有名人であるアルマと戦いたいのならばまずは──とある程度は売られた喧嘩を引き受けていたし、そうこうする内に今度は私達を目当てに喧嘩を売ってくる者も増えた。

　……まあ、それで結局私達全員が喧嘩を売られるようになってしまったのは、打つ手を間違えたと言うべきなのだろうが。結局アルマが売られる喧嘩の数は殆ほとんど変わらなかったし、全体で売られた喧嘩の数は逆に増えてしまったのは頭が痛いことだ。

　兎とも角かく。急ぐ旅だというのに、予想以上に進行が遅おくれているのだ。

　その上で見えてきた目的地を前にようやく……という言葉が出るのは、致いたし方かたないことだろう。

「はは……ご苦労だったな」

「あ……！　いえ、これはその……」

　思わず疲れが口に出たアルマにねぎらいの言葉をかけると、アルマは手と頭をふるって勢い良く否定の意を示す。

「いや、そう遠えん慮りよせずとも良い。この国に着いてから、お前は頑がん張ばってくれているよ」

　だが、ここまでの道のりで一番苦労したのはアルマだということに間違いはない。私達がある程度引き受けているとはいっても、一番人気は変わらずアルマなのだ。

　頭の一つでも撫なでてやれたら良いのだが、身長の差でそれも難しい。代わりに微笑ほほえみかけると、アルマは疲れなどどこに行ったかという、少女の如ごとき笑顔で満たされた。

　こういう所が、可愛かわいいものだ。普ふ段だんは凜りんとしている彼女だからこそ、私の言葉でこうした子供の様な一面を見せてくれるのは、親として喜ばしく思う。

「嬉うれしそうにしちゃって。でもまあ……確かに少し疲れたよね」

「にぎやかだけど、疲れる」

　しかし、疲れているというのならば彼女達もそうだ。

　ソーニャはその仮面を理由に。シェリルははかなげな外見と実際の腕うでっ節ぷしの強さを理由に。

　私もまた……最初はシェリル達を侍はべらせていると難なん癖くせを付けられ──まあ、色々とあって喧嘩を売られているのは変わらない。

　心なしか、彼女達に対する『挑ちよう戦せん』よりも私に向けてのそれは敵意というか、殺意が混じっていた気もするのだが、それは置いておいて。

　ゆく先々で絡まれているのは皆変わらないのだ。その点においては、彼女達にも苦労をかけたと思う。

「だが、おかげで目的地に着くことが出来たのだ。皆、頑張ったな」

　改めて、皆にねぎらいの言葉をかけると、皆瞳ひとみの光を強くするようだった。

　……そう、私達にはやるべきことがあるのだ。弱音を吐はいてもいられない。

　とは言え──その点は、実は心配ないのでは、と思う自分もいる。

　此こ処こに至るまで幾いく度ども勝負を挑まれた。しかし彼女達は皆、『明鏡止水』を使い続けて切り抜ぬけてきたのだ。それは即すなわち、邪じや魔まだとか鬱うつ陶とうしいとか、そういった濁にごりを心に浮かべずここまで来たということ。

　大きく成長した彼女達の心配をせずにいるのは甘えではなく信しん頼らいだと、はっきりそう言う事ができる。

「さて、目的地は、すぐそこだ。皆、気合を入れるぞ！」

「おー」

「言われなくっても！」

　たとえ今までの道のりが真っ直すぐでなくとも、先の道が見えずとも。声と心を合わせて、大きな困難に立ち向かう事ができる仲間がいる。それだけで、恐おそろしいことなど何もない。

　悪意の集積とも言える『大だい血けつ晶しよう』を──そしてガルトの野望を。必ずや打ち砕くだいてみせる。

　拳に固めた決意が熱を持つ。

「行くぞ、エソドへ──！」

　そうして、私達はエソドへと足を踏ふみ入れる。

『昏くらい色の結晶』を巡めぐる、師の代から続く戦い。その一つの終着点へと──




　　　　◆




　と、意気込んだは良いのだが──

　エソドへと足を踏み入れて暫しばらく。私達はエソドの一角にある料理店で姿勢をだらけさせていた。

　エソドは、この国ネヴァケーの首都だ。そのためか、ここはネヴァケーにある他の街に比べても道や区域が整理されている様だ。

　ここまでに通ってきた街はある意味彼らの性格が出ているというか、雑然とした街並みだったのだが、ここではある程度整然とした並びをしているというか……

　また、街の至る所で噴ふん水すいの様な、水を使ったオブジェがあるのも印象的だ。瘦やせた土地の多いこの場所では、水は豊かさの象しよう徴ちようでもあるのだろう。

　と、いった具合に。

　エソドは魔人の国でありながらも、ある種の秩ちつ序じよに基もとづいた建築やレイアウトなど、首都らしさを持った場所らしいのだが──

「まさか、首都でもこんなに喧嘩を売られるなんてね……この国の治安ってどういうふうに考えてるんだろ……？」

　肝かん心じんのそこに住む人々は、やはり今までに通ってきた街と大差無いようだ。

　当たり前といえば当たり前なのだが、少しばかりこれは困ったことである。

「ある程度は覚かく悟ごしていたが……これでは情報収集の方も進みませんね」

　会話しては喧嘩を売られ──こんな様子では、『大血晶』に纏まつわる情報を集められないのだ。

「ヤナギ様からお聞きした話では『大血晶』はエソドにあるとのことだったが……それ以上のヒントがないのではな」

『大血晶』が眠ねむる地を探すのならば、エソドへ行け。イワオの奴やつはそこに彼かのものがあると言っていた。

　……ヤナギ様からお聞きした唯ゆい一いつの手がかりが、これだ。

　考えてもみれば、ヤナギ様はシューウをお離はなれになることが出来ないのだから当然なのだが『大血晶』に関して、実際にその場所へと行ったことがある者から聞いた話はなにもないのだ。

　せめて師し匠しようがもう少し詳しよう細さいな手がかりを残してくれていたら……とも思うのだが、今いま更さらそれを言っても仕方があるまい。

　案外、師匠が手に入れる事が出来た情報もここまでだったのかもしれない。まあ、コウタロウ達に残していた手紙の事を考えると、単純に伝え忘れただけなのかもしれないが。

　だとすればなおさらの話だ。無い物ねだりをしても仕方がない。大まかな目的地を示してくれただけでもありがたく思い、此処から先は私達が情報を集めるほかないだろう。

　……それができれば、今此処でうなだれてはいないのだが。

　話しかけては喧嘩を売られ、たまに勝てば教えてやると言われても、打ち負かした後でやはり知らないと言われ──この国における『戦せん闘とう』の娯ご楽らく性は、私達が考えていたよりもずっと強いらしい。

　また、こればかりは快活で豪ごう快かいな魔人の性格も悪い方に作用しているようだ。自分がされて嫌いやなことはしない……という言葉があるが、彼らの『されて嫌なこと』の中に喧嘩は入らないらしい。

「しかし『大血晶』の認にん知ち度どはこの国でも低いようだな。『知らない』というのも立派な情報の一つと考えるべきだろう」

　とはいえ、全く収しゆう穫かくがないというわけでもなかった。

　それは、打ち負かした魔人の人々に大血晶の事を尋たずねてもやはり知らない──と冷ひや汗あせ混じりに返された、という事実だ。

　平和の裏に忍しのび寄る災さい厄やくの影かげ。そう評される『大血晶』の存在は、此処でも同じ様だ。

　かの存在が眠る地であればその存在も認知されているのかと思ったが、魔人の国の人々も『大血晶』の存在を知らぬのは同じことらしい。

　これは勝手な考えだが、負けた後に及およんで隠かくし事をする──というのは、あまり彼らにとって好ましくないことの様に思えるのだ。既すでに持っていないものを賭かけて戦いを挑いどんでいる彼らを信頼するというのもなんなのだが、打ち負かした彼らは誰だれ一人ひとりとして噓うその情報を話すことはなかった。両手を上げて首を振ふる戯おどけた様子を見ると、どうしても言えない事をごまかしているようには見えなかったし──こういうと悪いのだが、喧嘩を売ってきた者達を見ると、それほど器用に物事を隠せるようにも見えないのだ。

「……うん、それは少し思ったかな。知らない、って言った人達は皆みな、噓を吐ついているようには感じなかったよ」

　私が感じた事は、ソーニャも考えていたらしい。彼女の耳は、非常に小さな変化でさえも捉とらえることが出来る。噓を吐いている色がなかったと彼女が言うのならば、それは大きな判断材料となるだろう。

「となると、本当にあの者達は知らなかったのか……うーん、これは思ったよりも厄やつ介かいかもしれませんね」

　アルマもソーニャの見解は疑う所がないらしく、溜ため息いきなど吐いている。

　余よ所そ者ものに冷たく誰もが口を噤つぐむ──なんていうのよりはやりやすいのかもしれないが、そもそも情報自体が貴重なのでは虱しらみ潰つぶしに当たるほかない。

「おまたせ。肉と豆の煮に物ものと、パンだよ」

　一同が難しい顔をして唸うなっていると、髭ひげを生やした男性が人数分の料理を持ってきた。

　頼たのんでいたものが出来上がったようだ。

「ごはんっ」

「はは……色々と考えねばならぬことはあるが、まずは食事にしようではないか」

　こんな状じよう況きようでも、シェリルは元気なものだ。先さき程ほどまでは疲つかれた顔をしていたのだが、今では料理を前に目を輝かがやかせている。

　こういう切り替かえの速さは見習わなければならないな。折角の食事だ、楽しまねばならん。

「それもそうだね」

「疲れたせいか、私もお腹なかが空すいていたところです」

　シェリルの様子を見て、ひときわ疲れた様子の二人も気を取り直した様だ。

　細かい事は気にしないくらいが『明鏡止水』の使い手としてはよい。

　気持ちを切り替えて、私は配はい膳ぜんされた料理に視線を落とす。

　頼んだ料理は、肉と豆の煮物にパンという、この国ではオーソドックスな組み合わせの一つ──らしいものだ。

　パンの方は、特筆していうこともない簡素な白パンだ。しいて言うとすれば、半分に切られた状態で子供の顔程もあるという点だろうか。

　対して、肉と豆の煮物の方は、今まで回ってきた国々の料理とは少し毛色が違ちがうものだった。

　器うつわの中身は真っ赤で粘ねん度どの高い肉と豆の煮物がどっさりと。大きなパンといい、この国では食事の量までもが豪快らしい。

　立ち上る湯気に鼻を近づけると、トマトの酸味を感じさせる香かおりの中に、鼻び孔こうをくすぐる刺し激げき的な香りが目立つ。どうやらこの赤色がトマトから来ているらしい事を確認すると、私はスプーンにたっぷりと肉と豆の煮物をのせた。

　肉は挽ひき肉にく状。何の肉か……は、肉がトマトと豆の色にのまれてよくわからない。

　スプーンを口に近づけると、先程の刺激的な香りがより良くわかった。と言っても、刺激的な匂においは食欲を搔かき立てるスパイスの香りだとわかっただけだが。スパイスは複雑な調合なのだろう、素人しろうとの私が嗅かいだ所でわかるものではなかった。

　しかし、なんだろうかこの感覚は。一見大おお雑ざつ把ぱにも見える──事実大雑把だからこそか、勢い良く口の中に唾だ液えきが滲にじんでくる。小こ洒落じやれた料理もいいが、私なんぞにはこういう庶しよ民みん的な料理の方が合っているのかもしれない。スパイス香こうのむず痒がゆさのせいか、くすりと鼻を鳴らしながら煮物を口に運ぶ。

　いっぱいの煮物を頰ほお張ばると、刺激的な香りが口いっぱいに広がっていった。ついで味覚に降りるのは、僅わずかな辛からさとトマトの甘み。いや、トマト由来のものだけではない、豆もまた、素そ朴ぼくな甘みを主張している。

　口の中に入れて分かったが、挽肉の正体は牛肉のようだ。程よい塩気と肉にく汁じゆうが、単純な構成の料理に深みを与あたえている。挽肉が牛肉ならばなるほど、スパイスもよく働いているようだ。牛肉特有の臭くさみも見事に消え、豆の甘みが、肉の塩気が、そしてスパイスの香りが食欲をふくらませていく。

　シンプルな料理だとは思ったが、なるほど。完成度が高い故ゆえのシンプルさだったというわけだ。そしてこれは、恐らく──

　口いっぱいの煮物を喉のどへ送り込んだ私は、スプーンを摑つかんだままにパンを手にとった。摑む前から熱を感じるほど温かいパンは焼きたて──ではなく、配膳に合わせて焼き直されたものだろう。

　しかしそれを手にとってちぎると、蒸気が立ち上った。外はさっくりと、中はふんわりと。全体的に少し硬かためではあるが、美う味まいパンの条件を整えたパンに食欲がまた増してくる。

　このまま頰張っても美味いだろうが、それよりも私にはやりたいことがあった。

　大きいパンを一度置き、スプーンで煮物をよそう。それをちぎったパンにのっけて──また頰張る。

　思った通りに、美味い。口いっぱいに美味いものを詰つめ込む喜びというのは、歳としを取ると中々しづらいことだ。だが、此こ処こは魔ま人じんの国。辺りを見回すと分かる通り、これはこう楽しむのが流りゆう儀ぎのようだ。

　パンと対比してみると、よく分かる。煮物は少し塩気を強めにして作ってあるようだ。だからこそ、パンとよく合っている。

　……ううむ、美味い。美味いものをいっぺんに、一度に飲み下すこの幸福感。こればかりは、大衆料理でなければ味わえないものだ。

「おお……なんか不思議な味……でも美お味いしいね」

「確かに、この国の料理は珍めずらしい味がするな。だが不思議と親しみやすいというか……」

　シンプルな料理が故か、アルマやソーニャもこの料理を気に入ったようだ。

　自分の気に入った料理を気に入ってもらえると、嬉うれしいと思えるのは何な故ぜだろう。

　と、いったところで先程からシェリルが喋しやべっていないことに気がついた。もしや口に合わなかったのだろうか、と目をやると──

「おかわりっ！」

　既に空にした器を、満面の笑えみで掲かかげるシェリルの姿があった。

　パンはまだ半分ほど残っているが、いつの間に──という速さである。

「うわっ、シェリルちゃん食べるの速っ！　ちゃんとよく嚙かんで食べなきゃダメだよ……？」

　豪快に汚よごれたシェリルの口の周りを拭ふきながら、ソーニャがシェリルを窘たしなめる。

「はぷ……ごめん。でも美味しかったから……」

　子供ならばこれくらい元気が良いほうが好ましいのだが、それでも嚙まずに食べ物を喉にでも詰まらせたら大変だ。ちゃんと謝る辺りは素す直なおで良いと思うが。

　ふむ、普ふ段だんはもう少し行ぎよう儀ぎが良いのだがな。最近のシェリルは、それなりに行儀が良く落ち着いた子だと言える。

　だが今回は随ずい分ぶんと景気よく食べていたようだ。美味しかったと言う通りに、よほど気に入ったのだろうか。

　……そこまで考えて、気がついた。

　思えば、シェリルにも魔人の血が流れているのだ。魔人の国の料理が口に合うのは、当然なのかもしれない。

「いい食いっぷりだねぇ、嬢じようちゃん。料理人冥みよう利りに尽つきるってモンだよ」

　追加の煮物を持ってきた店主が、嬉しそうに言う。確かに、自分の作った料理をこうも美味そうに食べてくれれば、嬉しいだろうな。

「ほい、お代わりだ。この分のお代はいらねぇよ」

「！　ありがとうっ！」

　よほど気を良くしたのか、店主はお代わりの分の代金は負けてくれるという。

　それを聞いたシェリルはまた嬉しそうに礼を言い──店主は、満足気な顔で鼻を擦こすった。

　得な性格をしているな。彼女が楽しいと、周りまで楽しくなってくる。

「これを食べたらもう一ひと頑がん張ばりと行こうか」

「ええ。なんだか私も少しだけ元気が出てきました」

　そしてシェリルが楽しそうにしていると──私達は、不思議と元気が湧わいてくるのだ。

　先は長そうだが、少しずつでも歩かねば前へと進むことは出来ない。ならば、結果は兎とも角かく歩くしかないだろう。

　口いっぱいにパンと煮物を頰張るシェリルを見て、私達はもう一頑張りしよう、という意思を固めるのであった。
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「くふぅぅぅぅ……今日も収穫ゼロかあ……」

　ネヴァケーの首都、エソドに来てから数日が経たった夜の事。

　良く言えば古めかしい……有り体ていに言えばぼろいベッドに背を預けながら、ソーニャが体をぐいと伸のばした。

　その声と仕草には、疲れが見て取れる。

「ソーニャ……だいじょうぶ？」

「うー……ありがとぉ……大だい丈じよう夫ぶだけど、ちょっと疲れるよねぇ」

　痛みを癒いやすようにシェリルが頭を撫なでると、ソーニャは目を瞑つぶったままシェリルへと手を伸ばして、抱だきかかえる。

　普段の様子を見ているとソーニャとシェリルは姉妹しまいのようでもあるのだが、今回はそれが逆転して見えた。

「しかし……この調子では聞きこみで得られる情報には限界があるのかも知れないな」

「ええ。アプローチの仕方を変えてみる必要があるのかも知れません。血けつ晶しよう自体の知名度もさほど高い様には思えませんし、その深しん淵えんの部分となるとやはり情報は少なそうです」

　だが、正直な話少しばかり徒労感を感じるのは私も同じだ。

　血晶は魔人の国で採れる……というくらいだから、その本質は兎も角血晶自体の知名度は高いと思っていたのだが。現実にはやはりこの国でも特に素行の悪いものが存在を知っている程度。そういった者達も血晶の使用は好まないようで、この国での情報の浸しん透とう率は思った以上に低いのだ。

　アルマの言う通り『大血晶』は裏の世界に這はいまわる災さい厄やくの中でも更さらに深淵たる部分。大本の認にん知ち度どが低いのでは、その存在が知られていなくても当たり前と言えるだろう。

「アプローチの仕方かー……」

　疲れのせいかソーニャの受け答えはどこか気の抜ぬけたものだった。

　疲れている時にこの態度は……と少し心配したが、猫ねこみたく撫でられつつゴロゴロとしているさまは、アルマの毒気も抜いてくれたらしい。

　とはいえ、そろそろ別の探し方を模も索さくしていく時なのかもしれないな。

　確かにこの調子では単純な聞きこみでは事態が進展することはあるまい。

　例えば聞きこみ自体をやめて怪あやしいところを虱しらみ潰つぶしに回ってみるとか……そういった方法をとった方が案外捗はかどるのかもしれない。

　だが、その前に少しだけ確認しておこう。

「ツェーン。どうせ聞いているのだろう？」

　この場にいない者の名を、空へと投げかける。

　皆みなの顔が僅かな間だけ疑問に染まるのがわかった。しかし疑問の氷ひよう塊かいは、ソーニャから順に溶とけていく。

　やがて皆の顔から疑問が消え──アルマの顔に露ろ骨こつに嫌いやそうな色が浮うかび始めた辺りで、ドアが小気味良い音を立てて開いた。

「お前から呼び出しとは珍しいな。ああ聞いているとも。俺はお前の影かげに潜ひそむ者……お前が呼ぶ声はいつでも聞いている」

　黒く切りそろえた髪かみを揺ゆらす、元暗殺者──ツェーンだ。

「……色々と思う所はあるが、今回はありがたい」

　いつでも私が呼ぶ声を聞ける場所にいるというのは『私の影に潜む』という表現と合わせてもあまり良からぬ響ひびきではないが、今は少しでも情報が欲ほしい。

　かつて人間の国で借りることが出来た力を今回も借りることができれば、情報収集はぐっと楽になるはずだ。

「ツェーンちゃん久しぶりー」

「ああ、久しいな。尤もつとも、お前たちを見ていた俺としてはあまり久しいという感覚はないのだが」

　聞く者が聞けば変質者のようにも聞こえる事を得意気に言うあたり、変わっていないというか。とはいえ、ソーニャにさえ気づかれずに私達の後をつけるその技術は本物だ。

　……彼女の興味の対象である私がどこまで見られているのかというのは気になるが、彼女は自分が格好悪いと思うことはしないだろう。ある程度のラインはわきまえている筈はずだ。多分。

　深く考えると恐おそろしくなりそうな思考を打ち切って、ツェーンへと向き直る。

「それで、悪いのだがお前に頼たのみたいことが──」

「『大血晶』とやらがある場所の調査だろう？」

　依い頼らいするのは勿もち論ろん、大血晶の場所だ。つけていたのならば当然知っているか。

　エソドでの私達はそれなりに目立ってしまっているはず。それをツェーンが知らぬ訳はない。

　だが知っているのならば説明する手間が省けるというもの。早さつ速そく、件くだんの調査を依頼しようとするのだが──

「悪いが、今回ばかりは力になれん」

　それを口に出す前に、切り捨てられてしまう。

　悔くやしそうな顔で目をそらすさまは、何か含ふくみがあるようで。

　……彼女が手を出すことを憚はばかる程ほどの闇やみがあるとでも言うのだろうか。

「何故だ？」

　自然、そんな顔をされればこちらも視線を強めてしまう。

　もしも私が思う通りならば──この件にかかわらせておくのは危険だ。手を引かせたいと思う。

「……いや、それはだな……」

　理由を問うも、ツェーンはなお言い淀よどむ。

　語りたくないという意思は言葉にせずとも伝わってきたが、私も今回は引き下がることは出来ない。

　じっとツェーンの瞳ひとみを見つめ続ける。するとツェーンは半開きにした口を波立たせるように動かしてから、視線を逸そらしたままに語り始める。

「……その、な。お前たちが情報を必要としていることは分かっていたから、俺の方でも集めていたんだ。だが結果はお前たちと変わらなかった。そもそも会話にならぬのでは、情報の集めようがない」

　その口から語られる内容は──思っていたものよりもずっと単純なものだった。

「……？　それだけか？」

「ちっ……！　他ほかに何がある！」

　吐はき捨てる様に返された答えは、悔しげな表情を変えぬままに。

　ツェーンはこれで、色々とわかりやすい。暗殺者としてはどうなのかと思うのだが、その心情は私でさえも察しやすいと思うほどだ。

　そもそも好意でさえストレートに伝えてくるような少女だ。隠かくし事全ぜん般ぱんが苦手なようにも思えるし、今回も噓うそはついていないのだろう。

　念のため確認するようにソーニャに視線を送ってみると、彼女は困ったように笑って頷うなずいた。どうやら、言ったことがすべての様だ。

「これでも、不可能だと思う仕事は受けない主義でな。……結果としてはお前の暗殺に失敗しているわけだが……」

　プライドが高い彼女だからこそ、はっきりと出来ないと言うことが嫌だったのだろう。

　……いや、この感じだと私達の力になれない方が悔しいといった具合かもしれない。プライドの高い彼女が、過去の失敗を例に出したのは尤もらしい理由を語ってまで隠したい部分があるからだろう。

「なるほど……既すでに力を貸してくれていたのだな。ありがとう、ツェーン」

　そもそも力を貸してもらう立場なのだ、そう思ってくれるだけでもありがたいし、励はげみになる。

　ツェーンが思いもかけず闇の深い場所に足を踏ふみ入れている──という心配もひとまず消え去った安心もあり、私は彼女に微笑ほほえみかけた。

「ふ、ふん……土産みやげ話の一つも持って来てやりたかったのだがな」

　どうも、彼女は感謝されるという事に弱いのか。

　顔を真っ赤にしながらそっぽを向くさまは、意地を張る子供そのものであった。

「いや、その気持ちだけでも十分にありがたいさ。しかし──」

　しかし、だ。ツェーンでさえも摑つかむことが出来ない情報というと、いよいよこのままでは事態を進めることが出来ないらしい。

　もともと、賢かしこい方ではない私達だ。新しいアプローチといっても、中々難しい。

　こういう時モニカでもいれば何か直すぐに良い案を出してくれそうなものなのだが──などと考えていると、顎あごに指を添そえるツェーンが、ぽつりと漏もらす。

「『大血晶』とやらの認知度がこうまで低いのならば、別の情報から攻せめるべきだろうな。例えば現地の者でも近寄らない場所はないか……とかな」

　ツェーンにとってのそれは、降り始めの雨が頰ほおを打った──くらいの些さ細さいな一言だったろう。

「……どうした、阿あ呆ほうの様に口を開けて。いやまさか……」

　だが私達にとってのそれは──まさしく青せい天てんの霹へき靂れき。突とつ如じよとして下った天てん啓けいのようにも思える一言だった。

「……考えつかなかったというのか？　こんなにも単純な事を……？」

　ツェーンの顔には、明らかな呆あきれが浮かんでいた。

　私達は蔑さげすむような、驚きよう愕がくするようなその視線を直視することが出来ず、目をそらした。

　……いや、それはあまりにも。

　我が事ながら情けなくて涙なみだが出てくる。脳みそまで筋肉になっている……というのは何度か言われた事があるが、まさかこれ程までとは。

「はあ……仕方のない奴やつらだ。だがこれで、動き方も変わるだろう」

「う、うむ、そうだな。感謝するぞツェーン」

　とはいえ、道が開けたのは事実。……戦せん闘とうとなればそれなりに柔じゆう軟なんな発想ができるというに、なぜそれ以外となるとからきしなのだろうなあ。

　私達に呆れつつもなんとなく嬉うれしそうなツェーンが可愛かわいらしい。あまりにも簡単なことではあったが、確実に役に立ったという実感が嬉しいのだろう。

　妙みように格好つけているのにこういうところが可愛らしいというか。根はやはり年ねん齢れい相応の少女なのだな。

「……さて、では俺はこの辺りでお暇いとましよう。お前たちはもう少し頭を柔やわらかくした方がいいぞ」

「ぐぬ……っ」

　得意げな台詞せりふに、アルマが喉のどを震ふるわせる。勝ち誇ほこられつつも言い返せないのが悔しいのだろう。

　悔しさはないが、指し摘てきされている点は私も同じだ。というか、私が一番それに当てはまるのだろうが。今回ばかりはその通りなので、甘んじて受けるほかない。

　行ぎよう儀ぎよくドアを開けて去っていくツェーンを見送ると、部屋に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　やがて、最初に口を開いたのはソーニャであった。

「……ま、まあ良かったじゃない。行き詰づまってたんだしさ……」

　顔は笑っているが、淀みのある言葉からすると、先程の一言が効いていると見える。

　自分で言うのもなんだが、アルマやソーニャは私よりも頭がきれる方だと思っていたからな。

　脳みそまで筋肉という点では私と同じだった。年とし頃ごろの女子としては、中々に痛い事実だろう。……百歳を超こえた彼女達を女子と呼んで良いものかは、疑問だが。

「ねむい」

　寝ねぼけ眼まなこで目を擦こするシェリルの一言が、静けさを揺らす。

　何な故ぜだか、不思議な敗北感が私達を包んでいた。

「……今日は明日に備えて、早く寝ましょうか」

「ああ、そうだな……」

　人の頭というのは、寝ると様々な感情が薄うすれるようにできているらしい。

　で、あれば、寝てしまえばこの敗北感もマシになってくれるのだろう。

　本能的にそんな事実を知っているのか、空気はすっかりと寝る方向へと向かっていた。

　灯あかりを消し、もぞもぞとベッドの中へと潜もぐり込んでいく。

　夜の静けさの中、あっという間に眠ねむりに落ちて行けたのは──日々の疲つかれが溜たまっていたからだろう。多分。








第三話　謎なぞの一団









　翌日。宿屋を出た私達は、改めて『大だい血けつ晶しよう』の情報を捜そう索さくしていた。

　ただし、今日はいつもとは少しばかり情報収集の仕方が変わっている。

『大血晶』そのものよりも、目的のものがありそうな場所自体を探してみることにしたのだ。

　と、言いつつもすることといえば、情報収集を前提とした喧けん嘩かというのは変わりがないのだが。この国の者は殴なぐり合わないと会話が出来ないのだろうか。やれやれと溜ため息いきを吐つきながら、私は倒たおれ伏ふす男の傍そばへ屈かがむ。

「そうか、では特にそういった場所はないと？」

「へ、へへ……悪いな……そんなもん気にして生きたことがねぇよ……」

　尋たずねたのは『この辺りに人が近寄らないような場所はないか』という事だ。

　変わった場所はないか──という質問ではないのは『だいけっしょう』という単語が知られていないためである。師し匠しようが確認した頃にはもう、人以上の大きさを持っていた血晶だ。それほど異質なものであれば、その本質は兎とも角かくとして知られていてもおかしくはないだろう。

　だからこそ、その存在が隠されていそうな場所の事を尋ねたのだが──残念ながら、そちらの方も容易に入手できる情報ではなさそうだ。

　……たぶん、この男には観光名所なんかを聞いても同じ答えが返ってくるのではなかろうか。喧嘩と食事の事以外どうでもいい──この国には、そんな輩やからが多すぎる。

「はあ、分かった。もういい……」

　溜息と共に立ち上がると、男はがくり、と意識を手放した。

　せめて知らないなら知らないと言ってくれれば良いのだが。知っている風を装よそおって喧嘩を買わせるのはやめて欲しいものだ。

「いまの人もだめだった？」

　待っているシェリル達の元へと戻もどると、珍めずらしく苦笑いなどしているシェリルが、そんなことを聞いてくる。

　最近の私達の疲れ方を見ているからだろうか、気を遣つかっているようだ。

　気を遣えるようにまで成長したのだな、という嬉しさがあるが、それもこの子にまで気を遣わせてしまって悪いと思う心と半分半分だ。

「ああ。全く、噓はいかんよな、噓は」

　だが、今日はそんな気遣いに対して、気き兼がねのない笑顔を返すことが出来た。

　それもこれも、情報の集め方が一歩進んだためだろう。

　ツェーンに言われるまで「『大血晶』を知る者がいない」という情報を先に進められなかったのは情けないが、それがようやく一歩進んだとあれば話は別。停てい滞たいしていた物事が進むのは気分が良い事である。

「そっか」

　私の笑顔に疲れがないと見ると、シェリルも同じように微笑んでくれた。

　暫しばらくの間は気を遣わせなくても済むかもしれないと思うと、気が軽かった。

　これでまた何の情報も集まらないと、それもどうかわからないのだが──少なくとも『大血晶』そのものについてよりは目がありそうと思えるのは大きい。

　……ちなみに、ツェーンに感じていた妙な敗北感はもう、あまり残っていなかった。それよりも事態の進展が嬉しかった気持ちのほうが大きい。

　しかしまあ、そろそろ核かく心しんに近づいて行けると良いのだがな。

「よお、今日も景気が良いなあ坊ぼう主ず達」

「また勝ったみたいだな！　後で俺の相手もしてくれよ！」

　毎日情報を求めて喧嘩漬づけ。そんな日々を送っていたせいか、無む駄だに顔ばかりが売れてしまって困る。アルマはどうか知らないが、基本的に私達は有名になるのを好まないのだがな。

「やかましい。相手をして欲しいなら有益な情報を持って来い」

「って言ったってなあ。俺らぁこの街の事もそこまで詳くわしくないんだぜ」

「おうよ。強いヤツの名前なら山程ほど知ってっけどな！」

　なにせ、この調子である。

　この者達にとっては、自分たちが住んでいるこの街でさえ、どうでもよいものなのだ。

　代わりに重要なのが、心を震わせるような強つわ者ものの情報──そのスタンスは私が口を挟はさめることではないが、もう少し幅はばの広い視野を持っていただきたいものだ。

　……平時であれば、その情報も喉から手が出るほどほしいようなものなのだがな。

「けど、このままってのも坊主達が困らぁな。何か知ってりゃ良かったんだがなあ」

「坊主達が街にいてくれりゃ、賑にぎやかでいいんだけどな」

　とは言え、やはり居れば居るほど、この国の者達は単純に悪い奴らではない……と思うのも事実であった。

　暴力的だというのに変わりはないが、その一方で気持ちの良い部分もあり、強者と認めた者に対しては好意的な視線を向ける。

　やはり、私のような者にとっては居心地が良く感じるのだ。この、気を遣わない単純なやり取りは。

「おおそうだ！　まだ行ってないならだが、酒場にでも行っちゃどうだい。昔っから、情報が集まるっていったらあそこだぜ」

「同じくらいバカも集まるけどな！　ハハハハハハ！」

　それに、一度認めた者に対してはこの通り、協力的だというのもある。

　彼らの場所に、種族は関係ない。ある意味で、すべての種族の中で一番平等な接し方をするのかもな──とも思う。接するのに力が要いるという点では、やはり接しづらい奴らなのかもしれないが、個人的にはやはり嫌きらいにはなれない。

「……酒場か。酔よっぱらいに絡からまれるのが面めん倒どうだったのだが……そろそろ足を運んでみるべきなのかもしれんな」

　苦い笑いを浮うかべつつ、私は男の言葉に答えた。

　酒場は確かに情報収集の基本だ。酒を飲めばおおらかになる者は少なくないし、知っている知識をひけらかしたくなる気持ちが浮かんでくる。

　だが此こ処こは魔ま人じんの国である。同じくらいどころか集まる情報以上に、面倒な者も増えるだろう。

「なあに、坊主なら困る程のヤツもいねぇだろうさ」

「単純に面倒なんだ。今は知りたいことを調べるのが先なのでな」

「はぁ、そんなのが喧嘩より楽しいモンかねぇ」

　そう答えると、男達は疑問を顔に浮かべて首を傾かしげる。

　こういう優先順位の違ちがいも、すれ違いのもとなのだろうな。そう思うと、また苦笑いが滲にじんでくる。

「とはいえ、そうも言っていられんようだ。今日あたり行ってみることにするよ」

「おう！　そうしろそうしろ」

　だが、そんな男達の言葉も後押しにはなった。

　面倒なことになるのは確実だろうが、そうも言っていられない。少しでも情報が欲ほしい今、情報が集まる場所には足を運ぶべきだろう。

　男達に別れを告げ、シェリル達に向き直る。

「まあ、そういうわけだ。昼飯も兼かねて酒場に行ってみるか」

「できれば避さけたかったけれど、仕方がないですよね」

「それはな」

　最近特に喧嘩を売られやすいアルマと共に、笑い合う。

　本気で嫌いやがっている様子はないのは、やはり昨日の一件が関係していそうだ。

　皆みな、少し希望が持ててきている気がする。そういう意味でも、ツェーンの存在は追い風になってくれた様だ。

「では、行こうか。最悪、昼食のついでとでも思おう」

「あはは、食前食後の運動もついてきそうだけどねー」

　冗じよう談だんなど飛ばしながら、私達は酒場へと向かう。ううむ、特に昼間から酒場に居るような者は、魔人らしい魔人でありそうだ。

　太陽はちょうど真上へと昇のぼろうとしている。せめて食事だけでも美う味まいと良いが──少しだけ歩き慣れて来てしまった道を行き、飲食店が集つどうエリアへと向かう。

　……しかし、今日はその道も様子が違う様だった。

　喧嘩とそれを見物する者の活気に溢あふれ、ヤジが休みなく飛び交かう騒さわがしい道が、静まり返っているのだ。

　それだけではない。喧嘩どころか、人の流れまでもが止まっているのだ。動きを止めたら死ぬのではないかというほど忙せわしない魔人がこうまでなるのは──はっきりと分かる『異常』であった。

「……いやな感じがする」

　止まった街に感じた想おもいを、足を止めたシェリルが代弁する。

　……いや、違う。シェリルが見ている場所は、私達とは別の所であった。

　シェリルが見ているのは、道の先だ。

　その瞳ひとみに、いつもの穏おだやかな色はない。鋭するどく尖とがった視線は『敵』の到とう来らいを予測していた。

　シェリルの様子に、私達もまた立ち止まり、道の先を見み据すえる。

　やがて姿を現したのは──黒ずくめの衣服に身を包み、布で顔の半分以上を隠かくした不気味な一団であった。

　人数は二十数程。その全員が同じ衣服で揃そろえていて、街の人々には目もくれず、寸すん分ぶん違たがわずに『前』を見ていた。

　……どうやら。魔人の人々が黙だまっているのは、奴やつらが原因らしい。あれほど荒あらっぽく喧嘩っ早い彼らが、しきりに謎の一団に視線を送っては伏せる、ということを繰くり返している。

　その様子は、ひと目で怯おびえていると見て取れた。

　恐おそれているのだ。強者との力ちから試だめしこそを至上の喜びとしている、彼らが。

　遠目に見えていた一団が近づいてくると、よりその異質な風ふう貌ぼうが際きわ立だって見えた。

　一様にして感情の色を感じさせぬ瞳。黒ずくめの衣服は余よ裕ゆうがあり、顔を隠す布にはやはり同じ文様が描かれていた。

　四角い図形を核かくにするように、炎ほのおのような意い匠しようが取り囲んでいる──それは、私達の旅の目的にもなっているモノを想起させた。

「……みんな、あの石をつかってる」

　そう……『昏くらい色の結けつ晶しよう』を──！

「……っ！　全員が血けつ晶しようを……!?」

　シェリルの言葉に、ソーニャが驚きよう愕がくの言葉を漏もらす。

　口にこそ出さなかったが、驚おどろいたのは私も同じだった。

　十六名。それなりに大きな団体の全員が血晶を使っている、というのも勿もち論ろんだが、その全員がまるで心を失ったかのような無表情でいたからだ。

　顔の半分は布に隠されていて見えないものの、その眼めが語っている。その布の下には『なにもない』ことを。

　血晶の服用者は、通常ゼツロの様に、異常な敵意をその眼に宿している。殺意や憎ぞう悪お、その他諸もろ々もろの悪意が強きよう烈れつに膨ふくれ上がるからだ。

　だが、この一団の者達は全員がそれに当てはまらなかった。まるで、血晶など使用していないかの様に落ち着いた……いや、感情を見せぬ表情。

　──虚きよ無む。この者達のような存在を、私は知っている。

　ガルトやコウタロウの様に、血晶の力を制せい御ぎよしている者達だ。

　警けい戒かいを強める私達など気にもせず、一団は歩みを続ける。だが──正面から自分たちを見据える私達の前で、彼らは同時に足を止めた。

「翠みどりや黄色の瞳。そして長い耳。お前達だな。『聖域』の事を嗅かぎまわっているエルフ達というのは」

　私達の特とく徴ちようを見て、一団の先頭に居る男が抑よく揚ようのない声で問いかける。

　……なるほど。目的は私達というわけか。

　これは思いもかけず大きな魚がかかったのかもしれない。

「聖域とは何の事だ」

　焦あせらずに、できうる限りの情報を引き出さんと、静かに『力』を練りつつも私は自然体を装よそおって一団へと質問を投げかける。

　敵意を気け取どられぬように、慎しん重ちように──まさしく魚さかな釣つりのようだと思いながらも、油断はしない。

　こういう時『明鏡止水』の力は便利だ。魔力を練り上げつつも、相手にそのタカが分かることはない。表向き、私達はなんら戦せん闘とう態勢をとっていないように見えるだろう。

『奴ら』に期待することではないのだが、なるべく事は穏おん便びんに済ませたい所だ。

「いや、もうよい。行くぞ。一人も逃のがすな」

　……尤もつとも、向こうにそのつもりは更さら々さらないようだが。

　心に波を立てぬ技術を習得していても、やはり『血晶』の使用者に変わりはない。具体的な動詞を用いずとも、奴らが私達を逃さずに「どう」するかはすぐに分かった。

「……くる」

「ああ」

　呟つぶやくようなシェリルの合図を皮切りに、黒ずくめの一団が一いつ斉せいに跳はねた。

　一いつ糸し乱れぬ統制は見事なもので、軍隊の演習さえも思わせる。それを実戦で、寸分違わずに再現するとは見事なものだ。

　その魔力もそうだ。血晶を使っているにしても強いと感じさせる魔力の量。動きを見るだけでも十分にわかるが、そこらのゴロツキが血晶を使ったそれとはまるで違う。

　何より──私達を始末するという『目的』を持って動いているにしては、あまりにも殺意が薄うすすぎる。だからといって彼らに私達を殺すつもりがないかといえばそれも違う。

　抑おさえているのだ。自らの攻こう撃げきの行く先を、そして自らを振ふり回す濁だく流りゆうのような感情の奔ほん流りゆうを。まるで、ガルトのように。

「気をつけろ、『出来る』ぞ」

「そうみたいだねっ」

　念のためとソーニャ達にも注意を呼びかけるが、要いらぬ気き遣づかいだったようだ。

　一足早く私達を間合いに収めた先頭の数名の攻撃を、散開しつつ避ける。

　回転の勢いを乗せた踵かかと落としのような蹴けりに、石いし畳だたみが爆はぜる様に割れる。

　一撃目から必殺を狙ねらった、十分に威い力りよくを乗せた蹴りだ。その分隙すきも大きく、最小限の動きで避ければ反撃も容易だったろうが──私に蹴りを見み舞まった男の背後から、別の男が飛び出してくる。

　冷静に必殺を狙いつつも、集団であることを前提としたフォローまでも入れる、洗練された戦術。……やはり、ただ異様な暴力団体という風ではない。最初に感じた印象通り──これは、一人一人が鍛たん錬れんし、団体として訓練した『軍隊』だ。

　……ぞっとするな。個々の力は冷静でいられることを考こう慮りよしてもゼツロには及およばぬといった所だろうが、軍として見れば、私達の旅は此処で終わっていたかも知れないと思うほどだ。

　無論、今はその限りではないのだが。

「やるね、でもっ！」

　この連係攻撃は、一団の『戦術』として浸しん透とうしているようで──見れば、他の皆も同じような攻撃を受けていた。

　かつての彼女達であれば、それを無事にさばけたかはわからない。

　だが今の彼女達は、かつての姿とは大きくその形を変えている。

　空中でソーニャが手をなぎ払はらうと、二の矢として飛び出した男が大きく吹ふき飛ばされ、木でできた建物の壁かべを突つき破った。

　アルマは空中で氷の壁を生成することで反転し、自分を追う男へ回し蹴りを見舞う。

　シェリルはまるで『それは自分の技わざだ』と言わんばかりに、ぐるりと体を捻ひねらせて見事な回転踵落としを見舞った。

　そのどれもが、今までの彼女達であれば出来なかった事だ。それほどまでに黒ずくめの一団の動きは素す早ばやく──最初の一撃でやられていてもおかしくはない程ほどだった。

　だが今この場にある結果は真逆のもの。いとも容易たやすく一団の攻撃を防ぎきり、華か麗れいに地面へと降り立っている。

　これは、私も負けていられないか。

　などと考えている間に、私に迫せまる男が拳こぶしを突き出してきた。空中という不安定において狙いが『芯しん』を捉とらえているのは、飛び上がるまでの一いつ瞬しゆんで私の動きをよく見ていたからだろう。

　ゼツロにさえ迫る者達の連係攻撃──今までならば私も手を焼いていたろうが、変わったのは、壁を乗り越こえたのは私も同じだ。

　突き出される拳を摑つかまえ、地面に対して垂直に、円を描えがく要領でぐるりと男を振り回す。円の頂点を過ぎ、軌き道どうが地面に向かい始めた瞬間に手を離はなすと、男は此こ処こよりもずっと高くから飛び降りていたような速度で地面へと落ちる事になった。

「見事なものだ。驚いたぞ」

「ヘヘー、私達も頑がん張ばったからね！」

　前は勝てなかったかもしれない相手を前に、今では余裕をもって会話さえ交かわすことが出来る。

　確かな成長を感じながら、私達は顔に笑えみを湛たたえて『前』へと向き直った。

「く……何な故ぜだ。魔力さえ感じさせずにこれほどまでの力を……」

　私達の力を前に、先程から指示を出していた男が息を漏らす。

　感情の色を感じさせぬとはいっても、血晶の影えい響きようを受けていることには変わりない。よほど心に波を立てぬための修しゆ行ぎようをしたのだろうが、男は顔の半分以上を隠してなお伝わる焦りを浮うかべていた。

「落ち着け！　心を乱すな……！」

　その焦りが伝でん搬ぱんしたのか、男の傍そばで控ひかえる女性が慌あわてて男を律する。

　……いや、違ちがう。その声には僅わずかな恐きよう怖ふが混じっていた。

　そのやり取りに、妙みような感覚を覚えた。血晶を使っている者達にしては、やけに理知的というのだろうか。いや、シェリルの見立てを疑うつもりはないのだが、彼らからは血晶を使っている者特有の刺とげ々とげしさを感じないのだ。

　私たちを始末しようというのも、どこか事務的であるというか。まるでその一挙手一投足が『必要なもの』であるかのような使命感を感じさせるのだ。

　それに加えて、今一団を駆かけ巡めぐった恐怖。それが何を恐おそれているのかは感覚的にわかった。

　彼らはタリスベルグになることを、血晶に支配されることを恐れている。

　それは、彼らが一時攻撃を中断してまで心を落ち着けようとしているさまを見れば、手に取るように感じられた。

　先ほど私は彼らをガルトの様だと思ったが、訂てい正せいしよう。血晶の力に取り込まれることを恐れながら自らを律するその姿は、コウタロウに近い。

「……すまない、落ち着いた。続けよう」

　だからといって彼らが好ましい者ではないという事に変わりはない。それもまた、コウタロウと同じだ。

　明らかな安あん堵どを浮かべた一団は、再び私達へと向き直った。どうやら、退ひく気はないらしい。

　魔力を感じられぬため、歴然とした力の差を感じづらい──というのはあるかもしれないが、未知数の力を持つ私達を前にしても、彼らの表情にはもう揺ゆらぎはなかった。

　再び虚無を貼はり付けて、一団が魔力を放出する。

　深さの見えない力よりもタリスベルグになることを恐れ、それでいてなお戦わなければならない理由があるという事か。

　彼らの眼には今、死は見えていない。勝てると思っているのではなく、最初から視界にない『沙さ汰たの外』という訳だ。

　……なんとも、不気味な一団である。彼らがどれほどの情報を持っているか分からないが、それを聞き出すのは酒場の酔よっぱらいを相手にするよりも難しいだろう。

「全く……難なん儀ぎだ、な！」

　私達のそれぞれを挟はさみこむようにして、一団の者達が左右から襲おそってくる。

　それぞれ二人ずつ。連続攻撃ではなく、今度は同時攻撃で仕留めに来たというわけだ。

　身体からだ以上に、心の方をよく鍛きたえたのだろうというのが伝わってくる。血けつ晶しようを使って暴れやすくなった心を平へい坦たんに保ち、一度乱れた心さえも落ち着けて再び挑いどんでくる。……それは、かつてコウタロウですら出来なかったことだ。その上冷静に戦法を変え、協力して向かってくるとは、どれほどの訓練を積んだというのだろう。

　益ます々ます分からない。何が彼らをそうさせるというのか。聞き出す方法があったら聞いてみたいが──それは叶かなわないだろう。

　それよりも、今はこの同時攻撃をさばく方が先だ。

　襲い来る一組の男女の片方──男の方へと私は打って出た。男達が予想する以上の速度だったのか、目を見開いた男は一瞬だけ身体を硬こう直ちよくさせた。

　そこに、身体ごとぶつかるかのような肘ひじ打ちを見舞う。どうせ血けつ晶しようを使っているのだ、ちょっとやそっとでは止まらんだろう。

　ならば少し手て荒あらに行くしかない。地面と平行に飛んで行く男と逆に弾はじかれるように、反転して口元を隠かくす女の元へと向かう。

　……同時攻撃を仕し掛かける相方の方がやられたというに、既すでに女は攻撃の体勢を整えていた。心を落ち着ける技術は流石さすがというべきか。だが、技わざだけではどうしようもない。心技体、すべてが揃そろってこその力だ。『心を殺す技』では、明鏡止水は揺らせない。

　今度は威力よりも当たりやすさを重視したのだろうか。女性が繰くり出してきたのは、鋭するどい拳であった。勝ちを捨てて削けずりに来たか。この状じよう況きようで既に思考を後に控える者へと託たくしているのは、大したものだ。

「ぅッ！」

　しかし、食くらってやるわけにはいかない。

　拳を搔い潜くぐり、懐ふところに潜もぐり込んだ私は掌てのひらを上へと突き出した。

　突き上げる掌は、顎あごと意識ごと女性の身体を空へと放ほうり上げた。如い何かに血晶を使っていても、意識はトぶ。それは、不死のゼツロにさえ起こった事だ。

　一瞬で二人が戦せん闘とう不能になっても、一団の者達は揺るがない。私の方は後へと回すことにしたのだろうか、余った者達は散ってシェリル達へと追加されるようだ。

　自然、私の視線は彼女達に向いた。

　そこにあったのは、知っていた通りの光景。

　彼女達が、一団を圧あつ倒とうする姿だった。

「はっ！」

　腕うでを交差させ、一瞬のタメを作ったソーニャが左右へと手を突き出すと、そこから爆ばく発はつ的な風が吹き出した。

　圧縮され、突き抜ぬける風はもはや拳だ。腹部を凹へこませる程の衝しよう撃げきを受けた男達が吹き飛んでいくさまは、ソーニャに命令されたかのようにも映った。

　アルマの方は、相手の攻こう撃げきを利用している様だった。見事にタイミングを揃えた方の片方をいなし、もう片方へと誘ゆう導どうする。片方をそうして打だ倒とうし、もう片方へは顎を狙った蹴り上げ。見み惚とれそうな程に美しい軌道を描く脚あしは、見惚れる間もなく男の意識を弾き出しただろう。

　シェリルはというと、これが見事なもので。『明鏡止水』によって培つちかわれた心を象しよう徴ちようするように落ち着いた構えから『透拳バニシユ』を一いつ閃せん、二閃。正確に男女の顎を撃うち抜き、その意識を喰くらい尽つくした。

　皆みな、よく理解しているようだ。血晶を服用したモノを一番効率よく戦闘不能にする方法を。

　わかってはいても、膨ぼう大だいな魔ま力りよくを扱あつかう者達を手て際ぎわよく鎮ちん圧あつするのは難しい。この結果はまさしく彼女達の実力を証明するものとなった。

　一団の者は最初からすると大きく数を減らしていた。二十名近く居たのが今では四人……五分の一といったところだ。

　それでも、彼らの眼めには何の色も浮かんでいなかった。

　無む駄だだと分かった突とつ撃げきこそしないものの、力の差を前に目的を忘れていない。勝ちの目が僅かにでもあれば、すぐにでも向かってくるだろう。……その生命を捨ててでも。

　そうまでして私達を逃にがす訳にいかないというのだろうか。いよいよもって、その理由が知りたい所だ。

　……が。

「……マズいなあ。面めん倒どうなことになるよ」

　敵をのして戻もどってきたソーニャが、本当に嫌いやそうな声で告げる。

　見ると、シェリルも臭くさいモノを嗅かいだかのように、鼻を鳴らしてから顔を顰しかめた。

　詳しよう細さいを語らずとも、わかってしまう。なるほど、面倒な事になりそうだ。

「援えん軍ぐん、ですね……」

　思っていた通りの結果に、溜ため息いきが出そうになる。

　残る男達の後ろには──どれだけいるかも分からない、黒ずくめの集団。

　十や二十ではきかない。百は居そうな勢いだ。

　まさか、これ程までに大きな組織だとは。昨日ツェーンに思ったことだが、案外的外れでもなかったようだ。これは、闇やみが深い。

「来るぞ、気張れよ」

「これはどうかなあ……まあ、頑張るけどさ」

　援軍の存在に気付くや、すぐさま向かってきた残りの男達に呆あきれつつ、再び気を高めていく。

　残りの男達の目的は、削りというよりも足止めのようだ。一撃で倒たおされぬよう防ぼう御ぎよを固めて間合いを詰つめて来るのは確かに鬱うつ陶とうしい。

　意地でも此処で仕留めるつもりか。それほどまでに『大血晶』の事を嗅ぎ回られるのは煩わずらわしいらしい。

　いや、困る、というべきだろう。無表情を貫つらぬきつつも、彼らには後が無いというような覚かく悟ごを感じる。

　先ほど相手したとおり、男達一人一人ならば問題にはならない。だが、防御を固めた男達を一撃で倒すのは不可能だった。

　私だけならば『桜花壱いち式しき・墨すみ染ぞめ』を使えば一撃必ひつ倒とうも可能ではあるが、この状況での過度な消しよう耗もうは避けたいし、私だけがそれを出来た所で意味は無い。

　相手をするしかないということか。これで終わりだと良いのだが──悪くなってきた雲行きに苦い笑みを浮かべつつ、黒ずくめの集団を迎むかえ撃つ。

　なるべく効率良く意識を奪うばっていくやり方！　重めの一撃で防御を崩くずし、空いた急所へ一撃を見み舞まう。纏まとわりつかれて囲まれるのが一番避けたい所だ。そうならないように、出来る限り迅じん速そくに一人一人を処理していかなければならない。

　数秒かかって私達が第だい一いち陣じんを片付けると、直すぐに駆けつけてきた第二陣との交戦が始まった。数に任せて押し潰つぶすつもりの様だ。

「跳とべッ！」

　意気込みと警けい鐘しようを兼かねて、短く叫さけぶ。

　注意を向けたシェリル達が跳はねることを背に確かく認にんすると、私は思い切り右の足で地面を踏ふみ付けた。というよりも、どちらかというと、蹴けり穿うがったという方が正しいか。石いし畳だたみを貫くような勢いが、猛もう烈れつな振しん動どうとなって向かってきた一団の体勢を崩す。

　空を叩たたく様に拳こぶしを打ち下ろしながら、地面へ向けた強きよう烈れつな『蹴り』。ゼツロの武術に見られる『震しん脚きやく』──その見様見み真ま似ねだ。と言っても本来それは技の威い力りよくを上げるための踏み込み方の話で、本来はこうして振動を起こすのが目的ではないのだが。

　ともあれ、効果はあったようだ。私の近くに居た男達が足元から体勢を崩すと、すぐさまそこへ向けて影かげが駆ける。

　一いつ瞬しゆん先の振動を注意していたシェリル達だ。体勢を崩した男達の無防備を狙ねらい、強烈かつ正確な一撃を叩き込んでいく。どうやら意図を理解してくれた様だ。

　信しん頼らいに期待した結果が返ってくる充じゆう実じつ感に口の端はしを吊つり上げながら、私も一歩遅おくれて戦列に参加する。

　一撃で意識を刈かることが出来る箇か所しよがあればそこを狙い、それが出来なければより気を乗せた強烈な攻撃で突つき放すように距きよ離りをとったり、体勢を崩す。吹ふき飛ばすのならば、一団を巻き込めるのならば理想的だ。そうして、できるだけ一度に少ない数を相手取る。

　多対一では、どれだけ一度に相手する人数を減らせるかが重要だ。よく『一番偉えらそうなヤツを倒せ』……などと聞くが、現実にはそれは何の解決にもならない事は多い。どちらかと言えば『倒せるヤツから倒す』方が効果的だ。

　首領格から倒すのも悪くはないのだが、それは相手がそうすることで戦う意味を失う場合に限る。それに、自分の死すら厭いとわない此こ奴やつらにそれをしても無駄だろう。

　というように、多対一では無理は禁物という一点に帰結するのだが──今回の様にこちらも何人かいる場合は話が違ちがってくる。なるべく仲間の負担を減らすよう、倒せる敵を倒せる時に倒すのが重要になってくるのだ。

　また──

「……！　ありがとう、スラヴァ君！」

「気にするな！」

　可能な時は仲間に加勢し、一時的に人数比を近づけるのも良い。一対二と二対四では、後者の方が楽に感じる時もある。例えば、不意打ちをこちらで処理する時などがそうだ。

　ソーニャの背後から飛びかかる男を、回し蹴りで撃退する。攻撃に移っていたためか、胴どうががら空きだ。戦闘不能は確実という手て応ごたえに、蹴り飛ばした男から視線を外す。

「シェリルッ」

「まかせて」

　後はそうする事で相手の頭数を減らせる時などもケースの一つだろう。

　相手の体勢を崩すだけの一撃。その後を味方に任せるだけで、それは必殺の連係となる。

　アルマが投げ飛ばした相手を、シェリルが蹴り落とす。背で石畳を割るほどの勢いで地面に叩きつけられた男は、それきり動かなくなる。

　こうして、人数的に劣おとる状況でも、連係次し第だいでは一時的に優位に立つことも出来る。ある意味では、一人で大勢を相手にするよりも、周りを見ることが重要となってくるだろう。

　……しかし。それでも人数が多いほうが有利なのは、言うまでもない。

　先程から四人で数十人は倒しているが──それでも、一団の息がきれる様子はない。それは倒した人数以上の数が控ひかえていることを示していた。
















　いくら個の力が大きく上回っていても、これほどの数を相手にすればこちらも疲ひ弊へいしてくる。まだ余よ裕ゆうがないわけではないが、この波がいつまでも続けば、それも危あやうくなるだろう。

　それに時間をかけ過ぎるのも良くない。飽あくまでも私達が主な狙いとしていたのは一撃での昏こん倒とうであり、時間が経過すれば気絶させた者達が再び戦闘に加わる可能性もあるのだ。

　……正直、生命を奪うことに抵てい抗こうがあるわけではない。血けつ晶しようを使った彼らは──少なくとも今の──私達にとっては敵だし、将来的にタリスベルグになる可能性を考えると、むしろ殺してしまったほうが後こう顧この憂うれいがなくて良いとさえ感じる。

　だが、一撃必殺を狙えばそれだけ深い踏み込みとより多くの魔力を必要とする。敵が何人いるかも分からない状況ではそれは危険だし──何より、シェリル達に積極的な殺しは避けて貰もらいたいという気持ちもあった。

　となると結局、こうする他ほかないという訳だ。焦あせりが浮うかびそうになる心を鎮しずめ、眼前の男へ蹴りを見舞う。ここで焦っては明鏡止水が解けてしまい、更さらに状況は悪くなる。

　すう、と一つ空気を吸うと、再び心が落ち着いていくのを感じた。

　だが突とつ如じよとして、巨きよ大だいな魔力が近くで膨ふくれ上がるのを感じると、反射的に身体が硬こう直ちよくしてしまった。

　血晶を使った一団のものと比べても更に強大な魔力。だが、私が動きを止めたのは、強大な敵が現れたからではなかった。

　……その魔力が、覚えのある波動を持っていたからだ。

「……もう、しつこい……！」

　魔力の出で処どころは──シェリルだった。明らかな怒いかりを感じさせながら、明鏡止水とはかけ離はなれた膨大な魔力を放出している。

　不ま味ずい、今『明鏡止水』が解除されては──！

　冷静を保つ頭が回転し、なんとかこの状じよう況きようを打開する策を考えようと働き始める。

　しかし、それも一瞬の事。ほかならぬシェリル自身を見て、私は思考も、動きをも同時に止めてしまった。

　怒りを浮かべるシェリルの表情が、私の知る彼女とかけ離れていたからだ。

　……いや、違うな。これもシェリル自身だ。

『昏くらい色の結晶』を前に、危機が訪おとずれた時に見せる、あの異質な状態の──！

「控えなさい」

『彼女』が纏う膨大な魔力は、その高圧的な態度と相まって、一種の風格を感じさせた。

　……姫ひめ君ぎみ。かつてゼツロは、シェリルの事をそう呼んだことがある。今の彼女を見ていると、何な故ぜかその事を思い出した。

　彼女が放つ魔ま力りよくは、言葉に乗って広がっていく。

　赤い霧きりのような魔力に触ふれた一団の者達が次々に倒れていくと、私はかつてゼツロが彼女を呼んだ名の事を頭から離せなくなっていた。

　やがて気が付くと、黒ずくめの一団は皆みな一様に地面へと倒れ伏ふしていた。

　ダグラスと最初に出会った時と同じだ。血晶を使っている者だけが、意識を失っている。

　ふと見れば、シェリルはもう元の様子に戻っていた。何がなんだかわからないというきょとんとした表情で、息を切らしていた。

「お、おい！　お前らさっさと身を隠かくしな！　奴ら、まだ来るぞ！」

　どれだけの時間、そうしてシェリルを見つめていたのだろうか。ヤジのような魔人からの指し摘てきで我に返った私は、アルマやソーニャに目を移す。

　……どうやら、彼女達も同じ目でシェリルを見ていたようだ。色々と確認したいことはあるが、今はこの場を離れるのが先決だろう。

「シェリル、走れるか？」

「ちょっと……つかれた。無理かも……」

　息を切らしているシェリルに体力を確認すると、やはり見た目以上に疲つかれているようだった。あれだけの魔力を放出したのだ。無理もあるまい。

　意思を確認せずにシェリルを背に負う。行くあてはないが、取り敢あえずはあの一団が来たのと逆の方向を目指して走るべきだろうか。

　咄とつ嗟さにそれだけを考えて反転すると、太い男の声が響ひびく。

「来い！　こっちだ！」

　追っ手がもう来たかと直ぐに声の方へと視線を向けるが、そこに居たのはあの黒ずくめの一団ではなく──この国では──どこにでも居る、がっしりとした筋肉質な男性の姿であった。

　手招きする仕草を見るに、私達に呼びかけているらしい。

　アルマとソーニャに目配せをすると、頷うなずきが返ってくる。

　……他にあてもない、か。

　私達は、男の誘さそいに乗ってみることにした。

　個人的にこの国の者達には、どうでもいい噓うそ以外は吐つかないという、妙みような信頼を感じるのだが──さて、私に見る目があったかどうか、これで一つわかるというわけだ。

　冷たい汗あせを流しながら、先導する男についていく私の顔には、笑えみが張り付いていた。








第四話　『行者』









「ここまで来りゃあ大だい丈じよう夫ぶだろう。お前さん達、難なん儀ぎだったな」

　男の言葉を聞き、私達は皆歯の間から漏もらすような溜ため息いきを吐はき出した。

　本当に大丈夫なのかは分からないが、動きを止めた今は少しでも身体を休めておきたかったからである。

　これが罠わなでなければ本当に一息吐けるのだが。私自身の人を見る目が腐くさっていないことを願いつつ、肩かたを指で叩たたくシェリルを降ろす。

　……男に連れて来られたのは、まさに路地裏と言うような場所に建つ、寂さびれた酒場だった。

　客は居らず、また人の気配もない。シェリルとソーニャに確認すると、二人共が首を振ふるった。少なくとも、近くに人の気配はないようだ。

　そこでようやく、安あん堵どしてもよいのだと判断した。男に促うながされるまま、私達は椅い子すに腰こしを下ろす。

「ふう……いや、助かった。礼を言う」

　自然と漏れる息に乗せ、男へと礼を告げる。座ったままでは不ぶ躾しつけかとも思ったが、それくらい気を張っていた様だ。疲れきった様子の私達を見ると、男は豪ごう快かいに笑った。

「良いってことよ！　あのいけ好かない野や郎ろうどもをぶっ飛ばしてくれたんだから、礼を言うのはこっちの方だってぇもんだ」

　愉ゆ快かいそうに背を叩く男の様子は、私から見ても噓を吐いているようではないと分かるほどだ。私の人を見る目も捨てたものではないらしい。男の様子にこちらも釣つられて笑みを作ると、私は居住まいを正す。

「その口ぶりだと、奴やつらがどういう者かを知っているようだな」

　見上げるような視線を送りつつ、男へと質問を投げかける。

　すると、男は腕うでを組んで笑みを消す。

「まあ、そりゃあな」

「差し支つかえなければ教えてほしい。奴らは一体、なんなんだ？」

　全員が『昏い色の結晶』の使用者──考えるまでもなく、そんなのはまともじゃあない。

　血晶自体の認知度は低くとも、あの一団の事を知っているらしい男にその詳しよう細さいを問う。

　隣となりのテーブルから椅子を引っ張ってくると、男はそこへと腰を下ろした。

「この街の嫌きらわれもんさ。詳くわしくは知らねぇが、『エソドの行者』って呼ばれてる奴らだ」

　行者。修しゆ行ぎようを行うもの、か。

　感じた印象通りの名前を口の中で転がすと、響きはしっくりと隙すき間まにはまるような感覚を与あたえた。

「滅めつ多たに姿は見せねぇが、たまにお前さん達のような奴らが現れるとどこからともなくやってきて、始末してくんだ。……顔色一つ変えずにな。本当に、気持ちの悪い奴らだぜ」

　吐き捨てる様に言う男の様子を見ると、どうやら本当に嫌われているらしい。

　私達のような──というのがどういう者達を指しているのか分からないが、此こ処こ数日で私達はかなり街の人々に受け入れられているように思える。

　……気に入った者を次から次に殺されては、なるほど。蛇だ蝎かつのように嫌われるのも納なつ得とくするというものである。

「観光に来たものを殺しているという事か。あれだけ派手に動いて、治安の団体は何か言わんのか？」

　だが、殺人行こう為いがこれ程ほど街の人々に認にん知ちされているのならば、何故あれほど大々的に動けるのだろうか。

　確かにそこらの憲兵なんぞでは相手にはならないだろうが、それでもあまりに自由に振る舞まいすぎだとは思う。すると──

「ああ、そこは奴ら、国のお抱かかえみたいだぜ。そりゃあ気のいい客人を殺されりゃ、俺達だって文句の一つも言う。けれど憲兵の奴らァ『エソドの行者にはあらゆる権利を渡わたしている』だとか吐ぬかしやがる！」

　想像していた事とほぼ同じ答えが返ってきた。

　あれだけ大々的に動いて、他国の者だろうとお構いなしに始末するような連中だ。黙もく認にんされているか、認可されているかのどちらかしかない。

　本当に闇やみの深い一件のようだな。まさか、国まで関かかわっているとは思わなかった。

「……なるほど。よくわかった。では奴らの言う『聖域』とやらに心当たりはないか？」

　そうまでして、あの一団が隠そうとしている『聖域』とは一体どのようなものなのだろうか。

　嗅かぎまわるものが居るというだけで始末しに来るほどだ。具体的な答えなど期待してはいなかったが──男からは、意外な答えが返ってくる。

「悪いな、そいつは知らねぇよ。……ただ、アイツらは城の近くに居るらしい。城の周りは一いつ般ぱん市民が立ち入れないようになってるからよくわからねぇが、聖域ってのもそン中にあるのかもな」

　それは、私達が今日から聞きまわり始めたことの答えであった。

　ただし『誰だれも近づかない場所』ではなく『誰も近づけない場所』……ではあったが。

「ビンゴかな？」

「可能性は高いな」

　思わぬ手がかりに、ソーニャの顔には笑みが浮うかんでいる。

　もともと好こう奇き心しんの強い子だ。追い求めていた情報の有力な手がかりが見つかれば、疲れも吹ふき飛ぶというものだろう。

「お前さん達、その聖域ってのを探してるのかい？　……やめとけよ、城の周りに近づいたら、反逆罪だぜ」

「ぬ、それは困るな……」

　しかしようやく得た手がかりも、ある種核かく心しんが遠のくような事実であった。

　反逆罪とは、また事が大きくなってしまったものだ。

　……いよいよとなればなりふり構っていられないが、流石さすがに世界中で指名手配……なんていうのは避さけたい所だ。

「そう簡単には許可も得られそうにないですね……」

「難しいだろうな。……前の私であればなあ」

「……？」

　惜おしさから漏れた言葉に、男が疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

　今からすると未熟な男が何を偉えらそうに、と恥はずかしくなるほどの話ではあるのだが、かつての私は武術家としてはそれなりに名が売れていた。当時は面めん倒どうな仕事の一つ程度に思っていたのだが、実はエソドの王城には何度か武術指南役として足を踏ふみ入れたことがあるのだ。

　あの時にこの事を知っていれば、辺りを見まわるくらいは出来たと思うのだが。……それが出来た所で、当時の私では血けつ晶しようを使った一団に殺されていたかも知れんな。

　ならば、惜しむだけ無む駄だという事だ。気を取り直して、これからの事を考えるほうがよっぽど建設的だろう。

「ねえアルマ、なんかお城の人にコネあったりしないの？」

「無茶を言うな。……魔人の国以外であれば、ないこともないのだが……」

　考えていることは、皆みな同じようで。話題はなんとか立入禁止の区域を調べられないか、というふうになっていく。

「なんかよくわからねぇが、諦あきらめるわけには行かねぇみたいだな？」

　うなり始める私達を見て、ふと男が笑った。

　考えてもみれば、国家犯罪スレスレの事をその国の者の前で話しているのだ。やってしまったと思ったが、男の様子を見ていると、すぐさまどうこうということはなさそうだ。

「……よし！　なら乗りかかった船だ、俺も協力してやらぁ！」

　どころか、男は私達に手を貸してくれると言う。

　ありがたい申し出だが、一歩間ま違ちがえばこの男まで反逆者だ。流石に手を借りることは出来ない──慌あわててそう返すと、男は腕まくりをして身を乗り出す。

「いいや、こちとらアイツらにはムカついてんだ！　アイツらのハナを明かすためなら、なんだってやるぜ！　……なんて威い勢せいがいい事を言っても、出来るのは暫しばらく宿を貸してやれるくらいなんだが。ここならそうは見つからねぇ。暫く拠きよ点てんにすると良いぜ」

「……良いのか？」

　有う無むを言わせぬ様な剣けん幕まくにたじろぎながら、確認するように聞き返す。

「男に二言はねえ」

　すると彼は再び腕を組みながら、強い光をその眼めに宿してそういった。

　……人を見る目も捨てたものではない、か。珍めずらしく自分をほめてやりたい気分だ。

　いや、ソーニャやシェリルの様な仲間達に恵めぐまれた事を考えれば、ある意味今更驚おどろくような事でもないのかもしれない。

「……よろしく頼たのむ。スラヴァ＝マーシャルだ」

「俺はロブ＝ロードだ！　頼んだぜ、お前さん達！」

　筋肉質の男──ロブと硬かたい握あく手しゆを交かわす。

　……私達の詳しい目的も知らないというのに、よくもまあ生命をかけられるものだ。

　こういうところがあるから、私は魔人という種族を嫌いになれない。

　シェリル達とも握手を交わしていくロブを見ながら、まだ熱の残った手を握にぎりしめる。

　この恩に報むくいるためにも、気を張らねばな。

　世界を救う事が出来たのなら、自分のした事がどういう結果をもたらしたのか、それを彼に伝えるのも面おも白しろいかもしれない。

　また一つ、私は決意を新たに抱いだくのであった。




　　　　◆




　ロブに宿を借りる様になってから三日が過ぎた。

『エソドの行者』との接せつ触しよくを機に幾いくつかの手がかりを得た私達は、新たな方面から『大血晶』に関する情報を集めている。

『大血晶』に関する知識とは違い『エソドの行者』の方はかなり知名度が──悪い方に──高いらしく、目的に近づくような決定的な情報は少ないものの、あれから幾つかの情報を得ることが出来た。

　曰いわく、エソドの行者とは──

　一つ。べらぼうに強く、逆らう者は少ない。

　一つ。その上で街の人々からは酷ひどく嫌われている。

　一つ。普ふ段だんは姿を見せず、どこかに集まっている。

　一つ。色々と物事を尋たずねる旅人を始末しに来る。

　一つ。どうやら『聖域』とやらを守護している。

　……とまあ、主観が混じりに混じっているが、彼らの情報は聞けば何かしらが出てくるのだ。

『聖域』とやらについては殆ほとんどわからなかったものの、血晶の服用者がそこを守ることを至上としている、という点でも聖域がどのような場所かはある程度察することが出来るというものだろう。

　となると、なおさら立入禁止の区域を調べる必要が出てくるのだが。

「やっぱりそこに行き着くのかー」

　後ろ手に手を組み、ソーニャがぼやく。

　しかし、その声に今までの様な徒労感が見えないことを考えると、彼女なりに考え方が変わったのだろう。

　いや、彼女だけではない。私達皆が同じだ。世界のため、とは頭で理解しつつも、物事が全く進まずにいると気分も倦うんでくる。かと言ってそれを続けても誰かに褒ほめられることはないし、物事が進まぬままでは何も変わらない。

　名声を目的としているわけではないが、そんな状態が続くと私達でも少しは堪こたえる──そんな状じよう況きようで手を貸してくれる者が現れた。ロブの存在は、私達のやる気を再び燃え上がらせてくれたのだ。

「しかし出るわ出るわ……『行者』とはよほど嫌われているようですね」

「血晶の情報にたどり着く者だ、ある程度腕うでも立ち、街の人々に好かれていたのだろう。……友人が殺されれば、彼らとて憤いきどおろう」

　お陰かげで、大きな進展がなくとも私達はもう文句を漏もらすことがなくなっていた。

　雰ふん囲い気きが良いと、何な故ぜか疲つかれも減るのが面白い所だ。

「でも、あれからこない、ね？」

　だが心配事がないかと言われればそうでもない。

　あの襲しゆう撃げきから『行者』達の方に何も動きが見られないのだ。

　私達を探しまわっているという話も聞かないし、新たな襲撃もない。そもそもあれだけの大人数で動き回っていれば、私達の方が先に奴やつらを見つけるだろう。

　戦せん闘とうがないこと自体は良いのだが、今は奴らしか手がかりがないのも事実だ。

　いっそ敢あえて捕つかまってみるか……という考えも一いつ瞬しゆん浮うかんだのだが、そもそも奴らの頭には私達を殺すことしかないので、無意味だ。捕とらえて案内させるというのも無理だろう。奴らにとっては自分の生命もまた、損得の沙さ汰たの外なのだ。

　と、なると。結局こちらから出向く他ほかないのでは──というのが、今日ぼちぼちと上る話題の一つなのだった。

　ツェーンに調査を頼めれば一番なのだが、流石に今回ばかりは相手が悪い。それだけはするなと釘くぎを刺さしており、今に至る。

　ちなみにそのツェーンだが、そんな命令をした時はなんとも言えない様子を見せていた。散々文句を言いつつも嬉うれしそうというか、なんというか。まあ、それは良いだろう。

「ひとまずは飯にしようか。そろそろ日も高くなってきた」

「さんせいっ！」

「ああ、もうそんな時間ですか」

　それよりも今はすべきことを。食事もまた、英気を養うには欠かせぬ重要なことの一つだ。

　魔人の国の料理は、大おお雑ざつ把ぱだが美う味まいのだ。特にシェリルは気に入っているようで、毎日この時間になるとどこか楽しそうにしているのでわかりやすい。

　今日は何を食べようか。どうにもこの国の料理は肉！　という力強いものが多いらしく、少しばかりさっぱりとしたものが食べたくなってきた次し第だいだが。

　先日そんな話をアルマやソーニャとしていた事を思い出し、辺りを見回す。

　なにかいいモノはないだろうか。魚や野菜をメインとした何かは──と、目を皿のようにしていると、見慣れぬ料理の店が目に入った。

　まるでクレープの様な何かに、レタスがギッシリと詰つまっているのだ。よく目を凝こらすと、生き地じはクレープというには少し粗あらいというか、乾かわいた印象に見えて──想像するだけで食欲が湧わいてくる。瑞みず々みずしい野菜はきっと、こんな暑い日によく合うだろう。

　あれなんかはどうだ、と名前の分からない料理を指すと、皆の賛同が得られたので私達は今日の昼食をそこで摂とる事に決めた。

　あのサイズなら二つは食べられるかも知れない……店に近づくと香かおるスパイスに食欲を煽あおられながら、この国ではメジャーなスイングドアを押し開き、店内へと入る。

　どうやらそれなりに繁はん盛じようしているらしい。店の中は客の入りが多く、席はなんとか幾つか空いている……という様子だった。

　座れたのはツイていたかもしれない。弾はずむ心を悟さとられないように冷静を装よそおいながら、人数分の席が空いていた場所へと座る。

「おういらっしゃい……って、その耳、いま渦か中ちゆうの奴らじゃあないか」

　席へ着くなり、店主からかけられたのは、言いようによっては臨戦態勢を整えてしまうような言葉だった。

　しかしこの街の人々が基本的に私達に味方してくれていることと、茶化すような声こわ色いろのお陰で、そうしないで済む。

「おかげさまでな。そのせいで腹が減って仕方がないんだ、美味いものを頼む」

「はっはっは！　そりゃ困るな！　だが美味いものとは心外だ、ウチは何でも美う味めぇ！」

　どこへ行っても顔を知られているというのは正直あまり気持ちが良いものでもないが、こうして冗じよう談だんを言い合うことが出来るというのは、悪い気分でもなかった。

　基本的には気のいい連中の様だ。敵の敵は味方という、単純な考えを持っているだけかもしれないが。

「んで、何にする？」

「なんと言うのか分からないが、平たいもので野菜を包んだものがあったろう、アレをくれないか」

「平たいもので……ああ、分かった。そっちのお嬢じようさんたちはどうするんだい」

　などとはいってもそこは商売人。ひとしきり笑い合うとすぐさま仕事の方に戻もどる辺りは流石さすがというべきか。

　シェリル達からも希望を聞いて、そそくさと厨ちゆう房ぼうの方に引っ込んでいくと、程ほどなくして腹の減る匂においが漂ただよってきた。

　この国の料理はどうも、ふんだんに香こう辛しん料りようを使うことが多いらしい。あまり馴な染じみのない味だったのだが、食べ慣れてみるとこれがなんとも食欲をそそる。

　口の中が知らずの内に潤うるおっていた事に気がつくと、私は気を引き締しめる。油断しているとみっともない事になってしまいそうな辺り、この国の料理は侮あなどれない。

　というか、シェリルなんかは口の端はしが軽く湿しめっている気がする。塩気が強かったり、辛からいものが好きな彼女にとって、この匂いは特に魅み力りよく的に思うだろう──と。

　首を揺ゆらしながら料理への期待をふくらませるシェリルを微笑ほほえましい目で見ていると、ふとシェリルが顔を顰しかめる。

　はて、嫌きらいなものの匂いでも混じったのだろうか。

　……そう思うことが出来たのならば、気楽でよかったのだがな。

「いやなやつらが、くる」

　シェリルがこう言っていては、楽観的でばかりもいられない。

　どうせならば、食事の後に来てくれればよいものを。用があるのならば、食事時は避さけるのが礼れい儀ぎだろうに。

　まあ──奴らにとっては礼儀などどうでも良いのだろうが。己おのれの生命さえも打ち捨てるほどの目的がある連中だ。相手の都合など構っていられるはずもない。

　ある意味、それは私達も同じだ。それこそ国が定めた立入禁止区域に入らなければならないかもしれない、という程に切せつ羽ぱ詰つまっているのだから。

　ならば話し合いなど平行線。譲ゆずれぬものがあるのならば、最後には拳こぶしを振ふるうしかない。

『境地』に足を踏ふみ入れたとは言っても未熟者だな。などと思いながら、水面下で『明鏡止水』の気を練り上げる。

　……しかし。

「でも、なんだろう……おかしな匂いが混じってる。……なつかしい？」

　シェリルが言いようのない疑問を表情に浮うかべた事で、私は僅わずかに思考を中断させられた。その口ぶりには、今まで明らかに感じさせていたエソドの行者への嫌けん悪おが感じられなかったのだ。

　初めて見せる様子に困こん惑わくしながらも、私は椅い子すから腰こしを浮かせ、こちらへ料理を持ってくる店主を手で制する。

「いたぞ、奴らだ」

　同時に、店の入り口からは仰ぎよう々ぎようしい黒ずくめの衣い装しように身を包んだ『エソドの行者』達が現れた。

　……今度こそ、私は面めん食くらった。まるで感情を感じさせない表情は、前に見た彼らと全く──そもそも無いモノであるがゆえ変化も無い──同じもの。

　だが、今度の彼らには明らかに戦意がないのだ。

　感情を感じずとも、その佇たたずまいや発する魔ま力りよくから、戦う気があるか否いなか程度の事を察するのは容易たやすい。

　それからすると、今の彼らにはまるで戦意が無いのだ。

「落ち着きなさい。争う気はないわ」

　そう、竪たて琴ごとに指を沿わせるような、落ち着いたその声が宣言したように。

　声が響ひびいて来たのは、エソドの行者達の後ろからであった。

　まるで命令されたかのように、感情を殺した魔の者達が自然と道を開けるのは、聖者が奇き跡せきを起こすかの様だった。

　怒いかりと憎にくしみしか心を持たぬ怪かい物ぶつたちを手て懐なずける魔の主はさて、どんなカタチをしているのだろうか。

「お初はつにお目にかかるわね、旅人達。ようこそエソドへ──と挨あい拶さつするのは、大分遅おくれてしまったけれど」

　果たして。行者達を総すべるように、出来上がった道を歩いてきたのは──私やシェリルよりも少し歳としをとったような外見の、魔人の少女であった。

　……いや、彼女は魔人なのだろうか？　ふと覚えた違い和わ感は、直すぐに霧む散さんしていった。

　現れた少女は──魔人や血けつ晶しようを使った者にみられるような、抜ぬけるような白い髪かみと──澄すんだ空のように深い蒼あおの瞳ひとみを持っていたからだ。

「今日は話があってここへ来たの。まずは、戦意を収めてくれるかしら」

　穏おだやかに、しかし腹の底の深さを感じさせる笑えみを浮かべた少女は、腕の良い奏者が奏かなでる楽器の様に力強い声でそう語りかけてくる。

　……これは、感情を殺す様な、少なくともその必要がある人物では出せない声だ。

　全員が血晶を服用している奇き妙みような一団が現れたと思えば、それを総べているのがとても闘たたかえるようには見えない少女だとは。まったくもって理解を超こえている。
















　停てい滞たいしていたはずの光景が凄すさまじい速度で流れていくような感覚を覚えながら、私は確かな手て応ごたえに、隠かくした手を握にぎりしめた。

「戦意を収めてくれと言われてもな。こうも警けい戒かいされた状態では、それも出来まいよ」

　釣つり糸を垂らしても、かかった魚の大きさは分からない。本来ならばそうなのだが、それでも今回は獲え物ものの大きさを感じ取ることが出来たのは──よほど近くまで上がってきたからか、それとも水面に浮かぶ影かげがあまりにも巨きよ大だいだったからか。

　なんにせよ、此こ処こで手がかりを失うわけにはいかないという事だけは伝わってきた。

　焦あせってはいけない。飽あくまでも態度には余よ裕ゆうを残しつつ、交こう渉しようを優位に運ばんと試みる。

　……少女からは、言葉の通りに害意は感じない。それ故ゆえ、言われたとおりに戦意を収めるのは簡単だ。だが、彼女を取り巻く一団は、明らかにそうではないと感じ取ることが出来た。

　少女が私達の前に現れた瞬しゆん間かん、感情を見せぬ『エソドの行者』には明らかな警戒心と、使命感のようなものが見えたのだ。

　そしてそれは、今も続いている。

　まるで、という言葉は、もうとっくに賞味期限を過ぎただろう。明らかに、エソドの行者は彼女を守っている。……自分達の生命を懸かけて。

「……そうね。お前達、今日は争いに来たわけではないと伝えたはずだけど？」

　普ふ段だん感情を見せない故に、その変化に気がつくのは簡単だ。たった一度彼らを見ただけの私達でそうなのだから、浅からぬ付き合いがある彼女にもそれは伝わったのだろう。

　臨戦態勢を整えた──いや、覚かく悟ごを決めた彼らに、少女はきつく結んだ視線を送る。

「しかし……！」

　少女からの視線に、先程まで先頭を歩いていた男が声を荒げる。

　だが男は直ぐに息を吞のむと、再び顔から感情の色を消した。

「ご理解ください。我々は貴女あなたを失う訳にはいかないのだ」

「それはわかっているわ。でも、彼らから仕し掛かけるつもりはない以上、私にとって一番の危険は、お前達の敵意なの」

　男へとかける少女の言葉は、穏やかでいつつも『上』からかけられる辛しん辣らつなものだった。……それでも、男には少女への怒りはない。血晶を使用した事で、感情を怒りと憎しみに支配されやすくなっているにもかかわらずだ。

　少女を想おもえばこそ、通らぬ主張は苛いら立だちを生むはずだ。克こつ己き心しんでは右に出る者がいないと思っていたコウタロウでさえ心の昂たかぶり一つで怪物へと変化するというのに──これは、訓練の一つ二つでどうこうなる次元を超えている。

　それでも、男は己を鎮しずめてみせている。後ろに手を組むと、少しして男の表情は元の虚きよ無むを映すようになった。先程まで燻くゆらせていた魔力も今は落ち着いていて、完全に戦意を落ち着けている。

　全く、驚おどろいた。血晶を使用した者が、こうも心を落ち着けられるものなのだろうか。

　あのガルトでさえいくらかは感情の色を見せるというのに、男達は今では置物のようだ。

「……何が目的だ？」

　ここまでされては、応えない訳にはいかない。

　先程まで続けていた警戒状態を解きつつ、目的を問う。

　すると、少女はくすりと鼻を鳴らし、手を差し伸のべた。

「話がある、と言ったでしょう。ただ、此処で話すのは少し都合が悪い。私達の住む場所があるの。そこまで来てくれないかしら？」

　その提案に、私達は誰だれともなく息を吞んだ。……いや、あるいは全員だったのかもしれない。

　敵の本ほん拠きよ地ちへとついてこい。彼女は、そう言っていたからだ。

　考えるまでもなく、誘さそいに乗るのはありえない。敵は一人一人大きな力を持つうえに、どれだけいるのかもわからないのだ。無む為い無む策さくで突つっ込むのは危険に過ぎる。

　……だが、だからといってその誘いを突っぱねることが出来るかというと、それも否であった。

　完かん璧ぺきに封ふうじ込められた情報統制。意図的に『大血晶』に至る道筋を閉とざされている現状、差し伸べられた案内の手を払はらう事もまた、出来ないのだ。

「警戒する気持ちは分かるわ。でも──貴方あなた達の追い求めている情報が、私達の元にはある……と言えば？　どうするかは、任せるとしましょう」

　まさに、鬼おにが出るか蛇じやが出るか、だな。どうなるか分からない、どちらかと言えば悪い予感しかしないというのに、それを示されては見えたジョーカーを引くしかない。

「……分かった。言う通りにしよう。お前達──」

　しかし、先の見えぬ暗黒に、彼女達を連れて行く訳にはいかない。

　この先は私一人で行く。

「ええ、私もそれで構いません」

「折角得た手がかりだもんね」

「一いつ緒しよに、いこう」

　……そう続けようとした言葉は、強ごう引いんに断たち切られてしまった。

　私は彼女達に意見を仰あおいだ訳ではないのだが──慌あわてて訂てい正せいしようとするが、彼女達の表情を見れば、それが無む駄だだということに気がつく。

　困ったように笑うアルマと、いたずらっぽく微笑ほほえむシェリルとソーニャを見れば。

「……困った奴やつらだな」

「そっちこそ。いい加減もうちょっと信しん頼らいしてくれても良いと思うけどなー？」

　だがそう言われては、返す言葉もない。

　そうだ。彼女達もあの修しゆ行ぎようをくぐり抜けてきたのではないか。この期ごに及およんでまだ彼女達を守る対象としか見られていないとは、不覚だったな。

　信頼できると言うのならば、彼女達の存在を超える者は中々いない。ならば、これ以上は野や暮ぼというものだ。

「ああ、分かった。……ということだ。お前の提案に乗ろう」

　彼女達とならば、どんな死線もくぐり抜けてみせる。

　元より、いずれは強大な敵を倒たおさねばならない身。この程度で足を止めるならば、ガルトとは戦えまい。

　吹ふっ切きれた思いで、不敵な笑みを浮かべる。

　すると青い瞳の少女は、僅かな間だけ呆ほうけるように、どこか外れた場所へと視線を向けた。しかしすぐさま私達へと焦しよう点てんを合わせ直すと、少女は踵きびすを返す。

「ならば付いてきなさい。お前達も、彼らは客人として扱あつかうように」

「……はっ」

　どこか面おも白しろくなさそうに、少女がそう告げると、一団が私達を取り囲む。

　血晶を使用した者達に囲まれるのはあまり気持ちの良い状じよう況きようではないが、彼らからは全く敵意を感じない。先導するように前を歩く少女に追従し、私達も歩き出す。

「いよいよ……なのでしょうか？」

「さて。案外これから、なのかもしれんぞ」

　闘とう志しを感じさせる笑みのアルマに、軽い口調で返す。

　鬼が出るか蛇が出るか。不安は拭ぬぐえないが、どちらが出てもそれを殴なぐり飛ばさねばならないだけだ。

　この間とは一転、私達を守るように並び立つ『エソドの行者』を一いち瞥べつし、私は足取りも軽いままに気合を入れなおすのであった。








第五話　空色の姫ひめ君ぎみ









　怪あやしげな一団に連れられて暫しばらく。道行く人々がことごとく振ふり返るという居心地の悪さに晒さらされながらエソドの街を練り歩く私達は、やがてとある建築物の前へとやってきていた。

　ソーニャとアルマを連れていると、人々が振り返ることは珍めずらしくない。しかし、すれ違ちがう人の全すべてが、目を合わせないように通りすぎた上で振り返ってまじまじ見られるというのは初めてだ。

　よほど評判が悪く、かつ珍しい一団なのだなと。居心地の悪さを考え事でごまかしながらの道のりは、正直彼らを相手にするよりも疲つかれた気がする。

　……と、考えているのは、それまた一種の現実逃とう避ひだったりする。

　なぜならば、私達の前に現れた建築物は、目の前の光景が現実であるかを疑うようなものだったからだ。

「……おおきい」

　思わず漏もれたシェリルの言葉は、言葉にならない私達の感情を一息に纏まとめるものだった。

　そこにあったのは──建築物と言うにはあまりにも荘そう厳ごんな、神しん殿でんだったのだ。

　……いや、立入禁止とされている区域に足を踏ふみ入れてから少し歩くと、神殿自体は見えていた。だがまさか、ここが彼女の言う『住む場所』だとは思ってもいなかったのだ。

　それが何を示しているか。……国の定める不ふ可か侵しんの地域に、これだけ大きな建築物を所有する──それは、彼らがこの国に於おいて非常に大きな力を持っているということだ。

「驚いていただけたかしら？」

「十分にな。聞きたいことがまた増えたよ」

「そう」

　そっけない風に言いつつも、豊かな感情を感じさせつつ、彼女は神殿の中へと入っていく。いよいよ此処で間違いないようだ。

　魔ま物ものの巣は、思ったよりも深いのかもしれんな。だが今いま更さら泣き言を言うつもりもない。

「行こう」

　ただそれだけを呟つぶやくように語りかけると、シェリル達は頷うなずきだけを返して私の隣となりを並び歩く。

　神殿の中に入る前に、その様子を改めて眼めに収めておく。

　……改めて見ても、全体的に乾かわいた印象を受けるこの国からは想像しづらい空気をまとっている。

　舞まい上がる砂すな埃ぼこりのせいか、どこか灼やけた様な色に包まれた国の中にあってなお、そこだけはまるで世界から切り離はなされたかのような純白を保っているのだ。

　それは、シェリルやこの少女の様な──魔人が本来持つ髪かみの色を映しているかのようでもあった。砂埃と強い陽ひの光に曝さらされて僅わずかに赤茶けた街の人々とは、隔かく絶ぜつされた世界に存在する事を示すように。

　……もしも、その白が私の思う通りのものを象しよう徴ちようしているとしたら。やはりこの建物は、そこに住まう者達はネヴァケーにおいても重要な意味を持つのだろう。

　とはいえ今考えるべきはそんなことではない。

　彼らが重要だとすれば、その彼らが何を、なぜ守っているかだ。

　見上げた建物に感じる、旅の終わりを握にぎり込み、私は少女の後を追った。

　神殿の中に入ると、そこはまるで別の世界のようであった。

　視界を構成する要素が直線であると言うべきなのだろうか。ありとあらゆる事が大おお雑ざつ把ぱな魔人の国において、この場所はあまりにも整合性が取れすぎている。

　言い換かえれば遊びがない……と思ってしまうのは、中に入るや再び警けい戒かいを強め始めたこの一団のせいもあるだろう。

「お前達」

「……申し訳ございません」

　とはいえ、それをいちいち指し摘てきしてこちらが喧けん嘩か腰ごしになっても話は進まない。

　まことに奇き妙みような話ではあるが、この一団にとっては少女の言葉は絶対であるようだ。彼女が手を出すなと言う限りは襲おそってくることはないだろう。

　しかし奇妙な存在だ。強大な力を与あたえる代わりに、心を悪意に染め上げる『昏くらい色の結晶』……それを使っていながらも、誰かに仕えているというのはどういうことなのか。

　少女に連れられて神殿を歩いてゆくと、私達はやがて広間に出た。……いや、違うか。神殿にあるそれを正確にはなんと呼ぶのか分からないが、これは『玉座』だ。

　当たり前の様にその場所に座った──少女が座すための、場所。

「手間をとらせたわね。客人を立たせたままというのも気が引けるのだけど──これが形式だから、暫く我が慢まんしてくれると助かるわ」

　玉座に腰こしを預けた少女が頰ほお杖づえをつくと、私達を取り囲んでいた者達が二つに割れ、道を作る。無学故ゆえに分からないが、そのさまを見れば、玉座という表現はあっていたのかもしれないと思った。

　少女に謁えつ見けんするための道を形作った『エソドの行者』。彼らを総すべる少女はまるで王──いや『姫君』だったのだから。

「紹しよう介かいが遅おくれたわね。私の名はシャアラ＝グラム。貴方達が『昏い色の結晶』と呼ぶモノを総べる存在として──この『聖域』を管理している者よ。よければ、貴方達の名前も聞かせてもらえるかしら」

『上に立つ者』として、少女──シャアラは、そうすることが当たり前であるかのように、見高に自らの名を告げる。

　いや、事実それが彼女にとっては当たり前なのだろう。

　偉えらそうではなく、偉いのだ。周りの者を見れば、分かる。

　その彼女が、わざわざ自らの足で私達を迎むかえに来たのだ。この一件は、並々ならぬことなのだと察することが出来る。

　深く暗い場所に流れる大きなうねり。時代の潮流を感じながら、私はシャアラの目を見返した。

「……スラヴァ＝マーシャルだ」

　試ためすように私達を見るシャアラの瞳ひとみを正面から見返し、名を告げる。

「ソーニャ＝アルヴェーン」

「アルマ＝シジマだ」

　私に続いて、ソーニャとアルマの二人が名を告げた。

　強くはっきりとした口調は、彼女達の決意を感じさせる。

「……シェリル＝プライム」

　対照的にゆったりとした口調で、シェリルがトリを飾かざる。

　普ふ段だんと変わらぬ声色だが、ふと表情を見れば彼女なりに思うところがあるのは感じ取れた。

　皆みな、薄うす々うすは感じているようだ。今までの旅にはなかったものが、ここにはあると。

「スラヴァにソーニャに、アルマ。そして……シェリルね。覚えたわ」

　返ってきた名前を確かく認にんするように、シャアラは私達へ視線を移しながら名を反復していく。

　落ち着いた上で高圧的な態度は、私達への牽けん制せいも含ふくまれているのだろう。

「自己紹介が済んだ所で、本題に入りたいところだけれど──まずは、今現在我々は貴方あなた達と争うつもりが無いことを伝えておくわ。未来がどうなるかは、この先の話次し第だいだけれども」

　思った通りに。今度はよりはっきりと敵対の可能性を示してくる。

　返答次第ではここにいる『エソドの行者』が襲ってくるという訳だ。……恐おそらくは、その上の存在、このネヴァケーさえも。

　頷きさえも返さずにいると、シャアラもまた気にした風もなく続ける。

「そういうわけだから──理性のある行動をお願いするわ」

「……こちらも、今すぐやりあうつもりはない」

「だと良いけれど」

　……こういうのは、苦手だ。頭の出来が良くない私には、腹の探さぐり合いは面めん倒どうが過ぎる。

　今回ばかりはそうも言っていられないのだが。モヤモヤとする気分を抑おさえこんで、冷静を保つ。

「では本題に入りましょう。今回貴方達を呼んだのは、話がしたいから。……単刀直入に言いましょう。貴方達が探している『大血晶』は、この聖域にあるわ」

「！」

　しかし、面倒を嫌きらうのは向こうも同じようだ。シャアラが紡つむぐ第一声は、竪たて琴ごとで頭を殴られる様な宣言であった。

「……それは、信用しても良いのかな？」

　言葉を失った私の代わりに、冷ひや汗あせを浮うかべたソーニャが質問を投げかけた。

「信用できると言っても出来ないでしょう？　私はただ事実を述べているだけ。これはまあ──ここまで来てくれた手間賃代わりとでもすればいい」

　シャアラが今口にした情報は、私達にとっては最も重要と言ってもよい、旅の目的とも言えるものであった。

　それでもなんとか冷静に聞き返したソーニャに彼女が返した言葉は、手間賃という言葉通りにどうでも良さげな態度で紡がれたものだった。

「『姫君』」

　先ほど一団を率いていた男が、シャアラを諫いさめるようにそう呼ぶ。

「ある程度はこちらも手札を示さねば話が進まないでしょう？　お前は黙だまっていなさい」

「……は」

　しかしシャアラの態度は崩くずれない。それほどの手札を晒してなお、その奥にある事実が大きなものなのか、それとも──

「噓うそはついてない……と思う。よほど訓練されていればわからないけど、そういうふうな音は、感じない」

　ソーニャに目配せをすると、ソーニャはシャアラから目を離さぬまま、自分でも信じられないと顔で語る。

　……噓では、ないのだろう。

　大血晶が眠ねむる地は、成長し続ける悪夢のゆりかごは、此こ処こだということなのか。

「一応は信じてくれたという事で良いのかしら。……これは手間賃代わりと言ったわね。何か質問があれば、そちらからどうぞ」

　信じがたい情報ではあるが、それを信じなければ話は進まないし、ソーニャの耳もそう言っている。

　まずは譲ゆずってくれた先手を活いかす事を考えねば。……戦せん闘とうならば、これほどのアドバンテージもないと思うのだがな。さて、どう出たものか。

　何かいい案はないかと、皆に目配せをすると、頷きが返ってきた。

　……任せるという事か。全く、私よりかは彼女達の方が有効な考えが浮かびそうなものなのだが。とはいえ、それは信しん頼らいの裏返しなのだろう。

「ではまず──お前達は何者なのだ。確か『エソドの行者』と聞いたが……何を目的にしている？」

　ならばと最初に聞いたのは、彼女達がどういう存在であるか、だ。

　全員が血晶を使用している組織など、聞いたことがない。血晶を使えば、何か目的があろうと、その手段であるはずの暴力自体が目的になってしまうからだ。盗とう賊ぞくなどが血晶を使う場合、大多数が正気を保っていないと、その目的を達成することは出来ないだろう。

　しかし彼らは──今までに見た中ではシャアラという少女以外の全員が血晶を使用し、なにか大きな目的のために動いている。

　数十年、心と身体からだを磨みがき続けた武術家──コウタロウやゼツロでさえ正気を保つことはできなかったのだ。彼らのような『団体』は、異常である。その一人一人、血晶を使用した『行者』を総べるシャアラまであますところなく──だ。

「……良い質問ね」

　漠ばく然ぜんとした問いかけに、シャアラは微笑ほほえむ。

　質問が二つになっているという事に突つっ込みを入れない辺り、ある程度は核かく心しんをついた質問だったのだろうか。

「名前は既すでにご存知のようだけれど、私達は『エソドの行者』と呼ばれているわ。これも知っているでしょうけど、私を除いた全員が、貴方達が『昏い色の結晶』と呼んでいる石の使用者」

　挑ちよう発はつ的な視線と共に、既に知っている情報を並べ立てるシャアラ。

　そう、ここまでは知っている。知りたいのはその先──焦じれる気持ちを抑えこむように、頷うなずく。

「私達はネヴァケーの国、エソドの王から『大血晶』に関する件を一任されているわ。貴方達の様に『大血晶』の事を嗅かぎまわる者がいれば始末するし、大血晶をここで管理するのも仕事のうち。……ここまでで質問はある？」

　そして、これは推測できていた事だ。だが実際に彼女らの口から聞くと、やはり衝しよう撃げき的なものはある。

　この国は一体どうなっているのだ……と疑念を抱いだきつつ、与えられた質問の権利を使う。「……何な故ぜ『血晶』を使用していながら、全員が正気を保っていられる？　まして……血晶を使っていないお前の言うことを聞く？　血晶を使えば、暴力的な衝動でそれどころではないはずだ」

　聞くのは、当然彼らの心の有り様の事だ。

　この質問には、シャアラではなく、一団をまとめていた男が答える。

「皆がそのように願ったからだ。『姫ひめ君ぎみ』に、シャアラ様にお仕え出来るようにとな。あとは鍛たん錬れんでなんとでもなる」

「そいつのいうことは間ま違ちがっていないわ。彼ら──行者と呼ばれる者達は、目的のため『血晶』に私への忠誠を願い、力を手にした。それが貴方の質問への答えよ」

　目的のため、血晶にシャアラへの忠誠を誓ちかった……？　引き継ついで続けられた『答え』に、思わずシャアラの言葉を反復する。

　こともなげに言う鍛錬とやらがどれほどのことかも想像が出来ないが、全員がシャアラに仕えることを願って血けつ晶しようを使用しただと……？

『エソドの行者』へ感じていた異常性は、別の方向へと大きく膨ふくらんでいった。

　血晶は身を犠ぎ牲せいにして願いを叶かなえようとする魔ま性しようの石だ。その血晶に他者へ仕えることを望むなんて、異常以外にどう表現すれば良いというのか。

　自分のことなどどうでもいい。エソドの行者に共通して見えていた価値観は、血晶を使う前からそうだったのか。

　彼らにそうまでさせる目的とは一体どのようなものなのだろうか。共に聞いた質問に答えるべく、シャアラは小さく息を吐ついてから続けた。

「そして。彼らが、私達がそうすることの目的はただ一つ。貴方達が大血晶と呼ぶ『大だい禍か石せき』が眠るこの地を守ることよ」

　僅わずかに含みを持たせつつ言ったシャアラは、小さく息を吐はき出した。

　その顔には、試すような笑えみはない。

　ソーニャに言葉の真しん偽ぎを聞かずとも、分かった。覚かく悟ごの様な、使命感の様な──笑みを沈しずめたシャアラの言葉には『やらねばならぬこと』だという意識が表れていたからだ。

　大血晶……いや、大禍石か。それが眠るこの地を守る。その言葉は世界の平へい穏おんを守るようにも聞こえ、世界の破は滅めつを導くようにも聞こえた。

「これで、一つ目の質問はお終しまいね。次は私達の番だけれど、良いかしら？」

「……ああ。尤もつとも、私達の持つ情報がお前達のそれに釣つり合うかはわからんがな」

　彼女は、敢あえて私の感じた疑念には答えず、質疑応答の役を入れ替かえる。

「ではこちらもシンプルに行きましょう。貴方達の目的は何。何故『大禍石』の事を嗅ぎまわっているの？」

　代わりにと投げかけた問いは、単純ながらにこの場の『全すべて』であった。

　答えるのは簡単だ。だがその答えによって先さき程ほどの疑念が──敵かそうではないか、全てが分かる。

「師から受け継いだ因いん縁ねんだ。目覚めれば全てを終わりに導く災さい厄やくの種を、砕くだきに来た」

　だから私は、包み隠かくさずに答えた。

　元より小細工は得意ではないし、なんだかんだと腹の探り合いをするのは更さらに苦手だ。何より、真実を答えた相手に噓を吐くのは性しように合わない。

　……娘むすめに自分の正体を隠していた男の言葉ではないかな。調子のいい自分に笑いながらも、私に後こう悔かいはない。

　もう自分だけの問題では無いのだ。師から受け継いだ想おもいを、この世界の行く末を、二度目の生で出会った人々の生命が、この背には乗っている。

　だからもう、迷わない。

「……」

　笑みを混じらせて正面から注ぐ私の視線を受け止めて、シャアラは口を半開きにして停止する。

　果たして今彼女はどんな想いでいるのか。まさか馬ば鹿か正直に言うとは思わずに、面めん食くらったのかもしれない。

　さて、彼女達は敵になるか、それとも。

　どこか仕方がないという風に苦く笑しようして顔を伏ふせるアルマに苦労をかけると思いつつ、シャアラの反応を待つ。

「……正直というかなんというか、呆あきれるわね」

　その顔には、明らかな感情を見せていた。

「それが出来れば楽なのだけれど──結局、私達は戦う運命にあるらしいわ」

　浮かぶ色は苦笑。

　戦う運命にある。そう言いつつも、彼女からは敵意は感じなかった。

「大禍石は非常に不安定な存在。自らに危機が迫せまれば、直すぐにでも目覚める可能性がある──だから、私は貴方あなた達を大禍石の元へとやる訳にはいかない」

　敵か味方か、といえば彼女達は『敵ではない』ようだ。

　それを確かく認にんすると、私は小さく息を吐いた。

「単純に破は壊かいすることは出来ないという事か？」

「ええ。……少し、こちらの事情を聴きいてもらおうかしら」

　やや友好的になったシャアラは、私と同じ色の息を吐き出し、玉座に深く腰こし掛かける。

　どうやら彼女の方も緊きん張ちようしていたらしい。警けい戒かいが残っているのは、簡単に言葉を信じる訳にはいかない……という事だろう。

「私達は常に大禍石と共にあったわ。理由は先程も言った通り、世界を滅ほろぼしかねない大禍石を目覚めさせず、眠りにつかせたまま保つため。そのため私達はネヴァケーから大きな力を与あたえられている──では、それはどのくらい前からなのか？」

　シャアラの言葉は、私達に聞かせつつも独白のようでもあった。

　疑問を投げかけるようなニュアンスにも動かず、続きを待つとシャアラは直ぐに続ける。

「それは、ネヴァケーという国が出来上がるもっと前から。言い換かえれば、大禍石はこの国が出来る前からあったということ。大禍石の存在から始まったのが、この国なの」

　はるか遠い歴史に思いを馳はせるかのように、シャアラは天てん井じようを見上げる。

「昔々、この地にはどこからか大きな石が降ってきた。紅あかく、濁にごった光を放つ、まるで血の塊かたまりの様な結けつ晶しようが。その石は強大な魔ま力りよくを持っていた。これが最初の『禍石』。今ほどではなかったけれど巨きよ大だいな結晶は、ただそこにあるだけで周囲に影えい響きようを与えた。かつてはこの国も緑に包まれていたというけれど、今こうして砂すな埃ぼこりが舞まう国になったのは、この石の影響と言われているわ」

　シャアラの言葉に、歩いてきた魔人の国の光景を思い出す。

　どこか寂さびしげな空気が漂ただよっている、荒あれた土地。……かつてはそこが緑に溢あふれていたというのは、想像のしづらい景色だった。

　だがシャアラの言葉は、まだ続いている。

「人々は枯かれた大地を広げていく禍石を邪じや悪あくな存在として恐おそれた。当然、人々はその石をうとんで破壊しようとしたわ。でも、それは出来なかった。紅い大きな石は壊こわされそうになると霧きりのように消えていき……その場にいた一人の髪かみを白く染め上げた。これが最初の悪夢」

　深く椅い子すに腰掛けたシャアラは、目を瞑つぶった。

　まるで、見てきた昔を思い返すように。

「結晶によって変へん貌ぼうしたたった一人の……貴方達はタリスベルグと呼んでいたわね。タリスベルグによる被ひ害がいは甚じん大だいだった。やがて追い詰つめられた人々は、禍石の力に対して同じもので対たい抗こうしようとしたわ。けれど紅い石はたった一つ。せめて欠片かけらでもないかと人々は石が降ってきた場所を探しまわった。……そこで、人々は小さな石を見つけるの。紅い石とは対照的な、青く澄すんだ石を」

　そうして、彼女は目を見開いた。

　そこにあったのは──まるで空のように澄み渡わたった、蒼あおい瞳ひとみ。

「それは『輝き石せき』と呼ばれた。輝石を使った最初の少女が大きな力を持つことはなかったわ。……でも、彼女はとある力を持っていた。禍石を鎮しずめる、特とく殊しゆな力を。……タリスベルグの前に立った少女が一言命じると、タリスベルグは崩くずれ落ちて淡あわい光となって消えていった。……気が付くと、元の場所に紅く大きな石が戻もどっていたわ」

　紅い石と、蒼い石。吸い込まれそうな青を湛たたえるシャアラの瞳を見ていると自分が見み透すかされそうで、ふと視線をずらした。

　……そこには、血晶を使っても変わらない──魔人が持つ、紅い瞳がある。

「魔の人を鎮められる少女を、人々は『姫君』と呼んだ。輝石には、姫君には禍石を鎮める力がある。人々は彼女を守ることが禍石を封ふうじることに繫つながると信じ、彼女を守ることを決めた。……それが、彼らエソドの行者の始まり」

　シャアラが蒼の瞳を向けると、一団をまとめていた男は逃のがれるように目を閉じた。

「何度か人々が禍石の破壊を試みるたび、魔物は現れた。そのたび姫君は魔物を鎮めたけれど、そのたびネヴァケーの地は少しずつ穢けがされていったわ。多分、外へと出た大禍石が元あった場所へと戻る時に、全てが戻ったのではなかったのでしょうね。こうして残った穢れは小さな禍石を彼あ方ち此こ方ちに残し──そして、国の人々に僅かに影響を与えていった。影響を受けた人々の髪は白く、瞳は紅く。心は少しだけ暴力的に……やがて、他の人々よりも強力な力を持つように。もう分かるでしょう？　禍石に穢された人々が、この国に住む魔人なのよ」

「……なんと……」

　咳せき払ばらいの様にシャアラが息を吐くと、血晶──いや、禍石の歴史を語り終えたのだと、話の区切りを感じた。

　しかし私が口に出せるのは、己おのれの中の、整理のつかない気持ちだけであった。

　大なり小なり、魔人は禍石の影響を受けている。シャアラは、そう言っているのだ。

　これも噓うそは言っていない……だろう。信じがたい話ではあるが、整合性は取れている。

『昏い色の結晶』が服用者に与える影響は、確かに魔人によく似ているのだ。白い髪、紅い瞳に、暴力性。そして強い魔力──

　いや、違ちがう。魔人が血晶の服用者に似ている、のか。

　私の知るかぎりでは、歴史書に魔人が現れた時にはもう、彼らは今の外見だったはずだ。この国の歴史や、彼らの存在が記される様になる以前の情報を調べればどうかは分からないが、それでも彼らが血晶の影響を受けるようになったのは、それよりもずっと昔のことだと推測できる。

　最初は、チンピラが使っていた薬の様なものと思っていた。だがその歴史は、私が想像するよりもずっと深く、長きに亘わたり世界を脅おびやかし続けていたのか。

　根源の地で出会った歴史に、何を言うことも出来ない。

「……心配する事はないわ。影響を受けていると言っても微び小しようなもの。禍石を直接使用したり、憑ひよう依いされたりといった者以外は、タリスベルグになったことはないって聞いてる。魔人の国の人々がタリスベルグになったりすることは記録にないわ。……少しだけ、話を続けるわね」

　これからするのは聖域に関する話──そう前置きをして、シャアラは再び語り始める。

「さっき少し触ふれたけど、私達の言う『聖域』こそが大禍石が戻る場所なの。大禍石が戻る場所でもある此こ処こは姫ひめ君ぎみの力──『輝石』が発見された場所でもある。ここでは、禍石を非常に安定した状態に置けることが分かっているわ。また、私の輝石の力が増す効果もある。ここにいれば大だい禍か石せきが起動しても封じ込めることができるし、彼らが暴走しても『還かえす』ことが出来るの」

　伝えられたのは『聖域』に関することだった。

　……なるほど。確かにそれならば、自分達以外の誰だれも此処に近づけたくないという話も納なつ得とくがいく。

　悪意ある者が大禍石に近づけば大禍石が目覚めるかもしれないし、仮にそうなってもシャアラがいればそれを鎮ちん圧あつ出来る可能性があるという事だ。……だから彼らは、『行者』は生命に代えてでもこの場所とシャアラを守っているということか。

「色々と納得がいったみたいね。……私達も、大禍石なんてなくなればいいと思っている。だけど、それは不可能なの。この場所でさえ、悪意があれば大禍石は起動する。封じ込めるのが精せい一いつ杯ぱいなのよ」

　聞けば、初めて知る事実ばかりだ。

　よくも世界が滅ばずに残っているものだと感心したが、それは彼女らの努力があってのものだったのだろう。

　蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらわれようと、己おのれを捨てようと災厄の箱が開かぬよう鍛たん錬れんを続ける。……なるほど、行者という名も頷うなずける。

　だが。私達が知っていて、彼女らが知らない事が一つだけある。

「……その大禍石を、砕くだく方法があると言ったらどうする？」

　それが、あらゆる者を苦しめ続けてきた悪意の塊を打ち砕く方法だった。

　私の言葉に、シャアラは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした。

「──は！　何を言うかと思えば。そんな方法があったら、私達は……少なくとも、大禍石はもう残っていないわ」

　それは一瞬だけのこと。直すぐにシャアラは怒いかりを交えた笑えみを浮うかべ、世よ迷まい言ごとと笑う。

　その気持ちは、理解できる。彼らがどのような時を過ごしてきたのかは分からないが、私だってきっと彼女と同じ様に笑っただろう。仮に彼女と私が百年来の親友だって、すぐに信じることは出来ない筈はずだ。取とり扱あつかいを間違えば、それこそ世界が滅ぶような情報なのだから。

　しかし、私にとってこの情報の出で処どころは、それ以上に信しん頼らいできるものなのだ。

「二人の師より受け継つがれた情報だ。『明鏡止水』、と呼ばれる『気』がある。穢けがれのない魔力に身を包めば、血晶の悪意に晒さらされず、それを打ち砕くことが出来る」

　それは、我が師イワオ＝シジマが突つき止とめ、ヤナギ様より伝えられた情報。

　私にとっては何よりの、疑うたぐる必要さえもない情報だ。

「……信じられると思う？」

　シャアラはもう、笑みを浮かべてはいなかった。

　代わりに見せるのは、明らかにそれと分かる怒りだ。

　この神しん殿でんでのそれは、禁きん忌きの一つなのだろう。はっと表情を直すと、そこには意図して表情を抑おさえられた、無味の顔があった。

「信じられるとは思わん。だが私にとってはこれ以上なく信頼できる情報でな。……出来れば、一度試ためさせて貰もらえると助かるのだが」

「シャアラ様、やはり」

　軽口を叩たたいてみると、代わりに怒ど気きを強めてきたのは一団の長おさとみられる男であった。

　感情の揺ゆれのないそのさまを怒気と言ってよいかはわからないのだが、兎とも角かく、こちらを始末しようという意思を強めたのは分かる。

「待ちなさい」

　それでも、シャアラはそれをよしとはしなかった。

「……どの道、お互たがいに主張は譲ゆずれないでしょうね。私から提案しようとしていたことがあるわ」

　居住まいを正して、玉座から腰こしが上がる。

　一段高くなったところから私達を見るシャアラは、腕うでを突き出した。

「アーロン」

「……は」

　シャアラが名を呼ぶと、一団の長が頭こうべを垂れる。

　あの男はアーロンというのか。どこか冷静になった頭が、他ひ人と事ごとの様に思い浮かべた。

　……何な故ぜか私は落ち着いていた。とあるにおいを、感じ取ったからかもしれない。

「そうね、三日後までに、後三人。力の優すぐれた行者を選出しなさい。……スラヴァ、といったわね」

　アーロンと呼ばれた男に簡潔な命を下し、再びシャアラは私達へと向き直る。

「今から三日後、私達と貴方あなた達で決けつ闘とうをするわ。どちらも主張を譲れない、けれど通さねばならない。そんな状態じゃ、話は何い時つまでたっても進まないもの」

　荒あら事ごとの、得意ごとのにおいを。

「どうせ荒っぽいことになるのなら、被害は少ないほうがいい。こちらとそちらから一人ずつ選出し、戦う。四回それを繰くり返し、勝ちが多い方が主張を通せる。……勿もち論ろん、引き分けならばもう一回。そちらに不利な条件だけど、飲めるかしら？」

　シャアラの提案は、私達と『エソドの行者』とで団体戦をしよう、というものだった。

　……嗚あ呼あ、わかりやすくて非常に良い。

　こういうのがいいのだ。地面に埋うまっている爆ばく弾だんを探すような腹の探さぐり合いは、もうこりごりである。

　もう、聞くまでもない。

「ああ、それで良い」

「望む所っ！」

「わかりやすい」

「受けて立とう」

　こちらは皆みな、考えは同じなのだから。

　ほぼ同時に、四つの声が神殿に響ひびく。なんだかんだと理由を付けて危険から遠ざけようとする私から、機先を制しようとしたのだろう。

　それがおかしくて、こんな状じよう況きようだというのに笑ってしまった。

　一人一人が強敵だというのに、その中でも選えりすぐりの戦士と、一対一でやりあうことになる──そんな状況でも、彼女達ならば大だい丈じよう夫ぶだと思ったからだ。

「……いい度胸ね」

　私達を見たシャアラは、どこか空気にのまれたというか。言葉を詰まらせながら、引きつった笑みを浮かべる。

　力比べになれば、負けるつもりはない。そうでもなければ、世界の平和など守れやしないのだから。

「訓練しているとはいえ、禍石を使った者達よ？　平静を揺るがしかねない者達を、生かしておくとは思わないほうが良いわ」

「そういうのは、これで結構慣れているのでな。心配は要いらんよ」

「……っ、なら、いいわ。後こう悔かいしないことね。勝負は三日後。三日後までは何をしていても構わない。なんだったら、宿も貸すわよ？」

「それはいいな、広い部屋が一部屋あればそこを借りたい」

「……本当にいい度胸をしているわね」

　もはや言い返す気もなくしたのか、受け答えの末にシャアラは溜ため息いきを吐はき出した。

「アーロン。彼らを四人泊とまれる部屋に案内なさい」

「はい」

　頭を押さえながらアーロンにそう命じると、シャアラは奥へと歩いて行く。

　……最後に、一度だけ振ふり返って。

「もう一つだけ……ううん、いいわ。監かん視しはつけるけれど、自由にしていなさい。……気が変わったら、何時でも聞いてあげる」

　高圧的な態度ではあったが、それは多分シャアラの優やさしさなのだろう、と思った。

　詳くわしくないがゆえに魔ま人じんの歳としは、姿形からは分からない。だが、案外見た目通りの性格をしているのかもしれないと感じた。

　もしも血晶が、大禍石とやらがなければ彼女もシェリルの様に笑っていられたのだろうか？　そう考えると、ふと熱いものが漲みなぎってきた。

「ついてこい。お前達を客人用の部屋に案内する」

　告げるだけ告げて、雑に歩き出すアーロンの背を追い始める。当たり前だが、歓かん迎げいはされていないようだ。

　とはいえ元より荒事を想定していたので、これくらいは問題にはならない。

　だだっぴろい神殿を歩いて行くと、やがて私達は広い部屋に通された。

　……窓はない。客室とは言っても、場所が場所だ。逃にがさないよう設計されているのだろうな。

「ではな。やがて監視が来る。それまではおとなしくしていろ」

　部屋に通すなり、アーロンは何ど処こかへ去っていった。多分、シャアラのもとに戻もどるのだろう。

「無愛想だなー。まあ仕方がないんだろうけど……それにしても、相変わらず良い度胸してるよねえ、スラヴァ君」

　ベッドに腰を下ろしたソーニャの軽口は、何故か久しぶりに聞くような気がした。

　私も慣れない腹の探り合いで疲つかれていたのだろう。

　なんにせよ、こうなってはいつもどおりに過ごすのが一番だ。

　場所を借りられれば万ばん々ばん歳ざい。借りられなくとも、明鏡止水は心の力──瞑めい想そうでも十分なほど。

「なに、今までと変わらんよ。やれるだけの事をやり、勝つ。それだけだ」

　そう、今までと変わらない。

　前に何が待っていようと、やることは同じ。

　修しゆ行ぎようあるのみ、だ。

「……ふふ」

「そうですね。なんだか、師匠せんせいのお言葉は安心します」

　シェリルとアルマが穏おだやかに微笑ほほえむと、ソーニャは呆あきれた様に笑う。

　それはあまりにもいつもどおりで──明日も明後日も、その先も変わらぬ日々を摑つかむことが出来ると思えた。

「では、早さつ速そく瞑想と行こうか。場所が借りられれば、身体からだを動かすのもいいかも知れんな」

「うんっ」

　元気よく答えるシェリルの頭を撫なでると、シェリルは無む邪じや気きに手を上げる。

　やはり女の子は笑っているのが一番だ。この拳こぶしで一つでも多くの笑え顔がおを作ることが出来るのならば、随ずい分ぶんと大層なシロモノになったなと思う。

　意義に迷わない拳というのは、とてもすがすがしい気持ちで振るうことが出来るのだ。

「よし、始めるか」

　やがてはシャアラも一いつ緒しよに笑えるような未来が来ると良い。そんな風に思えるのは、自分が一つ年をとったようで面おも白しろかった。

　理想とする結末に少しでも近づくため、私達は修行を開始した。
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「ごちそうさまでした」

　口の周りに少しだけ汚よごれを残しながらも、きちんと手を合わせてシェリルが宣言する。

　あてがわれた部屋で私達は『聖域』に来てから最初の夜を迎むかえていた。

　食事の内容は外で食べたのと同じ簡素な豆の煮に物ものだったが、それなりに良い素材を使っているのだろうか、味自体は良かったと思う。

　恐おそらく行者が作っているモノ……となると少しばかり毒などの心配もあったのだが、その様な小細工はなかった。やはり行者達にとって、シャアラの言葉は絶対ということだろう。

「今、どれくらいの時間なのかな。晩ごはんを食べたから夜っていうのは分かるんだけど」

　遅おくれて料理を食べ終えたソーニャが手を合わせながら、疑問を口にする。

　一いつ切さいの窓がないこの部屋では、いまひとつ時間がわかりづらいのだ。

　その辺りでは改めて敵同士である事を思い知らされるというか。目的は同じだというのにもどかしい所だ。

「まだ眠ねむくないから、五時か六時か、その辺りだろう」

「スラヴァ君、夜早いもんね」

　出来ればもう少し解放感が欲ほしいとは思いつつも、だいたいの時間を察することくらいならば可能だ。

　体内時計が大体これくらいと示す時間を伝えると、ソーニャはまだそんなものか、と呟つぶやいた。

　部屋に、沈ちん黙もくが流れる。

　今日一日は本当に色々なことがあった。皆、得た情報の整理が済んでいないのだろう。

　少なくとも、私はそうだった。魔人という種族自体が血けつ晶しよう……いや、『禍か石せき』の影えい響きようを受けているだとか、禍石を輝石が鎮しずめるだとか──未いまだに理解し難がたいことばかりだ。

　だが、私にはそれよりも気にかかる事があった。

『姫ひめ君ぎみ』。彼らがそう言った、禍石を鎮める力を持つ者の事だ。

　タリスベルグを鎮め、禍石の使用者を総すべる力──シャアラの話を聞く前より、私はそんな力を持つ存在を知っていたからだ。

「どうした、の？」

　……シェリル。旅の最中に彼女が見せてきた力は、正まさしくその『姫君』のものではないのか。

　最初にそれを見たのは、ミラフィアで人さらいからセリア達を取り戻しに行った時だったか。ダグラスとの戦いで疲ひ弊へいしていた所に『禍石』を使用した盗とう賊ぞく達がにじり寄り、あわやという所でシェリルが命を下すと、彼らは膝ひざから崩くずれ落ちた。

　ナトゥーシャの山でタリスベルグを倒たおした時もそうだ。あの時はタリスベルグも行動を停止していたものの、巨きよ体たいの怪かい物ぶつはシェリルにだけ敵対する意思を見せず、彼女が語りかけると、それに応じるかのように消えていった。

　……アルファレイアでは、ゼツロが彼女を『姫君』と呼んだこともあったか。

　つい最近では、エソドの行者を一声で気絶させたというのもある。

　普ふ段だんもそうだ。シェリルはどういうわけだか禍石の存在を感知する事ができる。その存在自体は嫌きらいつつも、禍石そのものを見た時に感じる強い嫌けん悪お感は私たちに比べて薄うすいようだ。

　考えれば考えるほど、シェリルがその『姫君』と重なる存在に見えてくる。

　しかし彼女は、輝き石せきとやらが与あたえる蒼あおい瞳ひとみは持っていない。……彼女が『そう』だった場合でもどうという事はないのだが、禍石を巡めぐる旅の根幹に関かかわってくるような事だ。一度気になってしまうと、中々頭を離はなれてくれない。

　かといって、それをシェリル本人に聞いた所で、答えは返ってこないだろう。

　彼女がそれらしい力を発揮した前後は記き憶おくが飛んでいるようにも見えるし、考えてみれば人格も変わっているように感じる。

　いっそシャアラにでも聞いてみようか。……なんて事が出来れば楽なのだが。シャアラがあの通りの扱あつかいだ。シェリルがその代わりになりうる存在だとすれば、また厄やつ介かいなことになるかもしれない。

「……いや、なんでもない」

　だから私は、今頭の中を巡っている考えを口にすることが出来ないのだ。

　こういう時、頭が悪いのは良かったのか悪かったのか。考えた所で答えを導けるほど頭が良くないのはもどかしいし、瞑想や修行を始めると悩なやみがすっ飛んでいくのは便利でいいとも思う。

　誰か代わりに考えてはくれないものか──降こう伏ふくするように頭の後ろで手を組むと、部屋の唯ゆい一いつの出入り口が、音を立てて開く。

「食事は終わったようだな。食器を下げに来た」

　もはやお馴な染じみとなった黒の衣服に身を包む、エソドの行者だ。

　声や外見からすると男だということだけはわかるが、その大部分が隠かくれているため見分けがつかない。

「それと──シャアラ様がお前達にお話があられると、此方こちらまで出向いてきてくださっている」

　だが、今回はこの神しん殿でんでも唯一見分けのつく、中心たる少女が一緒に来ているようだ。

　がたいのいい男の陰かげから、顔を出したのは、蒼い目の少女であった。

「寛くつろいでいる所悪いわね……なんて皮肉を言おうとしたら、本当に寛いでいるのだから驚おどろいたわ」

　第一声は皮肉。だが気持ちの整理がついていたのか、先ほどよりも楽しそうな声は、悪い印象を受けない。

「……シャアラ様。わざわざお出いでにならないでも、呼びつければ良かったではありませんか」

「馬ば鹿かね。客人として扱うと言ったでしょう？　私に恥はじをかかせるつもり？」

　恐らくは護衛についてきたのであろうアーロンが抗こう議ぎを行うが、シャアラはどこ吹ふく風といった様子だ。

　表情が見えないというのに、アーロンの目や声は心なしか苦々しいものである気がした。

「まったく。ついてこなくてよいと言ったはずなのだけれど。……まあいいわ。ほら、さっさと出ていきなさい。聞かれたくない話があると言ったでしょう」

「シャアラ様それは！」

　守るべき『姫君』がこの調子では、その苦労も窺うかがえるというものだが。

　それでも彼らは、シャアラの命令には逆らえないらしい。『シャアラに忠誠を誓ちかう』願いが関係しているのだろう。恐らくは有事の際、容易に暴走を抑おさえられるようにとしているのだろうが、『私を危険に晒さらせ』とも聞こえるような命令を受けなければならないというのは、どういう心境なのだろうか。

　感情を殺している行者には珍めずらしいくらい警けい戒かい心しんに満ち溢あふれた視線で、アーロンが私達を睨にらみつける。その後、言われたとおりに部屋から出て行く所を見ると、やはりどうあっても命令に逆らうことは出来ないのかもしれない。

「彼らは融ゆう通ずうが利きかないから困るわ」

　それに加えてその『姫君』殿どのがこの調子だ。恐らく、昼ごろに彼女が直じき々じきに私達を迎えに来た時も、思う所はあったのだろうな。

「……良いのか？　『敵』を前に無防備で」

「貴方あなた達の目的が本当ならば『敵』ではないのでしょう。……それを言うのならば『敵』の本ほん拠きよ地ちに泊とまる貴方達もどうかしているわ」

　しかしまあ、良い度胸をしているものだ。

　とはいえ、言外にお前達に言われたくないと主張されては何も言えないのだが。

「それで、話とはなんだ？」

「……ちょっと聞きたいことがあるのよ。そこの──シェリルだったかしら。その子にね」

「わたし……？」

　気を取り直して用を問うと、シャアラはシェリルへと視線を送った。

　聞きたいことがある、か。視線を受けて首を傾かしげるシェリルを見て、私は鼻からゆっくりと息を押し出す。

　シャアラは、シェリルの『姫君』によく似た力を知らないはずだ。

　ならば何な故ぜわざわざ──危険とは思っていないのかもしれないが──自ら訪ねて来たのか。

「私達も外した方がいいか？」

「別にいいわ。大したことではないし」

　探さぐるように提案すると、シャアラから返ってきたのは、そっけない返事であった。

　……だが、大したことではない、という言葉はそのまま受け取って良いのかは分からなかった。

　どこかためらう様に息を溜ためて、シャアラはシェリルの正面へと向き直る。

「シェリル。貴方は──禍石を使ったエルフ、ではないのよね？」

　その問いかけは、シェリルの素す性じようを問うものだった。

　一いつ瞬しゆんだけ、失礼な問いかけにも聞こえるそれに怒いかりが湧わき上がりそうになったが、直すぐにそれが違ちがうと気づいた。

「血晶は、つかってないよ。髪かみがしろいのは、魔ま人じんとエルフのハーフだからだって、おじいちゃんが言ってた」

　シェリルもそれに怒おこることはなく、ゆっくりとシャアラへ言い聞かせるように一語ずつを紡つむいでいく。

　それが望んだ答えだったのか──シャアラはつばを飲んで続けた。

「お祖じ父い様が……ね。お父様とお母様は、元気？」

「おとうさんとおかあさんは、いないよ。小さいころに死んじゃったんだって」

「っ……それは……悪いことを、聞いたわね」

　聞きたいこと、というのはこの事だったのだろうか。触ふれてはならぬ事に触れてしまったと思ったのだろうか、シャアラはあからさまに動どう揺ようを見せる。

「ううん、だいじょうぶだよ！　わたしには、スラヴァくんに、ソーニャに、アルマがいるもん。おうちに帰れば、おじいちゃんもいる。だから、さみしくないよ」

　だが本来ならば顔を曇くもらせてもおかしくないシェリルは、その逆。太陽に照らされた様な笑え顔がおで、そう言った。

　シャアラを安心させるように、その頭を撫なでながら。

「うっ……」

　思わぬ接近に驚いたのだろうか。シャアラは逃のがれるように後ずさりをした。

　行き場のなくなった手をゆっくりと引っ込めながら、シェリルは僅わずかに顔をうつむかせる。

「あう……いや、だった？」

「そ、そうじゃないの！　……ただ、その、驚いて……」

　上うわ目め遣づかいで聞くシェリルに、シャアラは慌あわてて手を振ふるう。

　……こうしていると、シャアラも普ふ通つうの少女に変わりがないのだがな。

　真っ赤に顔を染め上げて、気き恥はずかしさからか目をそらす。先さき程ほどまで命をかけた駆かけ引ひきをしていた少女とは、到とう底てい思えない有様だ。

「と、とにかく聞きたかったっていうのはそういうこと。……禍か石せきを使っている者を大禍石に近づけるわけにはいかないから、それだけよ」
















　……少なくとも、それだけには見えないが。

　慌てて取り繕つくろうシャアラに敢あえて突つっ込こみを入れる事なく、代わりに私達はシャアラに視線を注ぐ。

「……本当にそれだけだって言っているでしょう」

「いやまあ、そうだな、うん」

「そういうことにしておいてあげるよ」

「……もう！　それじゃ、お邪じや魔ましたわね！」

　女子達からは、容よう赦しやなく追つい撃げきが入ったようだが。

　あまりからかいすぎてやるな、と視線で制するが、それさえも気に入らなかったのかシャアラは勢い良く背を向ける。

「む、すまん、少しいいか」

「今度は何ッ！」

「いや、明日から運動が出来る場所を借りられないかと聞こうと思っていたのだ。当日までになるべく、万ばん全ぜんを期しておきたいのでな」

「……はあ。貴方、本当にいい度胸をしているわね。修練場があるから、その一角を借りられるよう取り計らうわ。もう良いでしょう」

「ありがたい」

　あからさまに溜ため息いきを吐つくシャアラは、呆あきれを隠そうともせずに肩かたを落とした。

　やはり普ふ段だんは支配者として求められる態度でいるだけで、皮の下は普通の少女なのだろう。

　彼女自身は戦う力を持たないということもある。本当に、役目から解放してやりたいものだ。

「シャアラ」

「……何」

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　ドアノブに手をかけるシャアラにシェリルが声をかけると、シャアラは振り返らぬままに、しかし優やさしい口調で同じ言葉を返した。

　どこにでもあるやり取りを愛いとおしそうに嚙かみしめると、シャアラは去っていく。

「普通の、少女なんですね」

「ああ」

　閉まったドアを見つめながらふと呟つぶやくアルマに、同じ場所を見ながら返す。

　使命さえなければ、彼女ももっと別の生き方をしていたのだろう。それは根本的にこの国のあり方を変える事だ。どうなっていたか、詳くわしく想像することはできないが──きっと、ネヴァケーの人々の様に、笑っていたのだと思う。

「同じ目的なのに戦わなきゃいけないのは悲しいけど、勝たなくちゃね」

「ぜんぶが終わったら、シャアラといっしょに、おいしいものが食べたいな」

　不思議な事に。皆みな、同じ思いでいるようだった。

　今はまだ敵に近い少女と少し話をした。それだけだというのに、皆にはより強い決意が宿っているように見えた。

　決戦まで、後三日──
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　翌日。

　決意を新たにした私達は、神しん殿でんの一角にある修練場で、鍛たん錬れんに励はげんでいた。

『明鏡止水』を一つ確かに修めている私とソーニャは、魔力を使用せぬ組手で武術の基き礎その確かく認にんと鍛錬を。アルマとシェリルは『明鏡止水』を使用しての戦せん闘とうをより正確なものとするために。

　己おのれに必要なものを得るために、または補うために──それぞれが必要な事をする『いつもの一日』だ。

　ただし、それも今日は様子が違っている。というのも、いつもの日課をこなしているこの場所が、現在は敵とするべき者達の本拠地だからだ。

　ついでに言うのならば、彼らが日々力を磨みがくための場所でもある。そのため、今日の訓練は衆目の中行われることとなっていた。

「でもさあ」

　組手の中で『決め手』と想定する技わざを受け、勝負が決した後。床ゆかに腰こしを下ろしたソーニャが呟く。

「流石さすがに敵地のどまんなかーって所で組手すると、ちょっともやもやするよね。皆食い入るように見てるじゃん」

「少しでも拳こぶしの癖くせを見切ったり、手札を探ろうと必死なのだろう。向こうも相応に負けるわけにはいかない戦いというわけだ」

　話題に上るのは、訓練もそこそこに私達を見続ける『行者』達の話だ。流石にこうも見られては確かに、引っかかる気持ちがあるのも分かる。

「けれど、そんな事を気にしないで戦うのも『明鏡止水』の極ごく意いだろう？　どうだ、手が空いたなら少し手合わせをしてみないか」

　だが、アルマが言うとおりなのもまた事実であった。

　気負わず、されど侮あなどらず。敵地の真まっ只ただ中なかで組手を行うというのは、図はからずも『明鏡止水』のよい修しゆ行ぎようになっていた。

『明鏡止水』は心を育はぐくむほどに大きな力を得る技術だ。不安の中で普段通りに振る舞まうというのはうってつけの訓練だし──それ以上に、とある少女のおかげで纏まとめ上がった意思が、より強い決意を作りつつあった。

「望む所っ！　今回は魔術を使わないで行くよ！」

「ふん、良い心がけじゃないか。こっちも手加減はしないっ！」

　また、彼女達が既すでにそれが出来ているというのもいい。元より心配はしていないが、これなら私も憂うれいなく二日後を目指していくことが出来るというもの。

「スラヴァくんっ」

「おお、シェリル。手合わせと行くかね？」

「うんっ！」

　そう、いつもと変わらない。今までと同じだ。きっと、ずっと──これから先も。

　構えるシェリルに『流水』を見せると、シェリルはすぐに飛びかかってきた。

　良い蹴けりだ。『明鏡止水』の気で強化された事を差し引いても、ブレの無い軌き道どうに鋭するどい狙ねらい。

　……修行の日々を笑って過ごし、そしてその成果を実感する。そんな日を、続けてみせる。

　世界のため、などと大層な事は言わない。私はただ、この毎日を続けていきたい。

　まあそうすると自然に世界平和とやらを目指す事になるのだが──ついでにそれを勝ち取ってみるのも、悪くはない。

　こうして、結局過ごしたのは『いつもの一日』であった。

　だがそれでいい。それが一番、前へと進む力となる。時たま相手を変えながら、組手をして過ごす一日は過ぎていった。




　　　　◆




「あー……疲つかれたー！」

　いつもよりも少しだけ激しい組手を終え、ソーニャが叫さけぶようにして倒たおれこむ。

『明鏡止水』の力は魔力よりも制限が少ない分、より多くの魔力を放出しがちだ。あまり夢中になるとそのあたりの細かい調整もききづらいという事もあって、ソーニャが叫ぶ疲れには真がこもっていた。

「修行のための一日、というのは久しぶりだな。良い充じゆう実じつ感だ」

「たのしかった！」

「えへへ、まあね。此こ処こ最近聞き込みとかばっかだったからなあ……」

「やはり身体からだを動かしているのが性しように合っていますよね」

　しかし、疲れ以上に私達に満ちていたのは満足感だった。

　魔人の国に来てからというもの、修行はいつもよりも控ひかえめだった。進まぬ情報収集の徒労感があったからだ。

　だが今は大きな目的を前に、修行のための一日を過ごすことが出来る。

　その充実感はシューウ以来のもので──なんだかんだと言って、私が好きなのはコレなのだなあと実感していた。

　あそこはああするべきだったとか、あの技は冴さえていたとか。今日一日の検討も終え、私達は部屋へ帰るべく立ち上がる。

「今日の晩ごはんなんだろうねえ」

「出来れば野菜が食べたいが」

「あのクレープの様な料理を食べ損そこなったのは惜おしいですね……」

「わたし、お肉でもうれしいよ？」

　話題は既に、この後の夕食へと移っていた。

　それこそ敵地のど真ん中で、敵が作った食事の内容を会話に出せるのは、我ながら図ずう々ずうしいというか肝きもが太いというか。

「貴方あなた達、もう少し警けい戒かいしたらどうなの……？　なんだか、気を張っているのが馬ば鹿からしくなってくるわ」

　呆れた様子で『敵の親玉』にそう言われるのは、致いたし方かたのない事だろう。

　修練場の入り口に、アーロンと共に立っていたシャアラが溜息を吐く。

「あ……シャアラ。こんばんは」

「ええ、こんばんは、シェリル。ちなみに今日の夜はステーキよ」

「！　たのしみ……」

　しかしシェリルに対してはやや態度が甘いというか。にこやかに微笑ほほえみながら今晩の献こん立だてを話している辺りを見ると、数日後に戦う相手だとは思えなくなってくる。

　直接的に戦うわけではないにしろ──シャアラの態度からは随ずい分ぶんと棘とげが抜ぬけている。それでも数本残っているのは、立場によるものなのだろう。

「精が出るようね。今日の話はよく聞いているわよ」

　視線を私の方へと切り替かえると、シャアラの言葉には若じやつ干かんの棘が交じる。

　敵対視されている──というよりは、牽けん制せい球きゆうを放ってきているといった感じだ。

　手の内を一日見させてもらったと言っているのだ。

「まあな。……ふ、勝てそうか？」

「……勝たなければいけない。それだけよ」

　余よ裕ゆうを見せてみると、シャアラは表情を曇くもらせる。

　その気持ちはどんなものなのか。……世界を背負わされたことなどないのだから、想像など出来やしない。結果的には私達の行動が世界のあり方を変えかねないものにはなっているが、それは私が自ら首を突つっ込んだからだし、彼女の様に生まれた時からそれが宿命付けられているとなれば話は別だろう。

　勝って現状の維い持じを望むのが正解なのだろうが、彼女も心のそこでは現状からの解放を望んでいるはずだ。しかし私達が勝てば世界そのものがなくなるかもしれないという思いもあるだろう。……難しいな、掛かける言葉が見つからない。

　ならば、行動で示すしかあるまい。

「まあ──じきに分かるか」

「ええ、そうね」

　二日後の決けつ闘とうで、勝つ。そうすれば皆救われる。少なくとも──私はそうだと残した師の言葉を信じよう。

「なんと声をかけるのが正解かわからんが、取り敢あえずはまた明日、か？」

　それまでは──少なくとも、敵ではいたくないものだが。

　どうせまた明日会うだろう。軽い気持ちで隣となりを通りすぎようとすると──

「少し待ちなさい。……シェリルに話があるのよ」

　腕うでを摑つかんで、動きを止められた。

　どうやら皮肉は、話しかけるきっかけの一つだったようだ。

　世界で最も危険な集団をまとめている割にはいじらしいというか。

　シェリルに視線を送ると、白い長ちよう髪はつがこくりと落ちる頭に従って揺ゆれる。

「お話って、なに？」

　小刻みな歩みで前に出てきたシェリルが、自分よりも少しだけ身長の高いシャアラを上うわ目め遣づかいに見上げる。

　これをされると、何も悪いことをしていないにもかかわらずどきりとするのだが、それはシャアラも同じだったようだ。

「っ……その、二人きりで、話せるかしら？」

　口元を手で隠かくしながら、視線をそらすシャアラ。気持ちは分かるのが、なんとも笑いを誘さそった。

　微笑ましい一幕だが、目付役ともいえるアーロンにとってはあまり好ましくないようだ。

「シャアラ様」

「黙だまっていなさい。それとも、いうことが聞けない？」

「……そのようなことは」

　しかし、彼らはシャアラに意見は出来ても逆らうことは出来ない。

　つくづく、苦労するな。今回に限っては、融ゆう通ずうが利きかないアーロンが原因なので、仕方がないのだが。

「二人でお話しするの？　……いいよ」

「ありがとう。貴方達も、それで構わない？」

「ああ、構わん。私達は部屋に戻もどっていても良いのか？」

「ええ。話が終わり次し第だい、帰させるわ」

　今いま更さら彼女を疑うこともない。……ちとお人好よしが過ぎる気もするが、あの顔を見せる彼女が噓うそを吐つくとも考えづらいのだ。

　感情の色を見せない行者とくらいしか話す機会がないからだろうか。シャアラの表情もまた、大たい概がい読みやすい。いや、人付き合いはしておくものだな。どこぞの元暗殺者といい、多少は会話に慣れていないと、感情はすぐに表情にあらわれてしまう。その御お蔭かげでずっと腹を探さぐりながら過ごさなくて良いのはありがたいが。

「スラヴァくん、またあとで」

「また後でな」

　小さく手を振ふるうシェリルに微笑みかけて、修練場を後にする。

　もう後はやることもない。部屋を目指して歩いて行く──のだが。シェリルの代わりに思わぬ人物がついてきた。

「……何か用か？」

「……ああ」

　シャアラに同行を拒きよ否ひされたアーロンだ。

　親交を深めに来た──訳はなく。感情の色を感じさせず、静かについてくる事に困こん惑わくする。

　互たがいに歩みは止めないため、話し合うつもりというよりは、言いたいことを言いに来たという感じだろうか。

「私はお前達を危険視している。護衛も付けずに敵と二人でいるなど、信じられん」

　案の定、アーロンは背後を維持しながら、愚ぐ痴ちの様なことを語りかけてくる。

　感情が見えないとは言っても、それは彼らが訓練で封ふうじ込めているだけだ。思うところがあるのは当然なのだろう。

「お前達は大だい禍か石せきを破は壊かいできると言ったが、俺達はそんなことは不可能だと思っている。お前達がしようとしているのは、一つ間ま違ちがえば世界を崩ほう壊かいに導きかねない危険なことだ」

　怒いかりからきているであろう言葉を淡たん々たんと紡つむぐアーロンの声に、揺れはない。

　抑おさえられた平へい坦たんな声は、水に波が立たぬようコインを沈しずめていくように紡がれる。

　私達はそれに何も言い返さず、ただ黙ってアーロンの言葉を聞く。彼の言うことも、理解が出来るからだ。

　しかしアーロンもそれきり黙りこみ、私達は部屋の前へと着いてしまった。

　話は終わりなのだろうか。人の心境を察するのは得意ではないのだが、彼らを相手にするとそれも別格だ。話が続かないのならばこれで終わりだ、とドアノブに手をかける。

「だが」

　そうすることでようやく、アーロンは言葉を続けた。

　いや、最後の一言からは大きく間が空いているため、これは先さき程ほどの愚痴とは別の言葉なのかもしれない。

　ノブにかけた手を離はなし、振り返る。唯ゆい一いつ見えるアーロンの目を真正面から見み据すえると、彼は明確に、顔を歪ゆがめた。

「あの子を裏切ってくれるな。もしもシャアラに危害が及およぶことがあれば──俺は、魔ま物ものと化してでもお前達を殺す」

　どこか淋さびしげに、それだけを告げると彼は踵きびすを返す。……本当に言いたいことだけ言って去っていったな。

　……参ったな。これはどう受け止めるべきなのだろうか。

　禍石にシャアラへの忠誠を願った、ということは、彼はもう『タリスベルグ』なのだろう。そのタリスベルグが、正しいカタチで人を想おもうとは。

「あの人……本当に、シャアラの事を想ってる」

　静せい寂じやくの廊ろう下かを、ぽつりと水が打った。

　ソーニャに言われずとも、アーロンの想いは伝わってきた。……それでも、感情の色を聞く事に長たけた彼女が強調してそれを伝えたのは、アーロンに明らかな『感情の色』が浮うかんでいたからだ。

　シャアラ『様』と呼ばずにシャアラと呼んだのは、わざとではないのだろう。あれは、行者ではなく、アーロン個人の言葉なのだ。

　……禍石が叶える願いは、歪いびつだ。現に、アーロンはシャアラの言葉に逆らえないでいる。

　しかしあの澄すんだ想いは、禍石が生み出すものとは思えなかった。禍石によって忠誠が確かなものとはなっても、シャアラを想うアーロンの気持ちは、彼自身のもののはずだ。

「あの人達は、強いですね」

　世界のために。シャアラを護まもるために禍石を使った者達が、これ程強いとは思わなかった。

　アルマの言葉に頷うなずきを返し、私は再びドアへと向き直る。

　大禍石に近づく者は容よう赦しやなく始末する。最善ではなく最適を。その選せん択たくさえもが殺意に依よるものではなくシャアラの、姫ひめ君ぎみのためなのかもしれない。

　もしそうだとするならば、それは非常に哀かなしいことだと思う。

　……悲しみしか生まない悪夢の血けつ晶しよう。必ずや、この手で打ち砕くだかねばならぬ。

　部屋に戻ると、外が見えないせいもあってか、一段空気が引き締しまった気がした。

　日増しに負けられない理由が増えるのは、良いやら悪いやら。

　小さく息を吐き、椅い子すに腰こし掛かける。沈ちん黙もくが流れるが、嫌いやな気分はしなかった。ただ、静かに燃えている。

　二日後が楽しみだ。彼らが長い間背負ってきた荷物を下ろす手伝いが出来るかも知れないと思うと、胸が熱くなってくる。

　着々と仕上がっていく気分を感じながら目を閉じると、ちょうど勢い良くドアが開いた。

　どうやら、シェリルが帰ってきたようだ。

「おお、お帰り、シェリル」

「うんっ！」

　元気のいい返事に、思わず微笑ほほえみが浮かぶ。……学校で良いことがあった時のアルマがこんなだったなと思いつつ、興奮気味に飛び込んできたシェリルを受け止めた。

「っとと、元気がいいな。何かいいことでもあったのか？」

「うん、それがね、それがね──！」

　胸に埋うずめた顔を勢い良く上げ、シェリルは目を輝かがやかせる。

　シャアラと友達にでもなったのだろうか。

　なんにせよ、彼女が喜んでいるのを見るのは、良いものだ。

　多分チェスターの持つ『爺じい』の気持ちはこんなものなのだろう──だとすれば、あんな馬ば鹿かになるのも悪くない。

　心が優やさしい気持ちで満たされていくのを感じている私だったが──

「あのね！　お姉ちゃんが出来た！」

　直後、シェリルが放ほうり投げてきた爆ばく弾だんに、時を凍こおらせることになったのだった。

「……うん？」

　何を言っているかわからず、笑え顔がおのまま首を傾かしげてしまう。

「……何が出来たと？」

「お姉ちゃん！」

　聞き間違いかともう一度尋たずねてみるが、返ってくる答えは変わらなかった。

　……いやいやいや。どういうことだそれは。

　シェリルがしていた事といえば、シャアラと話していたくらいだ。

　私達もアーロンと少し話していたとは言え、客室まではほぼ真っすぐに来た。部屋の前で立ち止まりこそしたが、その間に他のことをするような時間などないはずだ。

　これは、アレか。シェリル可愛かわいさにシャアラが自分の事を姉の様に思って欲しいと伝えたとか、そういう事なのだろうか？

「一体それはどういうことなんだ……？」

　放り投げられた言葉の、鉄てつ砲ぽう弾だまのごとき衝しよう撃げきに混乱していたが、冷静に考えればそういうことなのかも知れないと当たりはつく。

　少しだけ冷静さを取り戻して、詳しよう細さいな説明を求む。

「あのね、あのね！　……あっ」

　だがシェリルは興奮している様子でそれを語りかけて、言葉を詰つまらせた。

「ひみつだよって、シャアラにいわれたんだった……」

　そしてその秘密の代わりに舌を出して、語り始めた事の次第を引っ込めてしまう。

　いやいや、それはないだろう!?　ある程度の推測はつけていたとはいえ、それが語られないとなっては答え合わせのしようがない。

「あー……じゃあ、その……それはシャアラから聞いたのか？　その時のシャアラの様子はどうだった？」

　単に仲が良くなったというのならばいいのだが、何もわからないのでは流石さすがに気になるというもの。

　例えば顔を真っ赤にしていたとか──少しでも多くの情報を手に入れようと、比ひ較かく的てき答え易やすそうな質問で探りを入れてみる。

「すごく真しん剣けんなかおだったよ。お話ししてくれたあと、ぎゅーってしてくれたんだー」

　すると返ってきたのは、それこそ生き別れの姉妹しまいが再会したかのような──少なくとも仲がいい女の子同士の日常、とはとてもではないが言えない様な真剣な一幕。

　……いや、本当に何があったというのだ!?

　聞き逃のがせるレベルを超こえている！

「それいじょうはひみつだよー。やくそくだもん」

　幸せそうに微笑んではいるものの、これ以上の情報を引き出す事はできなさそうだった。

　まさか。いや、そうなのか……？

　こんななんでもない一日の一幕。普ふ段だん通りにすぎていくと思っていた一日、それが終わろうというこのタイミングで、こんな爆弾が投下されるなど何な故ぜ思えようか。

「ね……ねえシェリルちゃん。私も気になるなーって……」

「えへへー、ソーニャでもだめー」

　ソーニャも探りを入れてくれるが、やはり答える気はないらしい。

　……ぬうう、気になる。シャアラのあの様子では、騙だますということはないとは思うのだが……何やら神しん妙みようだった様子を聞かされては、知らぬままではいられない。

　笑顔で左右に肩かたを揺ゆらすシェリルの隣となりで、私達は顔を合わせてうんうんと唸うなる。

「夕食の時間だ」

　そんなタイミングに夕食を運んでくるのは──気き遣づかいが足らないというか。いや、流石にそれは言いがかりか。

　ワゴンに香かおり立つステーキを載のせてやってくる行者に、恨うらめしげな視線を向けそうになるのを堪こらえ、私は溜ため息いきを吐はき出した。

「ありがとう」

「……これが務め故ゆえに」

　配はい膳ぜんを済ませた行者に礼を伝えると、行者はそっけなく返してから姿を消した。

　既すでにシェリルは、行ぎよう儀ぎよく椅子についている。……まずは食事を済ますべきか。

「いただきます」

　四人で同じ様に手を合わせ、食事を始める。

　小さく切ったステーキを口に運ぶと、程よい柔やわらかさと脂あぶらののりが、濃のう厚こうな旨うま味みを口いっぱいに広げていく。

　……何やら大分いい肉の様に思える。

　だが今の私には、それを味わう余よ裕ゆうはなく──

「ごちそうさまでしたっ！」

「……ご、ご馳ち走そう様さま」

　困こん惑わくしているうちに、食事を終えてしまうのだった。

　声を弾はずませるシェリルとは対照的に、私達は何い時つ食事を終えたのか自分でも分からないとでもいうかのようにおずおずと声を出す。

　……明日、シャアラに直接聞いてみるほかないか。

　結局シェリルから答えをもらえないのでは、疑問の大本に尋ねてみるほかない。

　はしゃぎ疲つかれたのか、早くに寝ねてしまうシェリルを傍はた目めに、私達は眠ねむれぬ夜を悶もん々もんと過ごすのであった。

　……決戦まで、後二日。








第八話　輝き石せきの姫君と紅あかの少女









　結局あまり眠れなかった。

　ふと昨日の眠れぬ夜を思い出したのは、組手の終わりにいつもより疲れている事に気がついたからか。こんな状じよう況きようでも『明鏡止水』を保っていられる自分の成長に驚おどろきつつも、寝られずに疲れを翌日に残すという未熟極きわまりない現状に苦く笑しようが浮うかぶ。

『境地』とさえ言われる技術の習熟度は上がっても、初歩の初歩でさえない自己管理もできないとは、一体どういうことだろうか。

　一応弁明をさせてもらうのならば、やたらと寝るのが早いジジイの心に成長期の少年の身体からだを併あわせ持つ所せ為いだと言うべきか。睡すい眠みんの重要性は他の者より高い……というのも、所しよ詮せんは言い訳にすぎない。

　まったく。決戦を明日に控ひかえてこれでは、当日が思いやられる。もしもこれを狙ねらったとすれば、シャアラは大した策士だな。

　……まあ、それが出来るような子ではないとも思うのだが。だからなんだかんだと言いながら修しゆ行ぎように励はげめているのだろう。

　これでもしあの子を騙そうとしているのならば、此方こちらも色々と考えねばならなかったのだがな。

「今日も精が出るわね。明日を控えて、手て応ごたえはどうなのかしら」

「お陰かげさまで、といったところだよ……色々とな」

「……？」

　私の皮肉に首をかしげている辺り、そういった事は考えていなさそうで安心した。

　こういう辺りを考えると、彼女と私達は『敵同士』ではないのだと再さい認にん識しきする。

「シャアラっ」

「ふふ……こんにちは、シェリル」

　しかし──これだ。昨日よりもなお、明らかに仲が良くなった二人。

　ただ仲が良いだけだったら、微笑ましいという話で終わったのだが──お姉ちゃんができた。シェリルがそう言っているものだから、どうしてもただの日常の一部分としては受け取れない。

　やはり聞いておくべきなのだろうな。気になったままではそれこそ明日に影えい響きようしかねない。ただ、わざわざ口止めまでした事だ。それを聞いた所で素す直なおに答えてくれるかは分からないが。

　とはいえどう切り出したものかな。単刀直入に聞いてみるのもいいのだが──どうにも、こういう探さぐりのきっかけを摑つかむのは苦手だ。

「……ねえ、聞いているの？」

「ん……いや、すまん、聞き逃していた。どうした」

　思いのほか深く悩なやんでいたのか、シャアラに呼ばれている事に気がついたのは、恐おそらく何度か話しかけられてからのことであった。

　だが向こうから会話のきっかけを振ふってくれるのは助かる──と。まるで想おもい人がいる少年の様な自分の思考に、笑いがこみ上げてくる。

　会話の途と中ちゆうでそれとなく聞き出せるといいのだが。

「話があるの。あの子──シェリルの事と、明日の事で。貴方あなたと二人で話したい」

　そんな打算の中切りだされたシャアラの要件は、私にとっては願ってもない内容だった。

　……向こうから来てくれるとはありがたい。

「それは構わんが──」

　しかし、よくアーロンが許可したな、と。シャアラの隣に控える無愛想な男を一目見やる。

　シャアラ達からすれば、私達は敵の親玉の様なものだ。いや、その構図も半ば以上形けい骸がい化してはいるのだが、アーロン達行者から見た私達は未いまだに危険人物という事に変わりはないだろう。

「今はシャアラ様がお話ししていられるだろう。無礼だぞ」

「アーロン」

　だがもう、アーロンも諦あきらめかけているようだ。

　どこか不ふ貞て腐くされ気味に、よそ見をした私を咎とがめると、その隣から更さらにアーロンを窘たしなめる声がする。

　その声は、彼らにとって絶対たる者の声だ。彼らが下で、彼女が上。それは絶対で──シャアラが彼らの進言を聞き入れることは、めったにないのだろうと察することが出来る一幕であった。

「まあそういう事ならば此方としても拒こばむ理由はない」

「そう、ありがとう」

　そっけない風にするシャアラだが、彼女が小さく安あん堵どの息を吐き出したのを、私は見逃さなかった。

　どうも、この少女は会話自体に苦手意識がある様に見える。高圧的な牽けん制せいから会話を始めようとするのは、支配者としての彼女と、普段通りを意識する彼女が混ざって表れたものなのだろう。

　気を許す訳にはいかない立場とは、難なん儀ぎなものだ。

「ついてきなさい」

　小さな息を吐き出した彼女は、また少しだけ『いつもの』……といえる程ほどの付き合いでもないか。とにかく『姫ひめ君ぎみ』としての彼女に戻もどっていた。

　……出会ったばかりだというのに、何故だか彼女に対しては距きよ離りを感じない。

　あるいは──彼女が最初に会った頃ころのシェリルに似ているからなのかもしれない。

　チェスターに甘やかされて育っていた頃のシェリルは、大きな力を持つが故に『対等な会話』をあまりしたことがなく、私とのそれを非常に楽しんでいた。

　一方でシャアラは大きな力こそ持たないものの、『姫君』として支配者であることを宿命付けられた立場だ。対等な者との会話が分からない、という点では、それが共通しているように思えた。

　姉──か。まさかとは思うが、な。

　そんな小さな共通点に、昨夜のシェリルの言葉が思い出される。

　もしも本当にそうなのだとしたら、これは私が踏み入るべき問題なのだろうか？　疑問を抱かかえて歩く無機質な廊ろう下かは、重い荷物を背負って歩く道のりのように、長く感じた。

「……ここなら、いいかしら」

　だが実際には歩いた距離は僅わずかだ。それでも人の気配がしない静かな廊下で、シャアラはまた一つ息を吐はく。

　世界の危機になりかねない男と二人きり──を怖こわがっているようには見えなかった。だとするのならば、勇気を持つための様な動作は、会話そのものに対してのものなのだろう。

　だから私はただ彼女の言葉を待った。その勇気が、彼女を動かすまでになるのを待って。

「シェリルからは、どこまで聞いているの？」

　ようやくぽつりと呟つぶやいたのは、今一番気になっていることだった。

「ただ姉ができた、と。それが誰だれか、どういうことかまでは聞いていないが」

　包み隠かくす事なく話したのは、昨日シェリルに聞いた通りの事だ。

　とはいえ、だいたいどういうことかは察しがついているが。ちくりと刺さすように事実を含ふくめると、シャアラは苦笑した。

「……やっぱり、全部は黙だまっていられなかったのね」

「部屋に戻ってくるなり、いの一番だったぞ。直すぐに約束とやらを思い出したようで、それ以上は何も聞けていないがな」

　それでもシェリルが『秘密』を守り通したのは事実だ。それ故ゆえ、私達は悩んでいたのだが。

「そう……いい子ね」

「ああ。純じゆん粋すいで思いやりもあって──今時あんなにも良い子はそう居らんよ」

　壁かべに背を預けて、此こ処こではないどこかを見るシャアラの隣となりに立つ。

　少しだけ驚くような顔をして、シャアラは顔をうつむかせた。

「本当は話そうか迷ったのだけれど。あの子が信じる貴方を信じることにしたわ」

　顔を合わせぬままに、シャアラは呟く。

　この場に私しかいないことを差し引いても、その言葉が自分に向けられていることは分かった。

　それは世界を背負う者の言葉ではない。この場にいる一人の少女としての言葉。

　静かな風の音が聞こえる。……いや違ちがう。シャアラが小さく、息を吸いこんだのだ。

「私の一族は、禍か石せきを護まもる宿命を背負って生きてきた。それがどれくらいの期間か、正確にはわからないけれど──この国が出来る前よりも昔から、ずっと」

　踏みしめてきた歴史を辿たどるかのように、シャアラは自らの足元に視線を落とす。

「始まりの禍石が最初に目覚めた時、発見された輝き石せきを取り込んだのが『姫君』だと、そう話したわね。そして、宿主を失ったり、姫君によって眠ねむらされた大禍石は始まりの地──この聖域に戻るとも。……なら、輝石はその宿主がいなくなった時、どこへ戻るか知っているかしら？」

　まるで自分の存在そのものを指し示すかのように。胸に手を当てたシャアラがゆっくりと顔を上げる。

　視線は問いかけをするため、私の方へと。

　私はそれに、頭を横へと振るうことで答えた。

「これはね、意地悪な質問なのよ。正確には輝石はただの一度も、宿主を失ったことはない。……輝石はね、宿主の子に宿るの。姫君が子を生なした時、輝石はその子供に宿る。こうして輝石はただの一度も失われる事なく、私達の一族に受け継つがれていったわ。だから、この質問は誰にも答えられない。……ね、意地悪でしょう？」

　くすりと鼻を鳴らして、シャアラは私に微笑ほほえみかける。

　ネヴァケーの国ができるよりもずっと前から、輝石は受け継がれ続けていった──まるで信じられないような事実にも、私は口を動かせなかった。シャアラの笑みが、どこか自じ嘲ちよう的だったからだ。

「不思議な事に、輝石の姫君は誰ひとりとして子を生せずに死んでしまうことはなかったわ。病気もなく、守られているが故に誰かに殺されることもなく、事故もなく──姫君は次の姫君を産み、石を継いでいった。あるいは、輝石にも願いを叶かなえるチカラがあるのかもしれない──なんて、偉えらい人が言っていたかしら。……兎とも角かく、私達の一族は、そんなふうに続いてきたの。ああ、そうそう。私達が姫君って呼ばれるようになったのは、姫君が女の子しか生まないからなのよ。不思議よね？」

　語られたのは、彼女の──姫君のたどってきた歴史。

　大禍石を封ふうじるため、目覚めた災さい厄やくを再び眠りにつかせるためだけに彼女達は生きてきた。……自嘲的な笑みの理由を知って、知らずの内に拳こぶしを握にぎりこんでいた。

「まあ、そんなことはどうでもいいの。過ぎた事を言っていても始まらないわ。重要なのは、現い在まの話。そうして同じことを繰くり返して、私が生まれてからの話──」

　再び、見えぬ天を見上げ、シャアラは語り出す。

「私の母は、一族の中でも特別感受性が強い人だって聞いたわ。こんな生活をしているものだから世間知らずで、だからか新しく知ること一つ一つに目を輝かがやかせていたって聞いた。母のことを聞いた、聞いたっていうのはおかしいかもしれないけれど──私が知る母は、いつも悲しい目をしていたから、本当のところ私はそんな母を知らないの。でも、とにかく母は明るくて優やさしくて──そんな人だったらしいわ。きっと、どこかの誰かさんみたいだったんじゃないかって、私は思ってる」

　淋さびしげな目をしながら、シャアラは『誰か』へと想いを馳はせる。

　……どこかの誰かが、誰の事を指しているかは聞かずとも分かった。

「それでも、優しいって所だけは私も知っていたかな。優ゆう秀しゆうなだけの男と、恋れん愛あいもせずに義務的に産んだ私でも、愛してくれていたんだもの。……でもある日、母は突とつ然ぜん姿を消した。……私を産む前から好きだったという、エルフの男とね」

　そして。

　辿る歴史がまた一つ現在に近づいた時──推測が、確信に変わった。

「正直その時には少しショックだったけれど、その辛つらさもすぐに忘れたわ。輝石の力を娘むすめに譲ゆずり渡わたした『姫君』は、役目を終えたかのようにすぐ弱って死んでしまうの。輝石の力を私に受け渡した母はもう役目を終えていて、程なくして彼女が死んだと、行者から告げられた。だからその時にはもう、怒いかりはなかったわ。母は役目を終えたんだって、ならば十分かと思ったから」

　……気がつけば、彼女の語る歴史は、つい最近までやってきていた。

　私の知る話へと繫つながる、現在へと。彼女は足を踏ふみ出した。

「そして、続くようにそれからすぐ、母を奪うばったエルフの男が死んだと聞いた。……その時、私は知ったわ。母が死ぬ前に、エルフの男と子を生していたと。でも、直ぐに忘れてしまった。その娘の眼めは紅あかく──輝石の力を持っていないと知ったから」

　それが、シェリルなのだと。彼女は話を締しめくくり、再び顔を伏ふせた。

　語り終えたシャアラになんと声をかけたら良いか、私には分からなかった。

　……数すう奇きな運命もあったものだ。脈々と続いてきた、鳥とり籠かごの様な運命から零こぼれ落ちた一つの終わりが、始まりとなって現在と繫がるとは。

　お姉ちゃんができたというシェリルの言葉の意味を考えていたが、まさか本当に、言う通りの意味だとは思わなかった。

「異父姉妹しまい……という事か」

　気持ちの整理がつかず、口から出るのは事実の確かく認にんがせいぜいだった。

　私の呟きに、シャアラは小さな頷うなずきを返す。

「シェリル。その名前は知っていたの。だから貴方あなた達から名前を聞いた時は驚おどろいたわ。暫しばらくはそんなことありえないと思っていたのだけれど、実際に彼女を見て確信した。……エルフと魔ま人じんのハーフ。私達と子を生す物好きなエルフなんて、そうはいないもの」

　再び浮うかべる自嘲的な笑い。

　魔人と他種族のハーフというのは、確かに珍めずらしい存在だ。魔人の好戦的な性格は、他種族の者には疎うとましく感じるからだ。

　特につい最近まで国を閉へい鎖さしていた様なエルフとでは、更さらに珍しい。その境きよう遇ぐうは、疑念を確信に変えるには十分すぎるものだったろう。

「それに、行者達が最初に貴方達を始末しに行った時、突とつ然ぜん一いつ斉せいに意識を失ったという報告も聞いていた。それも一つの判断材料にはなったわね。……眼は紅くとも、シェリルにも少しだけ姫君の力が宿っているのだと」

　しかしそれよりも、決定的な証しよう拠こがシェリルの持つ力の事だ。

　全すべてが繫がった気がした。……運命というのは、あるのかも知れない。

　アルマと、チェスターと、ヤナギ様との縁えんを私が失わなかったように。彼女とシェリルの持つ姉妹の縁もまた、切っても切れないものだったのだろう。

「ふふ……此処だけの話ね、私は少しだけ、シェリルに対しての優ゆう越えつ感を持っていたの。蒼あおい瞳ひとみを持つ者と、持たない者。私は選ばれた存在なのだと思っていたけれど……彼女を見た時、それもなくなったわ。……勝手な話だけれど、羨うらやましくて仕方がなかった。貴方達と楽しそうに笑っていられるあの子が。私よりもずっと広い世界を知るあの子を見ていると──まるで私は、鳥籠の中の鳥のようだって。笑えるわよね」

　そうして、自嘲的な笑みの理由を知る。

「でもそんな気持ちが吹ふき飛ぶくらい、あの子は……素す敵てきだったわ。元はといえば此方こちらが捨てる形になったというのに、シェリルは恨うらみ言ごとの一つも言わなかった。そんなあの子が、笑っていられるのは貴方のお陰かげだという。だから、少しだけ貴方のことを信じてみようと、この事を話してみようと思ったの」

　長い話になったわね、と。彼女は言葉を締めて、押し出すような息を吐き出した。

　まさかこんな話になるとは──私も、無意識の内に息を吐きながら、壁に寄りかかっていた。

　シェリルの姉、か。だが、考えてもみればそんな存在がいても、おかしくはなかったのだ。

　その背景は想像する以上に重いものだったが──話を聞いた今では、合が点てんがいっている。

　旅の途と中ちゆうで見てきた不思議な力。そして、シャアラに対して感じていた妙みような親近感。考えてみると、この二人はよく似ているのだ。瞳の色という最大の相そう違いこそあれど──その外見も含めて。

　しかし、だとすれば。

　彼女もまた、シェリルの様になれるのかもしれない。

「もしも」

　壁に背を預けたまま、シャアラへと視線を向ける。

　空色の瞳が、私の瞳を覗のぞき込んだ。

「大だい血けつ晶しよう──ああいや、大禍石というのだったか。……私達が大禍石を破は壊かいすることが出来たら、一いつ緒しよに旅をしないか」

　真しん剣けんであることを伝えるため、敢あえて視線を鋭するどくして、私はシャアラと視線を結ぶ。

「……っ何を言っているの？　そんなこと──」

　だが直すぐに、シャアラは視線を逸そらしてしまう。……何かの言葉を飲み込んで。

　代わりに吐はき出すようにして口を出たのは、否定の言葉だ。

「出来る。やってみせるさ」

　私はそれを断たち切って、強く強調する。

　逸らした視線が戻もどってくる。……白く抜ぬけるような肌はだに、赤みが差していた。その色は、こみ上げてくるものを防ぐための堰せきだ。

「シェリルだって、私と会う前は……あれで結構厄やつ介かいな所があってな。だが、私と旅をするうち、ソーニャと出会って、アルマと出会って──他ほかにも多くの出会いがあった。そうして今のシェリルがあるのだ。……人を作るのは、人との出会いだ。シャアラ。お前はシェリルが羨ましいと言ったが──お前にも、出来るんだ。あんな笑え顔がおが、きっと」

　だってお前は、あの子の姉なのだろう？

　そう、微笑みかけて、私は手を差し伸のべた。

　するとまたシャアラは顔をそむけてしまう。だが、拒きよ絶ぜつされている訳ではない筈はずだ。

「世界を見に行こう。此こ処こではないどこかの風景を。……シェリルの信じた私を、信じてみないか……と、これでは明日のための甘かん言げんに聞こえてしまうかな」

　どうにも口下手で、それを上う手まく伝えることができない。

「……馬ば鹿かね。言わなければ、誘さそいに乗ったかもしれないのに」

　それでも──心は伝わったようだ。

　呆あきれた様に笑うシャアラは、瞳に涙なみだを浮かべていた。

　どの道、彼女の立場ではその手を取ることは出来なかったのかもしれない。まだ彼女には、守らねばならぬ使命があるのだから。しかし彼女を囲む鳥籠がなくなれば──その時には、手を取ることが出来るはずだ。

「……一応、行者には生命まではとらないようにと命じておくわ。でも戦せん闘とうになれば、それが守れるかは分からないから──覚かく悟ごを持って、戦いに臨のぞむことね」

「ふっ、忠告に感謝する」

　結局シャアラは手を取ることなく、背を向けた。

「ありがとう。……この話、他の二人に伝えるかは貴方に任せるわ。あの子の信じた貴方を。貴方の信じる誰だれかを、少しだけ信じてあげる」

　そう言い残して、シャアラは去っていった。

　その背を見つめ、拳を握にぎる。

　私は馬鹿だが──一つだけ分かった。大だい禍か石せきを破壊する事が、誰かの、皆みなの笑顔に繫がる事が。

　……あるいは、二度目の生はこのためにあったのかもしれないな。

　ひょっとしたら、誰かの願いが私を呼び寄せた──なんていうのは、考え過ぎか。

　正しいことの中にいる。その確信が、心を揺ゆるぎないものにしていく。

　明鏡止水は心を育はぐくむほどに力となる技術。だとすれば、今の私はきっと──

　笑みを浮かべ、ヤナギ様の言葉を思い出す。大変な時代に生まれたものだと。確かにそうだ。

　それは、随ずい分ぶんと、良い時代に生まれたものだと思う。

　最強という二文字を目指した者がどれだけいるかは分からない。だが、その多くはその二文字の意味を、それを手にした所で何が得られるかを考えたことがあるはずだ。

　私は今──その答えを得た気がする。そしてそれは、誰よりも尊敬する男が手にしていた答えと、同じものだという気がするのだ。

「負けられんな」

　握りこぶしを解き、鼻を鳴らす。明日への何よりの備えが出来たと、私は部屋へ戻ることにした。

　ソーニャやアルマにも、この話は伝えよう。尊い心を持った彼女達ならば、きっとそれは力になる。

　つい、笑みが浮かんでくるのを抑おさえられなかった。悩なやみは消えた。迷いは捨てた。後は突つき進むのみだ。

　決戦まで、あと一日──準備は、整った。








第九話　世界を決める戦い









　決戦の日、当日。シャアラの話では、決けつ闘とうは修練場で行うらしい。

　朝も早く、まだ約束の時間には余よ裕ゆうが有るころから、私達は修練場に集まっていた。

　ここ二日ほど私達は此処で過ごした。修練場は広いが、造りは簡単で、二日も通えばもう見慣れたという気分にもなっていた。

　だが今、この場に張り詰つめる空気は、私達にとって未知のものとなっていた。

　私達がこの修練場に予定よりも早く来たのは、少しでも早く着いて、最後まで訓練をするためではない。今日、世界の行く末が決まるこの場所で、精神を集中するためだった。

　……しかし、それは向こうも同じようで──私達の視線の先には、向かうようにして四人の行者が座ざ禅ぜんを組んでいたのだ。

　絶対に負けられない戦いを背負った者同士で向かい合う。それが、この冷たく刺さすような空気の正体だった。

「いよいよですね」

「ああ」

　負けるかもしれない、と戦う前から思った戦いは幾いくつもある。相手の力量を見て、自分では未熟だと思うこともあった。師し匠しようと組手をするときなど、負けを前提にしていたこともある。

　だが、負けてもいい。そんな気持ちで戦いに挑いどんだことは、なかったと思う。

　今回の戦いは──少し違ちがう。勝ちたい、負けたくない。かつての私の心にあるのは自分ばかりだった。それがようやく今生では守りたいものがあると気づいた。

　これは、その集大成だ。シェリル達のために。世界のために。そしてシャアラのために。私は今、自分ではない何かのために、勝利を誓ちかっている。

　それは、どこまでも心を熱くした。

　心を抑えるかのように、拳こぶしにバンテージを巻いていく。『境地』にまでたどり着いた今、バンテージの効果は、微び々びたるものだろう。しかしこのいつも通りという気分は、どこかくすぐったくて、少年の頃を思い出すのだ。

　一度は考えたことがあるだろう。世界を救う英えい雄ゆうになった自分。全員がそうかというと怪あやしいが、男なら一度は考えたことがある筈だ。

　それは大たい概がい、小さな頃に夢想して、いつだか忘れている憧あこがれ。

　自分は今、それになろうとしているのかもしれないと思うと、こうして童心を思い出すのも大切なのかもしれないと思った。

「準備は──できているようね」

「ああ」

　そして大概。少年の英雄譚たんが迎むかえる結末がある。

　お姫ひめ様さまを、救うというのが、それだ。

　恒こう例れいになったシャアラからの挨あい拶さつ。今日の挨拶には、高圧的な態度も、皮肉も牽けん制せいも含ふくまれてはいなかった。

　ただ、それだけだ。挨拶だけして、シェリルに構うこともなく、シャアラは行者達の元へと向かった。それでも昨日までとは明らかに違う、何かが変わったという事が窺うかがえた。

「……シャアラ」

　それはシェリルにも伝わったようだ。眼光を鋭く研とぎ澄すまし、きゅっと拳を握る。

　ともすれば冷たい風にも見える態度は、シェリルに火を入れた。

　背筋を伸ばし、凜りんとした態度で行者の元へと辿たどり着いたシャアラは、彼らと二三言葉を交かわすと私達の方へと振ふり返った。

　──時間か。

「これより、私達と貴方あなた達の決闘を始めるわ」

　昨日見せていた柔にゆう和わな笑みを仮面の下に隠かくし、冷たい目をしたシャアラが、此方こちらにも聞こえる声ではっきりとそう宣言した。

　これから少しの間は、負けられぬ理由を背負った敵同士だ。きつく拳を握ったシェリルが、視線を強めるのが分かった。

「勝敗は戦闘不能か降参によって決する。ルールはそれのみよ。一試合ずつ代表者を選出し、負けた者は今後の試合に参加できなくなる。全員が参加できなくなったら負けとして、勝者の主張を受け入れる。……何か質問はあるかしら」

　淡たん々たんとルールを説明するシャアラに声をかける者は、誰もいなかった。

　……こういうのが、単純でいい。反則も、悪徳もない決闘。そう聞くと殺さつ伐ばつとした殺し合いにも聞こえるが──これは、そんなものではない。

　未来に進むための、儀ぎ式しきだ。

　質問も、異論もないことを確かく認にんすると、シャアラは試合場がよく見える位置にある椅い子すに腰こし掛かける。試合場は線で示されているものの、この決闘に場外はない。だいぶ離はなれた場所にあるとはいえ、巻き込まれやしないかと思ったが──傍そばにはアーロンが立っている。万一はないだろう。

「クライヴ。出なさい」

「仰おおせのままに」

　姫君としてのシャアラが、アーロンを含めた四人の行者の内一人に命を下す。

　長身の男が試合場へと歩みを進める──いよいよ、始まる様だ。

「最初は私が行こうかな。『眉まゆ唾つばの技術』を、ちょっと見せてくるよ」

　此方からは、まずはソーニャが行くようだった。

　眉唾の技術を見せる……というのは『明鏡止水』を指しての事だろう。

　伸びなどしながら、試合場に向かうそのさまは、最も大切な余裕にあふれている事がわかった。

「よろしくお願いします」

　クライヴと呼ばれた男に向かい合ったソーニャは、武術の礼をする。

　返礼はなかった。……それも当然か。武術とは心を育む技術の一つ。世界の平和を維い持じする事のみを目的としている彼らに、心を育むための強さというのは想像しづらいのかもしれない。

　ソーニャは口を尖とがらせつつも、スムーズに構えを作る。試合前の礼がなければ私もむっとはするが、事情が事情だと把は握あくしているのだろう。

「……始めなさい！」

　互たがいの戦せん闘とう態勢が整ったのを見届けたシャアラが、始まりの合図を下す。

　同時に、クライヴがその紅あかい魔ま力りよくを放出した。

　……世界の行く末を決定するための戦いだ。対面の四人は、行者の中で最も優すぐれた戦士達なのだろう。

　その魔力は凄すさまじい量であった。クライヴを中心として吹ふき荒あれ、離れた場所にいる私達までその力が届くほどだ。

『明鏡止水』を得る前の私が全力を出したとて、あそこまでは行くだろうか。出力で言えば、サーフレストで戦ったゼツロにも及およぶだろう。

　吹き荒れる暴風に、わずかにソーニャが目を細める。その隙すきを、クライヴは見み逃のがさなかった。

　舵かじを失うような暴風の中にあってなお冷静。流石さすがは、世界の岐き路ろに立つ四人の中の一人というだけはある。

　……だが。

「ッ！」

　今のソーニャの前には、それもそよ風にすぎない。

　風ならば、彼女の掌てのひらの上だ。

　魔力を最大限に活いかす渾こん身しんの体当たり。巨きよ大だいな鉄球が高速で飛んで来るような一いち撃げきに、ソーニャは手をおいて優やさしくいなす。まるで、飛びかかってくる子供をいなすように。

　しかし敵もさる者。行者の持つ真の強みは、その暴力衝しよう動どうを抑おさえこむ揺ゆるがぬ心だ。すぐさま踵きびすを返すと、クライヴは跳とびかかりながら拳を振りかぶる。

　一方で──待っていたと言わんばかりに、ソーニャは微笑ほほえんだ。

「……『撃げき風ふう掌しよう』」

　刹せつ那なの中で、そう呟つぶやくのが視えた。

　逆さにした掌てのひらを、ねじり込むようにして突き出す。間合いも何もない、届きうるはずのない掌打だ。

　血けつ晶しようには、『禍か石せき』には属性魔術が通じない。それは、その魔術を構成するのに明確な『意思』が必要だからだ。

　禍石を構成する要素と言ってもいい、相手を傷つけるという意思が。奴やつらにとっては空気のような存在であるそれは、決してその石へと届くことはない。

　しかし──善の気で放たれる、昇しよう華かされた力ならば、それは一気に反転する。

「……!?　がッ」
















　ソーニャの掌から放たれた、風の衝撃がクライヴの腹部を貫つらぬく。

　……風の魔力を込こめた掌打。あれは一度食くらったが、かなり効くのだ。

　直撃した地点は勿もち論ろん、逃にげ場のない風は腹を『伸のばす』様に広がっていく──しかも、この感じは。

　風の弾たまを受けたクライヴが、弾を受けた場所を基点とし、回転しながら突つき飛ばされる。

　突き出されたソーニャの掌は、指先を天に向けていた。ねじり込むようにして放たれた風は、その破は壊かい力を中心へと集め、えぐり込むようにして衝撃を内部へと突き入れていくのだ。

　……想像するだけでも恐おそろしい。これは、食らいたくないな。

　驚おどろくべきは──クライヴが、この一撃を受けてまだ立ち上がった事だ。この一戦にかけるその執しゆう念ねんは、推おし量れないものがある。

　だが負けられないのは此方も同じだ。風の力を借りて一気に駆かけ寄ったソーニャの掌に、風が集まっていく。

　今度は、直撃だ。ただし威い力りよくは抑えているのか、腹部に二度目の掌打を食らったクライヴは、その場で腹を押さえて倒たおれこんだ。

　沈ちん黙もくが、流れる。

　だがソーニャがシャアラに視線を送ると、シャアラは慌あわてて宣言する。

「……っ、勝負、あり……！」

　決着がついたのは、静せい寂じやくの中だった。

　とはいえ、こんなものを魅みせられては、さすがの行者達も黙だまってはいられない。

　ざわめきの中、戻もどってきたソーニャが手を上げる。私はそこに、勢い良く掌を打ち付けた。

「まずは一勝、だな。良い技わざだった」

「へへ、もうちょっと秘密にしておこうかと思ったんだけどね。今使うのが、一番カッコウイイでしょう？」

　シェリルに抱だきつかれながら、ソーニャが二本の指を立てる。

　こういうのが好きだな、と思いながらも、これ以上なく鮮せん烈れつな力の示し方に感心する。

「どういうこと……っ!?　何な故ぜ、クライヴに風の魔術が効くの……!?」

　ソーニャの思おも惑わく通り、シャアラは衝撃を隠せずにいるようだ。

　それはそうだろう。禍石の事を知り尽つくしている彼女達だからこそ、属性魔術で行者が倒されたというこの現実は驚くはずだ。

「これでちょっとは信じた？　シャアラ達が知らない力だって、まだあるんだよ。それこそ禍石に届きうる、すごいのがね」

　ソーニャが示したのは、希望だ。もしかすると本当に、大禍石を壊こわせるのかも知れない。信じてはいけない希望を信じられる様な、光。

「っ！　次よ……ダレル」

「はっ」

　失いかけた言葉を取り戻し、シャアラは再び『姫君』である自分を纏まとった。

　呼びかけられた戦士が移動を始めると、アルマが一歩前へと出る。

「ソーニャの様に派手には行きませんが、次は私が出ましょう」

　ぐるりと肩かたを一回しし、アルマは線で区切られた試合場へと向かっていく。

　ダレルと呼ばれた行者の前に立つと、アルマは深く一礼をした。……返礼はやはりない。だが、そんなことはわかっていた事だ。気にした様子もなく構えるその瞳ひとみは、剣けんのような冷気に満ちていた。

「……！　始めなさい！」

　その瞳にのまれながら、シャアラが二戦目の始まりを宣言した。

　戦闘が始まるや、ダレルは魔力を放出する。しかし、先さき程ほどのクライヴの様にいきなり跳びかかってくるということはないようだ。

　得体のしれない力を警けい戒かいしているのだろう。あるいは『アルマ＝シジマ』を知っているのかもしれない。

　間合いを計りながら、ダレルとアルマは互いに距きよ離りを詰つめていく。……やはり冷静だ。あれだけの魔力を放出しながら高度な間合いの探さぐりあいが出来るというのは、驚きよう嘆たんに値あたいする。

　だが、それは出来るだけでは意味が無い。

　強大な力で精度の高い戦闘が出来るだけでは、武術には勝てない。

「……！」

　戦闘に不確定要素を与あたえるべく、アルマが動くと、アルマの身体からだが沈しずんだ。

　体勢を低くし、一気に距離を詰めたのだ。明鏡止水を扱あつかえぬ者では、扱える者が拳こぶしにどれだけの力を込こめたかは分からない。アルマが握にぎりこんだ拳を突き出すと、ダレルは反射的に防ぼう御ぎよ行動を取る。

　……取ってしまうというべきか。

　アルマが突き出した拳には──凄まじい魔力を纏ったダレルでも脅きよう威いになりうる魔力が込められていたが──それほどの力が込められてはいなかった。

　フェイントだ。左の拳が翻ひるがえり、代わりに無防備な腹部へと右の拳が走る。

　これも全体的にシャープな動作を重視しているため、さほどの威力はない。それでも、もろにそれを受けたダレルは息を吐はき、身をかがめた。

　同時に、顔を護まもる腕うでが下り──アルマが狙ねらっていた場所が浮うき上がる。

　番つがえ直した矢を放つように、アルマはダレルの顎あごをめがけ、掌打を突き上げた。

　ダレルの身体が浮き上がる。……放ほうり投げられた人形の様に地面へと落ちたダレルが戦闘を続行できないのは、誰だれの目にも明らかだった。

「……！」

　急いで試合場から運ばれていくダレルを見て、シャアラは言葉を失う。

　アルマの一連の動作には確かに派手さこそなかったが──それ故ゆえ、無む駄だな動作もなかった。

　最低限、最小限を狙った決着は、シャアラに『何故この程度で倒れる』という念を起こさせただろう。

「……次よ。ブラッド」

　引き返すアルマを見送って、シャアラは次の戦士の名を呼んだ。

　その者は返事もせずに、地面を蹴けり、試合場へと降り立つ。

　軽い身のこなしだ。よほど自信があるのだろう。

「わたし、行ってくるね」

　相対するは、シェリル。シェリルが立ち上がると、シャアラが肩を震ふるわせる。

　彼女達は姉と妹として出会って、まだ一日二日だ。それでもシャアラの眉まゆは、気弱に下がっていた。

　こういう所はやはり、よく似ている。根は優しく、思いやりのある所が。

「よろしくお願いします」

　小刻みに跳はねるように、ブラッドの前に立ったシェリルは小さく頭を下げた。

　妹が戦場に立つさまを見るシャアラは、言い様のない顔をしていた。シェリルが構えるも、シャアラは中々振ふり上げた手を下ろせずにいる。

　生き別れの妹が敵として立つ。その事実は様々な葛かつ藤とうを生むだろう。

　しかしシェリルとて立派な武術家だ。心配は要いらない。

　シェリルが踏ふみしめてきた道のりは確かなものだし──今彼女があそこに立っているのにはきっと、姉を救いたいという思いもあるのだから。

「……始め」

　ようやく、シャアラは振り上げた手を振り下ろした。

　今までの二戦を見ても、彼女はシェリルを知らないのだ。案ずる気持ちはもちろん分かる。

　……戦せん闘とう開始と共にブラッドが放出した魔ま力りよくは、ダレルやクライヴと比ひ較かくしても上を行くとすぐに分かるような、膨ぼう大だいなものだった。

　ただ流れるだけで膨大な圧力を生む、滝たきのような魔力を存分に使っての高速移動は、シェリルの死角に回りこむようにして行われる。

　速い。外の離はなれた場所から見ていても見失い兼かねない速度だ。並のものではその影かげを捉とらえることさえも至難だろう。

　……シェリルは、とうに並を超こえていた。

『明鏡止水』を習得した者は、心を育はぐくむことこそが一番大きな力になる。だが並々ならぬ技術である明鏡止水を習得する頃ころには、大たい抵ていの場合心も完成を迎むかえかけているだろう。

　私達には、特にあの子にはそれがない。大きく成長の余地を残した心は、ちょっとしたきっかけで大きく化けるのだ。

　そして、あの子は一つ殻からを破った。

　シェリルは目を閉じる。ともすれば、絶望的な隙すきにも見えるそれには隙はない。今のシェリルならば眼に頼たよらずとも、流動する魔力でそれを見ることが出来るからだ。それがなくとも禍石の力を感知できる彼女には、視覚を利用する戦術は取りづらいのだが──今はそれさえも必要がない。

　視界を閉とざしたシェリルに、好機を見たのだろうか。ブラッドが跳とびかかるが、同時にシェリルは目を見開いた。

　その顔には笑えみがある。……楽しんでいるのだ、この戦いを、一段階上へと登った自分を。

　ブラッドがシェリルに向かって跳ねたのは、完全に死角となっている位置からだ。音もなく、姿さえも見せぬ『戦闘中の不意打ち』。

　見事なものだと感心するが──それでも、その膨大な魔力がその存在を教えてしまっている。息をするように魔力を感知するこのレベルの戦いでは、単純な速さではめくらましの役には立たない。

　相手の姿を眼で確かく認にんすることもせず、シェリルは左の足を基点にして回転を始める。軸じく足あしより生み出された回転力が、身体の関節を通って右の足へと集められる──回し蹴りだ。

　シェリルがこの技を選せん択たくしたのは、その攻こう撃げき範はん囲いの広さを期待してのことではない。

　むしろ──回し蹴りが最高の威力に達するのは一いつ瞬しゆんだけ。その一瞬が訪おとずれるのは──ないだ足が、ちょうどブラッドが跳びかかった方向を通る時だ。

　支えの効かない空中で、シェリルの脚あしがブラッドの脇わき腹ばらを捉える。

　まるで鉄球の振り子。ブレの無い軌き道どうが描えがく、最高の威い力りよくの一点がそのままブラッドに伝えられ、ブラッドは跳びかかる速度よりも早く弾はじき飛ばされていった。

　見事なクリーンヒットだ。あれはもう、立てまい。

　ソーニャの時は直接の打撃を受けなかったこともあり、クライヴはその意思で立ち上がることが出来たが、それを支える意識が刈かり取られては立ち上がれようはずもない。

「……それ、まで……！」

　その驚きよう異い的な力に、シャアラは言葉を失いかける。

　普ふ段だんは柔にゆう和わな笑みを湛たたえている、純じゆん粋すい無む垢くな少女がこれほどの力を見せたのが、信じられないのだろう。

　シェリルが今見せた力は、私でさえ驚きよう愕がくするものだった。

　シャアラとの出会いは、シェリルに大きな力を与えたようだ。

　試合の終わりを確認し、一礼してから戻ってきたシェリルが、抱きついてくる。

「よくやったな」

「うんっ！」

　もしかすると、あと十年もすれば負け越こす事になるかもしれない──そう思えてしまうほどに、シェリルの成長は速い。

　若者の成長は喜ばしい事だ。だが今は私も若者である以上、負けるわけにはいかんな。

「……まさか、ね。この世界に禍か石せきの行者を超える力を持つ者が、こんなにいるとは思わなかったわ」

　抱だきついて頰ほおずりしてくるシェリルを撫なでていると、対面のシャアラが凍こおりついた表情で、戦せん慄りつを語る。

　シェリルを下ろすと、私はシャアラに向き直った。

「長い間、私達は災さい厄やくの卵を目覚めさせぬように、この地を守ってきた。近づく脅威を力で抑おさえこむために、禍石さえも利用して。……この世で最も悪質で、強い力をその身に取り込んで」

　呟つぶやくように、しかし明確にこちらへ向けられた言葉は、万ばん感かんの想おもいが混じって混こん沌とんのマーブル模様を描いていた。

　永く続けてきた使命への疑問。禍石よりも強い力を、正常なままに扱う私達への嫉しつ妬と。……そして、役目から解放される事への期待。

　それら全すべてがないまぜになったシャアラの表情は、明確な色を失っていた。

「……正直、困こん惑わくしているわ。こうまでの差があるとは思わなかった。脅威を払はらうためにと得たはずの力が通用しないなんて、考えもしなかった。……きっと、アーロンも貴方あなた達には勝てないのでしょうね。だって──それだけ余よ裕ゆうを持ちながら、クライヴ達は皆みな、生きているんだもの」

　どこか自じ嘲ちよう的に力の差を口にするシャアラは、また少し自嘲的な笑みを浮かべた。

　圧あつ倒とう的な力で勝利しつつも命を奪うばわぬ程度に加減する余裕があると、結果に見いだしたのだろう。

　……そう、はじめから、わかっていたのだ。今の彼女達には力がある。きっと、誰ひとりとして行者に後おくれを取ることはないだろうと。

　それでも侮あなどらず、私達は万全を期した。この結果は、訪れるべくして訪れたものだ。

　一方で彼女達はこんな結果が訪れるとは思っていなかっただろう。彼ら行者は自らの身を怪かい物ぶつに落として、世界の危機を払って来たのだ。

　一歩間ま違ちがえば世界を破は滅めつに導きかねない力を使ってまで、守ってきた平和。──そこには、譲ゆずれないものがある。

　視線をきつく結び、シャアラはうつむきがちでいた顔を上げる。そこにあったのは少女の顔ではなく──世界を背負う、姫ひめ君ぎみの姿があった。

「だからといって、ここで諦あきらめるわけにはいかない。きっと貴方達は歴史を変える。それが良くとも、悪くとも。……いいえ、私はそれがいい方向に向かうと思っているわ。でもね──私達には全てを賭かけてこの場所を、世界の平和を守ってきたという矜きよう持じがある。結果が良ければ全て良し、とはいかないのよ」

「世界の行く末を、誰かに委ゆだねることは出来ない。……最後の一瞬まで戦うのが、私達の矜持だ」

　シャアラの言葉を引き継ついで、アーロンが前へと歩み出る。

　……結末を見ずとも、シャアラ達もわかっているようだ。この決けつ闘とうの結果を。

　アーロンは、矜持という言葉を使った。禍石を取り込んだ者にそれがあるかというのは考えていたが──その眼を見れば、疑うたぐる余地はない。

　彼らは禍石を使った戦士ではあっても、タリスベルグではないのだ。

「……受けて立とう」

　結果が見えていようと、己おのれの心にケリをつけるために戦う。それは彼らが心を失ったわけではなく、ただ抑えているだけだという事を示していた。

　目の前に立つのが男の覚かく悟ごならば、応こたえねばならぬのが世の常だ。

「よろしく頼たのむ」

「……ああ」

　私が礼をすると、アーロンは小さいながらも頷うなずきを返した。

　相変わらず顔は見えないが、何な故ぜか私はアーロンが笑ったような気がした。

「始めなさい……っ！　私達の、最後の戦いを！」

　シャアラが始まりの合図を下す。彼女らにとっての、終わりの始まりを。

　姫の命に答える騎き士しが抜ばつ剣けんするかのごとく、アーロンが魔力を解放する。……凄すさまじい魔力だ。ブラッドの魔力も前の二人とは別格だったが、これは更さらにその上を行っている。

　世界を守護するために己を捨てた戦士たち。彼はその中にあって『姫君』を傍そばで護まもり続ける筆頭の戦士だ。行者の中で最も重要と言ってもいい、いわば世界をつなぎとめる最後の楔くさび。その力は、かつて私が旅の中で見た『魔力』の中では、二番目に優すぐれたものだった。

　……彼かの者を打ち砕くだくためにも、此こ処こで止まってはいられない。

　静かに、私は『明鏡止水』の気を解き放った。

　境地の力は感じ取れずとも、戦いの経験と、戦士としての勘かんで戦闘の始まりを感じ取ったのだろう。顔を隠かくす布の間から唯ゆい一いつ覗のぞく瞳ひとみが、鋭するどく細められた。

　……大したものだ。アーロンは隙なく構え、此方こちらの様子を窺うかがっている。先ほどからも見ていたとはいえ、こうして目まのあたりにするとまた違った印象がある。

　凄まじい魔力を纏まといつつも、アーロンはそれを嵐あらしの様に吹ふき荒あらすことはしていなかった。それは先程の行者達よりも高度に、心を抑えているという事だ。高密度の魔力は、振るえば破は壊かい槌つちとなり、防ぼう御ぎよを固めれば堅けん牢ろうな砦とりでとなろう。

　……いや、これは比ひ喩ゆとしてはちと温ぬるいか。これほどの魔力、石造りの砦くらいならば軽々と打ち壊こわせるだろうし、守りに入れば破壊槌の一撃も難なく耐たえるはずだ。

　荒あらぶる怪物の力を飼いならし、己を保つ。そこに私欲はなく、あるのは使命と、シャアラへ誓ちかった忠誠のみ。

「おおおおおッ！」

　アーロンの咆ほう哮こうが、修練場に広がっていく。拳こぶしに気合を込こめ、振ふりかぶる。愚ぐ直ちよくといえばあまりにも愚直。ブレもなく、迷いもハナから存在しない拳は、これ以上なく一撃としては優れていた。速度と威力に優れた、最適の象しよう徴ちよう。

　数字比べならば、それは他の何にも負けないだろう。

　だが、それは武術の前ではあまりにも不確かだ。

　時に相手を引き。時に自らを足し。時には相手の力を足して返す。それが、シジマ流という──武術なのだから。

　渾こん身しん。みずからの全てを込めたアーロンの一撃。私は豪ごう風ふうを伴ともなって迫せまり来る拳に、手の甲こうを添そえた。糸を巻き取るような動きで力の向きを操あやつり、外側へと逸そらす。

　如い何かに巨きよ大だいな力を持っていようと、当たらなければ意味は無い。

　……確かに、彼らはその巨大な力を制せい御ぎよする術すべを知っている。だからこそ、彼らの戦いは、持てる限りの力で相手を叩たたき潰つぶすその一点に向けられているのだ。

　意思を持つ怪物は厄やつ介かいだ。だが、彼らには、技わざはない。

　心技体。全てが揃そろってこその『強さ』だ。どれだけ強きよう靭じんな身体を持っていても、心を封ふうじ込めて技を持たぬ彼らでは、それ以上の存在には勝てない。

　それが、ヒトと怪物の違いだ。

　振るった力をそらされたアーロンに、隙すきが生まれる。私はガラ空きの腹部に掌しよう底ていを見み舞まう。

　ソーニャの様に風の暴圧で──とはいかんが、掌打は腹部にダメージを与あたえるにはこれ以上なく適した技だ。

「ぬぅ、あああ……！」

　腹部を中心として、波打つ衝しよう撃げきが爆はぜる。

　自分で言うのもなんだが、この一撃はソーニャ達が見せた打撃とは『わけ』が違う一撃だ。百年以上を研けん鑽さんしてきた技は伊だ達てではない。比ひ肩けんするのは、シェリルの回し蹴げりくらいだろうか。……それは、血けつ晶しようの怪物さえも一撃で戦せん闘とう不能に追い込む様な威力を持っている。

「はあぁー……！　まだだ……！」

　だが、アーロンはそれを耐えた。膝ひざさえもつくことなく。『身体』の他の力を借りて。

　矜持。心の力を使って。

「なるほど、確かに貴様らの力は凄まじい……私がどうあろうと、お前達にはこの世界の流れを決定づける力があるのだろう……！　しかし、俺は行者を束ねる者として──姫君を護る戦士として、膝を折るわけにはいかんのだ……！」

　……その瞳は、あきらかな感情の色を映していた。

　怒いかりではない、憎にくしみではない他の何か。……あえて言うのなら、意地だ。

　拳を顔の前へと移動し、魔ま力りよくを込めていくアーロン。解放をせがむ魔力を左の手で抑えこむようにして制しながら、なおも力を込めていく。

　まるでそのさまは、想いを拳に込めていっているようでもあった。

　ならば男として、受け止めねばなるまい。

　アーロンに対して半身になり、拳を構える。剣けんを構えるようにして握にぎりこんだ拳にかけるは想い。忌いむべき宿命を打ち砕いてみせるという意思だ。

「受けてみよ、継がれし意思の重さを──ッ！」

　限界を超こえて込められた魔力によってアーロンの拳は裂さけ、血を噴ふき出す。それでも魔力は逃のがさずに込めたまま──極限まで密度を高めた魔力が、弾はじけるような音とともに電光を走らせる。

『試製桜花』に似ている、しかし治ち癒ゆの魔術を用いぬ、臨界の拳。山を握りつぶした様な『力』の質量を携たずさえて、アーロンは私へと駆かけた。

　ただ負けられない。そうした先に何があるかも考えぬ、男の意地だ。その代だい償しようは大きく、一度避よけられただけでもアーロンはもう戦えなくなるだろう。

　文字通りの、最後の一撃だ。それを避けることなど、私には出来なかった。

　私も甘い。そう思いつつも、その甘さのおかげで、此処に私が辿たどりつけた事を知っている。

　だから私は──避けなかった。紅あかい咆哮と共に突つき出される拳に、真正面から拳をぶつける。

　今度は、単純な力と力のぶつかり合いだ。想いは互ご角かく。

　ならばその勝敗を決するのは──より遠くへ到とう達たつするための意思。歩んできた道のりの『正しさ』だ！

　拳と拳がぶつかり合う刹せつ那な、視線が交差する。禍石を使用した者特有の、血のような紅くれないに染まりつつも、アーロンの瞳は輝かがやいていた……様に思える。

　込められた力と力がぶつかり合うと、魔力と気の抵てい抗こうで、閃せん光こうが広がった。雷かみなりが落ちたかのような音が響ひびき、それから拳が合わさった地点の床ゆかが衝撃に耐え切れず、円形にひびを走らせていく。

　衝撃は修練場を風となって駆け巡めぐった。

　やがて、吹き荒れる風が収まっていく。

　息を吸える事に空気が戻もどって来たと気が付くと、静せい寂じやくが訪おとずれた。

　……終わりだ。その一合の終わりを確かく認にんすると──時が流れ始める。

「ぐゥッ……」

　限界を迎むかえたアーロンの拳が、砕けた。

　同時に、アーロンの体中から魔力が散っていき、アーロンは膝をつく。

「……重みが、足りなかったか」

　静けさの中膝をついたアーロンは、砕けた拳を見て呟つぶやいた。

　重みが足りなかった？　……そんなことはないはずだ。国を、世界を背負って、自らをもシャアラに捧ささげた。そんな男が全すべてを込めた拳が、軽いはずはない。

　勝負を決めたのは、道の選び方、それだけだ。

「私の、負けだ」

　彼の考えが、なぜそこに至ったのかは分からない。だが、彼は鼻を鳴らしてから、そう宣言した。

　……暴力に支配される血晶の怪物が自分の負けを認めるか。想像もつかないほどの克こつ己き心しんだ。敷しかれた道さえ間違っていなければ、結果は逆だったかもしれないな。

　禍石に頼たよらずただ己の力を磨みがいていれば──そう思うと、残念でならない。

「そ、そこまで……！」

　アーロンの発した言葉の意味を受け取れずにいたシャアラも、ようやくアーロンが何を言ったかを理解して、勝負の終わりを宣言する。

　……これにて、決着だ。

「立てるか？」

　拳を合わせた武術家に、そうするように。私はアーロンに手を差し伸のべた。勿もち論ろん、砕けていない左の手を摑つかむための、左の手をだ。

　左手の握あく手しゆは良くないと聞いたこともあるが、この場合ではそうも言っていられないだろう。

　手を差し出された。そんな当たり前の事に驚おどろいたのか、アーロンは目を丸くした。

「お前の選んだ道を、楽しみにしている」

　しかし直すぐに、その手を取る。

　楽しみにしている、か。そんな感情が彼らにあるのかは分からないが──シャアラを思えるのならば、きっとあるのだと思おう。

「ああ」

　全ての戦いが終わり、全てに勝った。

　気がつけば、シェリル達が近くに集まってきていた。……その逆側からは、シャアラもだ。

「なんと言っていいのかわからないけど……取り敢あえずは、おめでとう。ひとまず勝者を讃たたえておくわ」

「ありがとう、というべきなのかな」

　今起きている事がまだ信じられないような、どこか気の抜ぬけた表情でシャアラは言う。

　ふと、シャアラはアーロンに剣けん吞のんな視線を向けた。

「……申し訳ございません。負けてしまいました」

　平へい坦たんな声で、アーロンはシャアラに謝罪をする。

　あまり感情のこもっていない様な声だが──事実、そうなのかもしれない。

　その視線が冗じよう談だんだったという代わりに、シャアラは微笑ほほえんだ。

「アーロン、ご苦労様。……よくやってくれたわ。そんな言葉を使う日が──負けてもいい戦いがあるとは思わなかったけれど」

　シャアラが怒おこっていない事に気がついていたのならば、アーロンの謝罪もまた、冗談だったのかもしれない。

　しかし、その言葉には、私達に向けて含ふくめられた言葉もあった。

『負けていい戦い』。それはつまり──

「スラヴァ、ソーニャ、アルマ。……そして、シェリル。貴方あなた達を信じます。永きにわたって多くの人を苦しめてきた災わざわいの晶いしを、どうか私達に代わって打ち砕くだいてください」

　彼女が、私達の言葉を信じてくれたということである。

　最初にその意味に気がついたのはシェリルだった。ぱっと明るくした顔の輝きを強めながら、涙なみだをにじませる。

　私も、その瞬しゆん間かん──力を抜くように息を吐はいた。まだまだやることはあるが、一つやらねばならぬことが終わったのだと、ようやく師に一つ恩を返す事が出来るのだという実感が湧わいてきたからだ。

「決けつ闘とうの勝者として、私達は貴方達の望みを受け入れます。……どうぞ、お聞かせください。貴方達の望みは、何ですか？」

　恐おそらくはこれが最後になろう姫ひめ君ぎみとしての言葉を、シャアラは嚙かみしめるように紡つむいでいく。

　私達は顔を見合わせて、頷うなずいた。

「大だい禍か石せきの元へと、案内してくれ」

　同じ意味合いの言葉を、それぞれの口で、同時に発する。

　私達の四つの視線を受け止めて、シャアラは頷いた。

「……わかりました。では明日──貴方達を、聖域の最深部へと案内いたしましょう。……一日だけ、時間を頂ちよう戴だい。色々と、気持ちに整理をつけるから。それまでは、窮きゆう屈くつな所で悪いけれど、部屋でゆっくりしていて」

　姫君として、そして『シャアラ』として。彼女は私達にそう伝えた。

「わかった。……また明日」

　それに返事を返したのは、シェリルであった。

「うん。また明日……」

　同じ色の微笑みに顔を染めて、二人は軽く別れの挨あい拶さつを交かわした。

　未練を残さずにシェリルは振ふり返る。私達も彼女の後に続いた。

「スラヴァ」

「……なんだ？」

　振り返りざま、シャアラは私を呼び止める。

　その顔には、今にも泣き出しそうな、熱を持ったほほ笑みが浮うかんでいた。

「ありがとう」

「……ああ。また明日」

「また、明日。……いい言葉ね」

　別れの挨拶を交わし、私は少し先を歩くシェリル達に合流すべく、忙せわしない足取りで修練場をあとにした。

　……また明日、か。軽々しい挨拶。それを気軽に使えるのは、彼女と敵でなくなったという実感が湧いてきて、気持ちが弾はずんだ。

　明日以降もその言葉を使えるといいのだが。いや、もしも彼女が私達と来ることを選べば、その言葉を使う必要さえもなくなるのかもしれないな。

「……終わったんだね」

　修練場を出ると、そこにはソーニャ達が待っていた。

　私を一団に加えて歩き出すと、実感なさ気にソーニャが言葉を漂ただよわせる。

「まだやることは残っているが……そうだな、一つ、終わったのか」
















　なんとなく実感が湧かないのは、私も同じだった。まだ実際には大禍石を見ていないというのが原因かもしれない。しかしそれも、明日になれば見ることが出来るだろう。

　その時は、達成感を得ることが出来るのではないか。

「コウタロウでさえ己おのれを保つことが出来なかったのに……あの人達は、強いですね」

　それでも、心のどこかには一つのことを成し遂とげたという興奮があった。

　自然と黙だまっていることが出来ず、アルマの口から出たのは彼らを称たたえる言葉だった。

　……本当にそればかりは今でも思う。

　まさか禍石に対たい抗こうするために、自分達もその脅きよう威いと同じ存在になるとは、驚きだ。

　あれだけいる『行者』が誰だれひとりとして誘ゆう惑わくに負ける事無く、禍石と戦うために、禍石を鎮しずめられるシャアラに忠誠を誓ちかった。

　自分の事を勘かん定じように含めず、ただ大いなる目的のために。……同じことが出来るかといえば、出来ないだろうと思う。

　結果的にはそれが正しい道だったと証明はしたが、私はきっと禍石には頼りたくないと、自らの力を磨く道を選せん択たくしただろう。

　尤もつとも、彼らほど余よ裕ゆうがなければ、同じ道を選んでいたのかもしれないが──それは、その時が来てみないと分からない。

「……シャアラ、一いつ緒しよにきてくれるかな？」

　分からない事は色々とあるが──一人の少女を離はなれていた妹と引き合わせ、役目から解放できたということだけは、確かだった。

「シェリルが頼たのめば、きっと来るさ」

「そうかな……」

　とは言っても、暫しばらくはゴタゴタがあるかもしれない。

　大禍石を砕くことが出来ても、今すぐシャアラが自由の身、とはいかないだろう。

　恐らくは国の根幹を揺ゆるがすような大事件になるはずだし、安全と分かるまではシャアラの仕事も残っているはずだ。

　だが、その内きっと、その日は来る。

　慈いつくしむ様な笑えみを浮かべるシェリルの頭に手を置き、撫なで回す。

　するとシェリルは視線を向けてきて、歯を見せて笑った。

　……その時。

「あっ」

　不意に、ぐぅとシェリルの腹が鳴る。

　そういえば──そろそろ昼時だ。

「今日って、お昼ごはんあるのかな……？」

　少しだけ恥はずかしそうに、腹をさするシェリルに、笑いがこみ上げてくる。

　……全く、変わらんな。

　それもそうだ。今日も変わらず腹は減る。ならば、あれこれと考えても仕方がない。

　気長に待つのであれば今日の献こん立だてでも考えていた方が、夢が広がるというものだ。

　皆みなで笑いながら、部屋へと戻もどる。窓のない部屋は狭せま苦くるしいが、今日くらいはそれでも解放感を感じるだろう。

　明日から忙いそがしくなるかもしれないのならば、今日くらいはゆっくりしておくべきだ。

　思いつくだけで、結局していなかった昼ひる寝ねをしてみるのもいいかもしれない──ぐうたらの計画を立てる私は、雲のような足取りで部屋へと向かうのであった。
















　だが。

　突とつ如じよとして、天が崩くずれる様な轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　それが修練場の方からだということに気づいた私達は、即そく座ざに身体からだを反転させて、跳はねた。








第十話　真なる災わざわいの影かげ









「……シャアラ様。本当によろしかったのですか」

　スラヴァ達が修練場を去ってから少ししたころ。修練場には、多くの『行者』達が集まっていた。行者の中でも特に優すぐれた四人が敗北したと聞かされ、シャアラに集められたからだ。

　決けつ闘とうに敗北した四人の戦士達も今は意識を取り戻し、シャアラの傍そばに控ひかえている。

　敗北とは死。そういう世界に生きてきた行者達にとってこの状じよう況きようも、戦士たちの無事も、全すべてが異質なものだった。

『四人のエルフに決闘で敗北した私達は彼らに従うことにした』。シャアラがこの場に集まった行者達に伝えたのは、簡潔も過ぎる敗北宣言であった。

　決闘で勝った者達が、決闘の勝利に何を望んでいたかは、皆知っている。それ故ゆえの質問が、これであった。

「ええ、これは私の決定よ」

　シャアラへの忠誠を願い、血けつ晶しようの怪かい物ぶつとなった彼らは、シャアラの命に反することは出来ない。そのため、シャアラの決定とは行者達にとっては揺るがしようのない事じ項こうだ。

「真まことなのですか。……しかし、まだ間に合います。総勢で不意を打てば、彼らとて無事にこの場を切り抜ぬける事は出来ないでしょう」

　だが彼らは、シャアラに逆らえずとも、その決定を変えるよう促うながすことは出来る。

　行者の内一人が、スラヴァ達を騙だまし討うつ事を提案する。

　……紛まぎれも無く卑ひ怯きようなことではあるが、彼らにその意識はない。彼らにとってはシャアラへ忠誠を誓うことこそが至上のことではあるが、大前提として世界を護まもる事がその存在理由になっているからだ。

　シャアラへ誓った忠誠は、自分が血晶の怪物と化してしまった時に、それを鎮めてもらうため。その忠誠も、根幹は世界を守る使命が成していると言ってもいい。

　大禍石を砕くだこうとすれば、大禍石は目覚めて最さい凶きようのタリスベルグを生み出す。そうなれば、彼らの戦力ではそれを抑おさえることは出来ない。

　年々成長する大禍石は、今やかつてなく巨きよ大だいなものとなっている。それが覚かく醒せいした時、シャアラが止められるという保証もなかったのだ。

「くどい。私は──私達は、彼らを信じることにしたの。……それに、彼らの中にはわずかながら『姫ひめ君ぎみ』の力を持つ者がいるのよ？　存在を感知される以上不意打ちなんて出来やしないでしょうし──そもそも彼女が、シェリルがそれをしようと思えば貴方あなた達を眠ねむらせることも可能だったはずよ。そうなれば何が起こっていたか、想像には難かたくないでしょう」

　それをしなかった意味を考えなさい。そうシャアラが言葉を結ぶと、もう誰も、何も言うことは出来なかった。

「……受け継つがれてきた流れが、変わる時が来たのだ。敗北した我らは、彼らにそれを託たくす他ほかない」

　シャアラの言葉にアーロンが続いたことで、流れは決定的なものとなった。

　行者達は、『エソドの行者』の長おさとしての彼をよく知っている。そう求められていた彼が、一番保守的な考えを持っていたことを、皆長い付き合いの中で学んでいたのだ。

　その彼が、未来をスラヴァ達に託すと言った。……それは、行者達にとって決定的な言葉だった。

「……終わるのでしょうか。我々の歴史は」

「終わらせると。彼は言っていたわ。……私の信じる彼らを、貴方達も信じてみてはくれないかしら」

　一団の中から伝わってきた呟つぶやきに、シャアラは真正面から眼まな差ざしを向けた。

　姫君としての言葉ではなく、シャアラとしての言葉だ。

　……禍か石せきを使い、自ら行者となった者達。禍石は宿主の心を吸い上げるようにして食くらい、悪意を増ぞう幅ふくさせる力がある。

　しかしエソドの行者は、それを心の強さで抑え込んでいた。

　強さの源は、世界を護るという使命のほか──一族を大禍石の楔くさびとしつづけた、シャアラ達姫君の一族への忠誠で成り立っている。

「どの道委ゆだねるしかないというのならば──信じてみましょう。他ならぬ、シャアラ様を」

　誰だれかのための強さを持っていたからこそ、行者達はその言葉を導くことが出来た。

　一団としての言葉に、シャアラは目を潤うるませる。

　世界の終わりを導くかもしれない決定に、『同意』してくれたことが、嬉うれしかったからだ。

「……ありがとう……っ」

　──姫君として終わりを迎むかえた『シャアラ』は、初めて彼らに、エソドの行者に心からの礼を述べた。

　大禍石の楔たる輝き石せきの姫君として、シャアラは支配者であることを求められていた。今、その重圧から、一人の少女が解き放たれたのだ。

　涙なみだぐむシャアラを一番近くで見ていた男は、知らずの内に口角を上げていた。

　微笑ほほえんでいたのだ。忠誠を誓ちかった『一人の少女』が、本来の姿に戻れた事が嬉しくて。

　──だが。それに気付くまもなく、男は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「シャアラ様ッ！」

「え……？　きゃっ……！」

　その直後修練場に響いた凄すさまじい轟音から少女を護るべく抱だきかかえ、アーロンは飛んだ。

　轟音がしたのは、修練場を囲う壁かべの一面から──崩れ去り、壁であることを保てなくなった大きな穴から、二人の男が姿を現した。

　髪かみを逆立て、拳けん法ぽう着ぎに身を包んだ男と──顔に大きな傷を持つ瘦そう身しん瘦そう軀くの男が。

「奴やつらを足止めしろッ！」

　即座にそれだけを命令し、アーロンはシャアラを抱きかかえたまま走る。

　行者達は一いつ切さいの疑問を捨て、アーロンの言葉に従い人ひと垣がきを成した。

　仲間達の足止めを背に、姫君を抱きかかえた騎き士しは走る。

「下ろしなさい！　『姫君』としての命令よ！　私の力を使えば、禍石の怪物は……！」

「──ッ聞けませぬ！　アレは、違ちがう、違うモノだッ！」

　シャアラの髪の様に汚けがれのない廊ろう下かを走るアーロンは、そう命じるシャアラの言葉に逆らい、走り続けた。

　命令を聞かないアーロンに驚きよう愕がくするも、力のないシャアラはただ抱きかかえられている事しか出来ない。

　……彼女が、『姫君』として命じなければ、アーロンは言うことを聞かざるを得なかっただろう。

　だがこの場合は、それが功を奏した。

「いきなり逃にげるとは酷ひどいじゃあないか。『姫君』にお目通りできるほど立派な人間ではないのは、自覚しているがね」

　シャアラを抱かかえて逃げるアーロンの前に、顔に傷を持つ男が現れる。

　感じていた予感があたっていたことに歯は嚙がみしつつアーロンはシャアラを、両の脚あしから地面に下ろした。

「お逃げください。なんとか──時間を稼かせいでみせます」

「……っ！　なんで……!?　何な故ぜ、立っていられるの……!?」

　傷の男が現れてから、シャアラはずっと『姫君』の力を行使していた。

　だが不敵に笑う傷の男は、傷を歪ゆがませるその笑えみをやめることなく、しっかりと地面に立っていた。

「アレは違うと、そう言ったでしょう……早く……！」

　そう──コレは、違う。禍石を知る姫君だからこそ気づけず、戦士としてのアーロンだからこそ気がつくことが出来た違い和わ感。

　姫君の力が効かない事に困こん惑わくしながらも、シャアラは走った。……奇くしくも、アーロンの脳のう裏りに浮うかんだ者と、同じ人物を思い浮かべながら。

　来た道を戻もどるように走っていったシャアラを見送ることもせず、アーロンは傷の男と向かい立つ。

「参考までに一つばかり聞いておきたいのだが、何故私にあの娘この力が効かないと気がついた？」

　傷の男は、目当てのシャアラに逃げられたにもかかわらず、上じよう機き嫌げんでそう尋たずねる。

　アーロンは答えず──ただ、構えた。

　砕けた拳こぶしを、垂らしたままに。




　　　　◆




「くそッ……何があった!?」

　焦しよう燥そうから来る苛いら立だちに後押しされるかのように、廊下を駆かけていた。

　姫君とエソドの行者、彼女達が持つ力の強大さを示すように大きな神しん殿でん。その長い廊下が、今はただ煩わずらわしかった。

「わかんない……！　でも、でも……！」

　見ていて痛々しいほどの焦燥を浮かべたシェリルが、涙の混じった声で叫さけぶ。

　何があったと焦あせりを吐はき出す私に返すようなシェリルの言葉は「どんどん、皆みんながいなくなっていく」と、そう続く。詳しよう細さいが分からずとも最悪の事が起きているという気持ちの悪さが、私達を支配していた。

　廊下は長くとも、距きよ離りにしてみれば、私達の足の速さならば目的地までさほどの距離ではない。だが、それでもその一いつ瞬しゆんごとが永遠の様であった。

　……時間にすれば、一分もない筈はずだ。修練場へ続く大きな扉とびらを乱暴に蹴け飛とばし、爆ばく音おんの元へと辿たどり着いた私達の目に飛び込んできた光景は──悪夢というにほかならないものであった。

　最初に目に入ったのは、血しぶきの様に紅あかい光だった。蛍ほたるの様な、しかし紅く染まった光が、まるで別れを告げるかのように浮かんでは消えていく光景。

　一瞬だけ、その光景が何を意味するのか分からなかった。だが直すぐに、地面に広がる行者達の死体を見ると、その光の正体に気がついてしまう。

『タリスベルグの死体の山』。その中から昇のぼる紅い光が、消えゆく行者達の命なのだと。

　その姿に気がつくのはほんの少しだけ、私も動転していた証しよう拠こか。

　行者達を見送るまもなく、私の視線はこの惨さん劇げきを生み出した張本人へと向いていた。

「……お早いお着きだな、スラヴァ殿どの」

　鍛きたえぬいた肉体を拳法着に包み、白い髪を逆立てた、武術家の亡ぼう霊れい。

「ゼツロォ……ッ！」

　ゼツロ=ヴァルツァー。ガルトと共に行動する、この世界の闇やみに……！

　鋭するどい牙きばをむき出しにして嗤わらうゼツロを見て、即そく座ざに臨戦態勢を整える。……怒いかりに支配されかけるも、その底では私は冷静であった。

『明鏡止水』に慣れる事で、心のありようが変わったのかもしれない。まるで思考が二つに分かれるような感覚を覚える私は、怒りよりもこの現実を処理し始めていた。

　シャアラがいない。今一番重要な情報はそれだ。

「何故この様な事をした……？　貴様一人ではあるまい……！」

　激情を装よそおいながら、私は奴と共に行動する最悪の悪意について尋ねた。

　焦る様子を見せる私に向けて鼻を鳴らし、ゼツロは吊つり上げていた行者を──ブラッドを地面に放ほうり捨てる。

「フン、探さぐりを入れるような真ま似ねをせずとも答えてやるとも。無論、俺一人ではないさ。目的を果たすと、そう言ってヤツは小こ娘むすめを追いかけていった」

　音を立てて落ちたブラッドが、紅い光となって消えゆくさまが視界に揺ゆれつつも、私はゼツロから目を離はなさずに臨戦態勢を整える。

　……この男、違う。前にあった時の、禍石の力に振ふり回されていた時とは。

　激情を装っている私の心の深い部分に気づきつつ、ゼツロはつまらなそうにガルトの動向を答えた。

　共に行動してはいるものの、協力関係は薄うすいようだ。どころか嫌けん悪お感さえ見せているのは、前のヤツとは少し違っていた。

「目的を果たす、だと……？」

　取り繕つくろう必要がなくなり、私は声を落ち着けて聞き返す。

「大いなる力を手に入れるための最終工程……だそうだ。詳くわしいことは知らん。だがまあ……そのためにはあの小娘が邪じや魔まになるとだけは言っていたな」

　噓うそや隠かくし事は、ないだろう。本当に知っているだけの事を語るゼツロは、興味なさげに鼻を鳴らした。

　本当に利害の一いつ致ちで行動を共にしているだけなのだろう。……しかし、その情報は、私たちにとっては見過ごせないものだった。

「……！　シャアラ……っ！」

　シェリルが表情を歪め、狼ろう狽ばいする。こんな彼女を見るのは、初めてだった。

　無理もない。ようやく出会えた姉が、危険なのだ。冷静でいられる方がおかしい。

「落ち着けシェリル！　気を乱すな！」

「でもっ！」

　だがこの状じよう況きようで冷静さを失う事は、加速度的に事態を悪くする。

　……だからといって、割り切れと言うのはあまりにも酷こくだった。

　シャアラを放ほうっておく訳にはいかないが──救きゆう援えんに行くには、この男が邪魔になる。

「それでお前は足止め……というわけか？」

「言われた事の意味だけみれば、そういう形になるな」

　この場で、ゼツロを倒たおしてシャアラを救いに行く。

　それ自体は、難しいことではないはずだ。ゼツロは間ま違ちがいなく腕うでを上げている。それは分かるが、それでも私達四人の総和には及およばないだろう。

　……及ばないが──そうしていては、間に合わない。不死を願ったであろうこの男を倒すには、時間がかかりすぎる……！

　絶望的な状況に頭が熱を上げる。

　どうすればシャアラを救える。答えのでない堂どう々どう巡めぐりに、苛立ちが募つのる。

「だが」

　混こん沌とんとした状況に一ひと滴しずく、水を打つように、ゼツロは呟つぶやいた。

「俺の目的は、スラヴァ＝ヨイ……貴様だけだ！　他の何がどうなろうと、知ったことではない……！」

　それは、火種が一気に大火となるが如ごとく。

　余よ裕ゆうのある笑みを浮かべていたゼツロは、突とつ如じよとして牙をむき出しに、明らかな怒りを発した。

　それが誰だれに向けての怒りかは、分からなかった。自分を打ち負かした私に向けてのものか、敗北を喫きつした自分へのものなのか──あるいは、自分の命を救った、ガルトに向けるものなのか。

　私への再戦を提示され、手を組んでいるのだろう。

　これならば。

　……付け入る隙すきはある。ゼツロの言葉に浮かんだ考えを吟ぎん味みするも、私は瞬時に思考を濁にごらせた。シャアラを助ける方法はある。だが危険な上、確率は高くない。浮かんだ考えを即座に否定する言葉が浮かんでしまったからだ。

「だったらさ、私達だけ見み逃のがしてよ」

　しかし、私の思考が漏もれでたかのように──その考えを口にする者がいた。

　あっけらかんとそれを口走ったのは、ソーニャだ。

　コレには、怒りの表情を浮かべていたゼツロでさえ、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったハトのようになる。

「私達に興味が無いんだったらさ、見逃してよ。スラヴァ君がいれば、誰が何人逃げたって一いつ緒しよでしょう？　……どこに逃げてもさ」

　言葉とは裏腹に、ソーニャがゼツロに向けるのは挑ちよう発はつ的な笑みだった。

　言葉の意味を理解したゼツロが、口を開いた。

「ははははははははははは！　……面おも白しろい！」

　牙を覗のぞかせる豪ごう快かいな笑みで、ゼツロは笑うソーニャを見返す。

「いいだろう……何ど処こへなりとも逃げるがいい。お前達が何処へ行こうと、知ったことではないからな」

　ただ、そこの男だけ残ればいい。そう告げて、ゼツロは腕を組んだ。

「ああ一つ忠告しておくが、此方こちらの道はやめておいたほうがいいぞ。何な故ぜとは言わんがな」

　何処へ行こうと知ったことではない。それはたとえ、足止めを命じた男の元へでも。奴やつは、そう言っているのだ。

　片目を瞑つぶり、ゼツロは一本の道を指し示した。

　ソーニャ達が私を見やり、頷うなずく。

「……危険だぞ」

　ゼツロに彼女達への興味がないのならば、こういう策を取ることは出来た。

　私がそれを口にできなかったのは、言ったとおりにそれは良い策とは言えなかったからだ。

　ここまで来て、彼女達への信しん頼らいが足りなかったらしい。女め々めしい奴めと自分を小こ突づきたくなるが、今はそんなことをしている場合でもない。

「承知の上だよ。……足止めくらいは、してみせるからさ」

「ならば……頼たのむ。あの子を救ってくれ……！」

「任せてください！」

　ソーニャに、アルマに。

「シェリル、頼めるな。冷静でいろ。今のお前ならば、シャアラを護まもることが出来るはずだ。大切なのは、己おのれを信じることだ。いいな」

「……うん」

　そしてシェリルに、あの子を託たくす。

　私の願いを聞いたソーニャ達は一目散に逃げていった。より困難な道へと。

「いーい友を持ったものだなあスラヴァ殿」

「そうだろう」

　ならば私は、彼女達を信じて、一刻も早くこの男を倒すだけだ。

　短期決戦を狙ねらい、私は『波は濤とう』を構えた。

　この時を待っていたと言わんばかりに、ゼツロの顔が歪ゆがむ。だがそれは紅い三日月を思わせるあの狂きよう笑しようではなく──好敵手を前にした、武術家の笑えみだった。

　……くそ、楽には終わらなさそうだ。

　腕を上げたのだろうとは思ったが、まさかこの男がこんな顔をするとは。

「この時を待ったぞスラヴァ殿……！　いざ尋じん常じように──！」

「勝負──！」

　苦戦の予感を感じつつも、目の前の男が私欲で怪かい物ぶつに身を落とした外げ道どうと知りつつも、私は笑みを浮うかべていた。

　古い知り合いに出会えた様な気分になったからだ。

　ありえぬ邂かい逅こうを、過ぎ去った一いつ瞬しゆんにすべく、私は拳こぶしを握にぎりしめた。








第十一話　怪物の武術









　拳を縦に並べるようにして構えたゼツロを前に、私は速そつ攻こうの考えを捨てた。

　かつてサーフレストでゼツロと出会った時には、奴は完全に禍か石せきに飲み込まれていた。

　しかし、今目の前で、揺れぬ構えを保つ男は前とは何もかもが違ちがっている。

　永き時を『完成』したまま過ごす絵画のようだ。構えるゼツロには隙がなく、心の乱れもない。

　ガルトや行者達が身につけた怪物の武術を、奴が習得しているのは明らかだった。

　……考えてもみれば、ゼツロならばそれを身につけていても何らおかしいことはない。かつてのゼツロには、紛まぎれも無く生しよう涯がいを武に捧ささげた大武術家の心が宿っていたし、そうして得た武才も当時の私には絶対的なものに映ったくらいだ。

『天元一ツ』で息の根を止めた時、ゼツロはヒトではなくなった。タリスベルグと化した奴は、衝しよう動どうに支配されるがままに暴力を振るい『武』を失った。

　しかし今──奴は、武術を取り戻もどして、再び私の目の前に立っている。失われたはずの『武術家』、ゼツロ＝ヴァルツァーとして。

　だからだろうか。私が奴の『勝負』を──単なる敵同士の殺し合いではなく、武術家同士で行う尋常なる勝負を、受けてしまったのは。

　……とはいっても、このレベルの相手を前にしては、突とつ破ぱを狙った殺し合いでは此方が後おくれを取ってしまいそうだが。

「くっくっく……」

「何がおかしい」

　ゼツロがどれほど腕を上げたのかを考えながら、隙を窺うかがっていると、ゼツロは徐おもむろに喉のどを鳴らして笑った。

　それでも油断していないゼツロに心中で舌を打ちながら、何がおかしいのか尋たずねる。

「いやなに、昔を思い出してな。憧あこがれの武術家と対たい峙じした時の話だ。……そいつが、今の貴様と同じ様に笑っていたなと思ったのよ」

　ゼツロはくつくつと喉を鳴らしながら、口の端はしを歪める。

　言われて初めて、気がついた。自分が、笑っていることに。

　どうやら、同じことを思い出していたようだ。私がかつての奴を思い出していたように、奴は私にかつての私を重ね見ていた。

「三度目のリベンジマッチとは、我ながらしつこい奴だと思ってねぇ」

「……それも、これで終わりだ」

　思えば、この男とも長い付き合いになる。

　自じ嘲ちよう的に笑うゼツロとは対照的に、私は口を平らに均ならした。……そっけなく返す私だが、一度気がついてしまうと、再び口は笑みを作ってしまう。

　……やらねばならぬことがあるというのに、私は今、心を躍おどらせていた。

　サーフレストで奴と対峙したとき、私は奴に失望していたのだ。

　アルファレイアで出会ったゼツロと出会った時、私は失われていたはずの武術を見た。奇き妙みようではあるが、怪物となりかけた奴に、亡なくなった友人と出会ったかのような懐なつかしさを覚えていたのだ。

　しかし奴が禍石に飲み込まれた時にそれは失われ──サーフレストで出会った奴は、『武』を失った暴力の怪物と化していた。アルファレイアで出会った時にはもう非道の存在だったとはいえ、サーフレストでそれと出会った時には、一つの時代の終わりを感じざるを得なかったのだ。

　だが、今私の目の前にいる男は、確かに『武術』を取り戻していた。

　……不ふ謹きん慎しんではあるが、現存しない年代物のワインに出会ったかのような感覚を覚えていたのだ。

　あいにくと、今の私にはそれを味わう余よ裕ゆうはない。味わうつもりもない。

　それでもこの一度、好敵手の拳に出会えた事実は、胸を躍おどらせた。

　この戦いの行く末には、どちらかの終わりしかない。……勝とうが負けようが、ゼツロとの戦いはこれきりなのだ。

　だからこそ、私はこのたった一度しかない邂逅を、勝負として臨のぞむ。

　一つの時代を、自らの手で終わらせるために。

「ああ……そうだな、これで最後だ」

　それは、ゼツロも理解しているようだ。……禍石の力を支配下におくまで、奴がどれだけの鍛たん錬れんを積んだのかは分からない。

　ただひとつ分かるのは、それが想像を絶するものだということだけだ。

　このたった一度のために、怪物になることを望んだ男がヒトに近づこうとした。その事実が、妙な使命感を与あたえていた。

　それきり、ゼツロはうっすらと浮かぶ笑みを消した。たぶん、私の顔からも同じように笑みが消えているのだろうと思った。

　本当の戦いが始まる。

　予感が走った瞬間に、ゼツロは身体からだを揺ゆらす。

「（……来る！）」

　身構えた瞬間、私はゼツロの身体が消えるかのような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　ゼツロの選せん択たくは、注目していながらに意識を向けられぬ異質の歩法『磯いそ焼やけ』であった。

　あったはずのものがなくなる違い和わ感に、毛を逆さか撫なでられるような感覚に包まれつつ、私は右の腕うでを上げた。

　防ぼう御ぎよが完成したその刹せつ那な、右の腕を凄すさまじい衝しよう撃げきが襲った。顎あごを狙うゼツロの拳が、私の右腕によって阻はばまれたからだ。

　その衝撃の強さに、かつてよりも遥はるかに魔ま力りよくが増していることを察する。

「はっはァ！　腕を上げたなあスラヴァ殿どのッ！　魔力を感じぬ異質さに、期待して正解だった！」

　初撃を防いだ私に賞賛の言葉を吐はきながら、ゼツロは笑う。

　鎮しずめた心も、一度戦いが始まってしまえばまた浮き上がってきてしまうようだ。

　……叫さけびながらも、ゼツロは拳を突つき出してくる。

　様々な場所を狙った乱打だ。私はそれを避よけながら、急所に至りかねない一撃を丁てい寧ねいに払はらっていく。

　地力が違えば──やられていたな。狙いを散らされた乱打は、極きわめて冷静な連絡をとっていた。どうすれば避けづらいか、防ぎづらいか、考え練られた連係だ。

　くそ、参ったな。気がつけば、私も笑みを浮かべていた。こうまで拳をかわせば、自然とその拳に込こめられた思いに気づいてしまう。

　この一つ一つの打撃が、私を殺すためではなく──私に勝つために放たれていることに。

　失われた武術がさらなる完成度をもって、私に勝つためだけに振ふるわれる。その事実に、たまらなく興奮した。

「シッ！」

　力の入った拳を払うと同時、脚あしを振り上げる。天へと上がる脚は、ゼツロの顎を捉とらえている──

「っと、危ない危ない」

　しかしゼツロは、後ろへと跳はねることで辛かろうじてその一撃を躱かわした。

　力みがあるとは思ったが、退路まで確保しての一撃だったというわけだ。

　攻こう撃げき的な意思を込めた乱打戦にも己を失うことなく、敵の思考を読み、一手ごとの遣やり取りをする──あまりにも、それはあまりにも満ち足りたやり取りであった。

「ははは……楽しくて仕方がないぞスラヴァ殿！　まだ隠かくしているのはわかっている……燃料を残したまま燃え尽つきるんじゃあないぞ……ッ！」

　それだけにどうしようもなくその紅あかい瞳ひとみが、伸のびた牙きばが勿もつ体たい無く感じる。

　こんな好敵手が欲ほしかった。

　……だがそれは叶かなわぬ夢だ。切せつ磋さ琢たく磨まはあり得ない。

　まして、一刻でも早くシャアラの元に駆かけつけなければならないこの状じよう況きようでは。

　距きよ離りを取って向かい合っている図に、刃やいばの様な視線を切り込ませる。……消しよう耗もうは増すが、仕方がない。

「ほう……！　雰ふん囲い気きが変わったな……分かるぞ、貴様の力が増していくのが……！」

『明鏡止水』の力を更さらに高めていく。だがこれは準備段階だ。無む尽じん蔵ぞうの魔力を持つタリスベルグ相手に、『桜花壱いち式しき・墨すみ染ぞめ』は相あい性しようが悪い。

　対ガルトを想定した技わざをゼツロに使うことになるとは思わなかったが──出し惜おしみをしては、ゼツロに申し訳が立たない。

「行くぞ」

　纏まとう力を増したのが分かる、とゼツロは言った。明鏡止水の力が見えているかは分からないが『切り替かえた』瞬間それに気がついたのだ。なんとなくでも、それを感じ取る事が出来るとみて間ま違ちがいないだろう。

　……油断を誘さそうという手段は使えないわけだ。小細工を用いず、私はゼツロに向かって駆ける。馬ば鹿か正直にも見える突とつ進しんだが、今のゼツロはそれを無策とは思わぬだろう。

　ゼツロは今、私にある種の信しん頼らいを寄せている。『宿敵がこの程度ではない』という強い念だ。だからゼツロは、一見して私が魔力を纏っていないように見えても、真正面から突っ込んでも決して油断しない。

　おとなしく見くびってくれればいいものを。決着を急ぐ私はそう舌を打つが、その信頼は、嬉うれしかった。

　だから、応こたえる。なにかが来ると思っていても、防げぬような技で──！

「これが見切れるかッ！」

　ゼツロが迎むかえ撃うつ体勢を整えた瞬間、私は気合を込めて力強い一歩を踏ふみしめた。

　瞬間。身に纏う『明鏡止水』の力を極限に上げる『桜花壱式・墨染』を発動する。

　ただし、それはごく一いつ瞬しゆんのみだ。凄まじい消耗を引き起こす『墨染』を、ほんの僅わずかな間だけ発動することで気力の消費を抑おさえる。

　……発想は至し極ごく単純だ。だが当然──一度敗北を喫きつした相手へ使う事を想定している技が、この程度の筈はずがない。

「消え──ぐ、つ!?」

　一瞬だけ。激げき甚じんに引き上げられた力が生む踏み込みは、圧縮された空気の壁かべを突き破り、周囲に衝撃を撒まき散らすのだ。──そう、『不可説転』の様に……！

　移動の最中、動きを必要とせぬ攻撃が飛んでくる。予測がしづらいこともさることながら、崩くずれた体勢は移動から繫つながる攻撃を許すこととなる！

　防御の取れぬゼツロに向け、拳こぶしを握にぎりこんだ。ゼツロの眼球のみが動き、私を捉えるが──防御態勢を取るには、まだまだ時間がかかる。私が攻撃の準備を完成させた今からの僅かな間では、絶望的な──

「があああああっ！」

　無防備の頰ほおに向かって、私は拳を捻ひねり込んだ。如い何かに膨ぼう大だいな体力・魔力を併あわせ持つゼツロといえども、無防備という状態に入れられる一撃は、破は滅めつ的だ。

　如何に強きよう靭じんな格かく闘とう家かといえど、全くの防御行動を許されなければ、素人しろうとの一撃で倒たおれることもあるだろう。

　それほどまでに、防御とは耐たい久きゆうの前提となっているのだ。

　だが当たり前だが、実戦において『無防備』というのはあり得ない。今行った通り、それが生まれた時が勝負の終わりになりうるからだ。

　……『不可説転』は、戦いにおいてあり得ぬ一瞬を生み出す、シジマ流の奥おう義ぎだ。
















　その効果は膨大。ただし、それを放つには想像を絶する駆く動どうと、魔力を必要とする。

『不可説転』は甚大な消耗という『桜花壱式・墨染』と同じ弱点を持っているというわけだ。……ならば、どちらかを解決すれば、二つの技の弱点は同時に解決することになる。

　そうして生まれたのが──

「──『不ふ可か説せつ転てん・六りつ徳とく』。ご堪たん能のういただけたか」

『不可説転・六徳』は途と方ほうも無いほど大きな力を、刹那よりも短き一瞬に込める技だ。

　治ち癒ゆの魔術を同時に発動することが条件となる『試製桜花』では、この極僅かな一瞬のみの力を引き上げるという芸当は出来ない。これは、限界の存在しない『明鏡止水』の気を扱あつかうが故ゆえに、可能となった技なのだ。

「く、く、く……驚おどろいたな……見えない力に殴なぐられるというのは、初めての経験だ……」

　しかしそれでも、この怪かい物ぶつを一撃で仕留めるには至らないらしい。

　殺す覚かく悟ごで放った一撃だったのだがな。いや、一度は死んでいるのだろう。糸で吊つられた人形が無理やり立ち上がらせられるような動きで、ゼツロは立ち上がる。

　まるで何かに強制される様に。……此こ処こで終わってはいけないと、立ち上がったゼツロは再び魔力を放出した。

　なんだかんだと言っても、化物だな。今の一撃を受けて立ち上がるというのは、もうまともな存在ではない。

「まだだ、まだだぞスラヴァ殿……お前は先を急いでいるのだろうが──俺はこの一瞬だけを生きているのだ！　俺は死なぬ……俺は死なぬッ！」

　結局こいつも、こうなのだ。武術家を相手にすると、最後は必ずこうなる。

　譲ゆずれぬ意地の、張りあいに──！

「おおおおおッ！」

　接近を兼かねて、ゼツロは得意とする突とつ進しん拳けんを繰くり出した。

　先さき程ほどよりも膨ふくれ上がった魔力が、流星のような速度を生み出す。

　流石さすがにこれほどの質量を弾はじき飛ばすような威い力りよくは、『不可説転』の衝撃波にはない。

　とはいえ、この突進拳は一度飛んでしまえば軌き道どう自体は単純な攻撃だ。避けることは大して難しくはない。

「シィィィィィッ！」

　だが、逆に避けること以外は、至難を極める。

　身体からだ全体で突っ込んでくるこの大質量、高速度の攻撃は、受けを吹ふき飛ばす力があるのだ。

　だからこそ、これを出されれば避けざるを得ない。

　……それは、ゼツロが一手を得るという事だ。相手の動きを見てから、最適な行動を取ることが出来る。ゼツロは私が突進拳を躱したことを確かく認にんすると、着地から薙なぐような蹴けりを放つ。

　恐おそらくは何十年も勝ちの定石としてきた技なのだろう。突進拳がその技に繫がるのは、いっそ美しさすら感じるほど流りゆう麗れいであった。

　サーフレストで出会った頃ころの私であれば、受けごと身体を両断されていた様な蹴り。

　だが、私はあの時とは比べ物にならないほどその地力を上げている。

　固めた防御に気を集中すると、盾たてと化した右腕をゼツロの脚が叩たたく。

　……それでも、重い。浮うき上がった身体に、舌を打つ。

「ゼェアァッ！」

　吹き飛ばされた私を追いかけるようにして、ゼツロは踏み込みを入れて拳を放つ。

　着地を狙ねらった連続攻撃だ。……躱せない。重い一撃の見ていた先に気がつくも、自由の利きかぬ状態で、防御行動を取ることも出来なかった。

「──ぐっ！」

　頰に受けた拳の重みに、苦く悶もんの声が漏もれる。

　しかし、耐たえられる。揺ゆれる視界を無理やり固定して、ゼツロを睨にらみ返す。目と目が合うと、ゼツロは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　お返しとばかりにその面つらへと拳を叩き込む。僅かに身体からだを浮き上がらせながらも、ゼツロは体勢を整えて着地した。

『不可説転・六徳』でもゼツロは息を止めないばかりか、その一撃は死からは程遠い威力を持っていた。

　殴り合いが出来るほど強化された自分の力に感謝しながら、血を吐はき捨ててゼツロへと向き直る。

「ぐ、く、く。……凄すさまじい力だな……人の身で、よくぞそこまで達したものだ」

　曲がった鼻を無理やり直しながら、ゼツロは私へと賞賛の言葉を送る。

　……それを言うのならば、ゼツロこそそうだ。

　かつてサーフレストで私がゼツロを圧あつ倒とうした時よりも、私は更に強くなっている。だというのに、ゼツロは私の『奥義』までも引き出して、追つい随ずいして来るのだ。

　恐らくは師もいないというのに、完全に禍か石せきにのまれた状態からどうやってここまで『戻もどってきた』のか。

　紛まぎれも無い武術で相対するゼツロに、浮かぶのは、感かん嘆たんの念だった。

　禍石は、悪だ。どんな理由があろうと、それは人を強さから遠ざける悪意の結けつ晶しようだ。

　だから私は奴やつに賛辞を送らない。それでも奴がここまで戻すために積んだであろう修練の量にだけは、敬意を払はらわなければならない。

「……！」

　故に私は構える。

　それが敬意を表すに、一番の方法だと知っているからだ。

「姿が変わっても、貴様は貴様のままか。憧あこがれていたよ、その姿にな……！」

　出来れば『不可説転・六徳』は、温存しておきたかった。

　いくら消費を抑えたといっても、その絶大な効果を生み出すためにはそれなりの気力を消耗するからだ。

　だがこの男に対し出し惜しみをするわけにはいかない。きっかけはどうあれ、奴がここまで練り上げたのは私のためなのだ。だから今この瞬しゆん間かんだけは、奴を武術家として扱う。

「行くぞ……スラヴァ殿どのッ！」

「来い──！」

　殺意ではない気合を込こめ、ゼツロが駆ける。

　そこに、かつての奴の姿が重なった。浮かんだ陽かげ炎ろうを視線で吹き飛ばし、白髪しらがの武術家を迎え撃つ。

　蹴りこそ多く使うものの、ゼツロが真に得意としているのは、拳打であった。

　バランスの良い攻こう撃げきの割り振ふりは、より総合的な武術であることの証左だ。優すぐれた拳打に優れた蹴り。一朝一いつ夕せきで身につくわけのない技術の集合は、ゼツロが積み重ねてきた歴史の長さを物語っている。

　それでも、ゼツロは拳を得意としている。

　それは何な故ぜか？　答えは──

「発ッ！」

　拳打は束ねられるからだ。

　地を蹴った勢いを、そのままに拳に『足す』技わざを、ゼツロは多く持っている。

　詰つめた間合いから、半歩だけ踏み込みつつ突つき出す拳。まるで窮きゆう屈くつな箱のなかで行うような、小型化された動き。だというのに一見地味にも見える拳打には、地を蹴った勢いが膝ひざを、腰こしを、肘ひじを通って拳の先へと集約されている。ゼツロが使う武術のその技は、半歩の拳として恐れられたものだ。

　それが今、怪物の魔ま力りよくと百年以上の研けん鑽さんをもって向かってくる。

　これが脅きよう威いでなくてなんなのだ──小さな動きに込められた破局を、私は足さばきで躱かわす。

　ゼツロの武術は、時の研鑽こそを最も重視している。長い時をかけて鍛たん錬れんを繰り返し、技を確かなものにしていく──その考え方自体は、武術では当たり前のものだ。

　しかし、奴らのそれに懸かける想おもいは、尋じん常じようではない。

　裂さけた拳のあまりの鋭するどさに、服が切れる。永い時をかけて成長し続けていく武術。それが『不死』によって磨みがきぬかれた結果の空そら恐おそろしさに、歯を嚙かんだ。

　自然と、頰が吊つり上がる。冷静無比の拳に、かつて対たい峙じした武術家が戻ってきたかのような錯さつ覚かくを感じたからだ。

　だが昔を懐なつかしんでばかりもいられない。拳を突き出して、半歩拳の隙すきを突く──いや、突こうとする。

　その頃には、ゼツロはもう戦局を正していた。突き出した拳が腕うでごとはね上げられる──！　スムーズ極きわまりない動きに、数えきれないほどの反復を感じる。

　防ぼう御ぎよの空いた腹に、下から振り上げられるようなゼツロの腕が打ち付けられた。

「ぐ、ふ……！」

　衝しよう撃げきを逃にがしきれず、私の身体は浮き上がった。しかし先程とは違ちがうのは、自ら飛んで僅わずかに威力を殺せた事だ。

　大おお仰ぎように飛ぶことで、先程の様な着地狙いの追撃に備える。

　ゼツロの見立てよりも少しだけ低く、遠くへと飛んだ私には、案の定追撃を加えに来るゼツロを迎むかえ撃うつ時間が与あたえられた。

『不可説転・六徳』！

　その瞬間があれば十分──！　そう語る代わりに、私は衝撃で体勢を崩くずすゼツロの背後に回りこんだ。同時に、腰の高さで曲げるように構えた右みぎ脚あしを、元の位置に戻すようになぎ払う。

「ご、っが、あ……！」

　脇わき腹ばらに突き刺ささる衝撃が、砕くだいた骨ごと内臓に叩き込まれる。

　内臓を押し潰つぶされながらも、その勢いは止とどまらずにゼツロの身体を吹き飛ばした。

　即そく死ししてもおかしくはない、これ以上ないほどの致ち命めい傷しよう……！　しかし、ゼツロは立ち向かってくる。

「まあだだァ！」

　怪物でなければ成し得ない、再起。それでも武術を使うというゼツロのちぐはぐさが、妙みような気分を生む。

　だが今回のゼツロは、あくまで武術を捨てていなかった。

　ならば、最後まで付き合ってやる。……最後まで。

　鋭い踏ふみ込み、一つ一つの効果を意識して組み立てられた連係──与えられた邪じや悪あくな命を燃やすかのように、ゼツロはその一手ごとに全すべてを込めて行った。

　私はゼツロの拳こぶしから語りかけられる何かに答えるかのように、その一つ一つへと答えを返していく。

　払い、出来た隙を殴なぐりこむ。いなし、状じよう況きようを仕切りなおす。時には食くらい、時には『不可説転・六徳』から強力な一撃を叩き込む。

　そのやり取りの中で、ゼツロは何度か『死んだ』。私の身体には着実にダメージを増やしながらも、ゼツロは一度蘇よみがえる度たびに大きくその力を減らしていった。

「ハァッ、ハァッ……はァー……」

　……やがて、ゼツロの力は──戻っていた。かつての、人間であった頃の彼を思わせるくらいに。

　禍石が与えた不死の力も、無制限ではないのだろうか？　ならばいつかは『殺せる』。決着を急ぐ心が思い浮かべるも──何かが、武術家としての私が、それを否定していた。

「まったく、嫌いやになる……せっかく人を捨てたというのに、人のままの貴様に、勝てんとはな……」

　息を抑おさえることも出来ずに、いや、息を抑えることもせずに。ゼツロはそう吐き捨てる。

　……嫌になる。そう言いながらも、ゼツロの表情は何ど処こまでも楽しそうだった。

　血の色に汚よごれた瞳ひとみでさえ、輝かがやいて見えるほどにだ。

　それはまるで──

「……お前に負けた時の事を思い出す……憧れの武術家に、負けた時のことをな……」

　ゼツロと初めて手を合わせた時の、老いてなお、若々しい力にみなぎっていた頃の彼のように。

「今までは何度倒たおれても、力を失うことなどなかったのだがな……くくく、俺の中の悪魔に、見捨てられたのかもしれん……」

　負けを惜おしむように、ゼツロは胸を押さえた。

　中の悪魔に見捨てられた、か。あながち間違いではないのだろうと、私は目を細める。

　今のゼツロはその髪かみを白く染め、目を血で汚しながらも、その姿をかつての彼に重ねていたからだ。

　ゼツロの力は、まだ弱まり続けていく。……復活のたび力を失っていたのではない。戦いの最中も、ずっとその力は減り続けていたのだ。おそらく、彼が昔の自分を思い出す毎ごとに。

「ぐっう……」

　ついに立っていられるだけの力もなくなったのか、ゼツロは膝をついた。再び立ち上がってくる様子はない。『不死』の力に依よるものか、ゼツロの身体に傷はないが、感じる魔力は、もはや消え入りそうなほど小さいものとなっていた。

　風前の灯ともし火び、という言葉が浮うかんだ。私が吹ふき消さずとも、このまま消えてなくなってしまいそうなほど、ゼツロの力は弱まっている。

「……く、く、く。死ぬのだけは御ご免めんだったのだがな。……いや、あるいはあの時既すでに、死んでいたのか──」

　ついに倒れこんだゼツロは、自じ嘲ちよう的に笑った。

　あの時、とは何い時つを指していたのか。私にはわからなかった。

　だがもしも禍石をその身に取り込んだ時の事を指すのならば──

　今が好機と知りつつも、私はゼツロに背を向けた。トドメを刺すのならば、このあとでも出来ると思ったし──

「……どうした？　何故背を向ける。今が好機だぞ」

「怪かい物ぶつならば、もう殺した。そんな気がするのでな、私はガルトの元へ向かう。……引導ならば、そのあとで渡わたしてやるさ」

　その瞳の中の怪物は、戦いの中で、他ほかならぬゼツロ自身が殺したと思ったから。

　何よりも、今は優先すべき事がある。

「力は誰だれかを殺すよりも、生かすことに使いたいのでな。お前をやるならばその後だ」

「くっ……はっはっは……！　甘いなあスラヴァ殿。呆あきれるほどに甘い……」

　無茶苦茶な理り屈くつに、ゼツロは笑う。

　何にせよ、トドメは刺すべきだ。間違った選せん択たくをしている自覚はありつつも、私は振り返らない。

「俺の負けだ。……行くなら行け」

　だが、不ふ貞て腐くされるように響ひびいた声を聞くと、あながち間違ってもいなかったのではないかと思う。

　別れも告げずに、私は先ほどゼツロが指した道を目指して走り始めた。

　……この選択が間違いかどうかなど、今は些さ細さいな話だ。トドメを刺すヒマがあるのならば、一秒でも早くシェリル達の元に向かわなければならない。自分のなすべきことを、私は知っていたから。

「無事でいてくれ……！」

　祈いのるように気を込めて、速度を上げる。

　ダメージは少なくない、気力も多分に消費した。それでも、まだ力はある。

　治せる傷を治ち癒ゆしながら、私は走る。拭ぬぐえぬ胸むな騒さわぎを抱かかえる道のりは、長く感じた──
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　ゼツロを倒した修練場をあとにして少し。

　私は神しん殿でんの廊ろう下かを駆かけていた。此こ処こが神殿の形を取っているからには、祀まつる象しよう徴ちようもいるのだろうが、不ぶ躾しつけなど今は気にもしていられない。

　彼女達への信しん頼らいと、ガルトの絶対的な力とがないまぜになり、ただ焦あせる気持ちだけが私を揺ゆり動かしていた。

　……神殿は広く、手がかりなしでは彼女達が何処にいるかわからない。

　そうなると、戦いの音が響いてこない事がただ不安を煽あおる──

　そんな時だった。

　無機質に続く整然とした廊下。代わり映ばえのしない風景に、あまりにも大きな変化が訪おとずれたのだ。

「戦いのあと……！」

　ひび割れ、陥かん没ぼつし、砕けた壁かべが、目的地に近づいていることを教えてくれた。

　道を特定した私は、全速力で駆ける──すると、角を曲がった私の目に、最も見たくない光景の一つが飛び込んできた。

「──ッ！　アルマ、ソーニャ！」

　それが、倒れる仲間達の姿だ。

　アルマは地に倒れ伏ふし、ソーニャは陥没した壁により掛かかるようにしてうなだれている──！

　今すぐにでも破は裂れつしそうな胸を押さえ、近くのソーニャに駆け寄った。

「……っ、スラヴァ、くん」

「ソーニャ……っ！」

　最悪の事態ばかりを反はん芻すうしていた私に、息も絶え絶えながらもソーニャが名を呼んでくれたことで、溜ため息いきを吐はき出した。

　反射的に抱だきしめてしまう。……悪いと謝るのは、後だ。名前を呼んだのが最さい期ごの力では、私はもう立ち上がることができなくなる。抱きしめると同時に、私は治癒の魔ま術じゆつを動員した。

「うっ……く……あり、がとう……でも、アルマを……」

　傷も重いが、それ以上に『明鏡止水』を使ったことによる疲ひ弊へいが大きいようだ。

　アルマの名を呼ぶソーニャに頷うなずきを返してから、私はガラス細工を扱あつかうように、ソーニャを再び壁に寄りかからせた。

　言われた通り、飛びつくようにしてアルマを抱きかかえる。

　……伝わってくるぬくもりと、弱々しい息いき遣づかいに、安あん堵どの息が漏もれる。

　気を失ってはいるようだが、命に別状はなさそうだ。

　それでも十分に重じゆう篤とくといえる傷を治し、アルマをソーニャの隣となりに座らせた。

　ひとまず、二人が生きていた事に安心した。これでとりあえずは大だい丈じよう夫ぶだろう。

「……そうだ、シェリルは、シャアラはどうした!?」

　だが直すぐに意識はこの場にいない二人へと向かう。

　なんとか気を保っているソーニャが、弱々しく指をさした。

「あっちの、ほう……に、『聖域』があるって……そこに、いったみたい……」

「あちらだな……！　ありがとう、ソーニャ！」

　それが振ふり絞しぼった最後の気力だったのだろう。かくりと指を落としたソーニャが、寝ね息いきを立て始める。

　ガルトと戦ってなお無事でいてくれた成長に、感謝の念が止まらない。

　だがそれは後だ。この場にシェリルがいないという事は、一人でガルトを抑えているということになる。いくら今のシェリルでも、それは無む謀ぼうだ。

　彼女達だけは、失うわけにはいかない。大だい禍か石せきをまだ砕くだいていないという事をおいてなお、ようやく巡めぐり会えた姉妹しまいが引き裂さかれるなどあってはいけない。

　ソーニャ達の生命の安全をひとまず確保した私は、ソーニャの指差す方へと向かった。

　二人が力ちから尽つきることで、破は壊かいの道みち標しるべは一いつ旦たん途と切ぎれていた。ソーニャが最後に指し示してくれなかったら、何処にいったら良いかわからなくなっていただろう。

　再び走り始める廊下は、先さき程ほどよりも長く感じた。

　……だがその途と中ちゆうで、思わぬものを見つける。

「お前は……アーロン、か!?」

　それは、シャアラの傍そばについていたはずのアーロンだった。

　ズタズタの身体からだで、何処からか這はって来たらしい。もはや動いてはいないが、身体が残っていることを見ると、生きているのだろう。

「……貴様、か……済まない……肩かたを貸してくれないか……シャアラ様の元へと、向かわなければ……」

　私の姿を見つけると、アーロンは今にも消えそうな声で肩を貸してくれと頼たのんだ。

　道のりがわからぬ私にとっては、願ってもないことだ。

　最後の最後まで私達を敵視していた彼が、願い事をする時点で、迷いはなかった。

　当然の様に背中に負い、再び走りだす。

「道はわかっているのか!?」

「……ああ」

　アーロンを背に負うと、彼の状態がよく分かった。

　人という生き物が生命を維い持じするに、十分な状態が残っていないと。魔ま力りよくもない。気力も残されていない状じよう況きようで、何かが辛かろうじて命をつなぎとめているだけだと、背中の弱々しさは語っていた。

　治癒の魔術で身体を治したところで、アーロンにはもはや心臓を動かす体力も残ってないだろう。私が死んだ時、アルマが治癒の魔術を施ほどこしても無む駄だだったように、消え行く生命というものには、肉体にしがみつく力はないのだ。

　それでもアーロンが消えずにいるのは──多分、シャアラへの想おもいがあるからだ。

「みぎ、だ。シャアラ様、は……聖域に、居られる……」

「……分かった」

　弱々しく背で道を伝えるアーロンに、終わりの時が近づいているのを感じた。

　治癒の魔術が役に立たないほど弱った者を見ると、いつも無力感に支配される。私が最初にそれを感じたのは師し匠しようが旅立たれる時だったが、アルマも似たような気持ちだったのだろうか。

　焦りをごまかす様な思考と共に、走る。地下へ続く階段を見つけた所で、背中のアーロンが急に、軽くなっていった。

「そ、こ、だ。シャア、ラ様を……」

　なんとか役目を終えて、安心したのだろう。紅あかい光と共に、アーロンは『還かえって』いった。

　……くそ、せめてもう少し力が残っていれば、シャアラに引きあわせてやったものを。

　振り返る暇ひまもなく、私は階段を駆け下りた。

　階段の続く先には、大きな扉とびらがあった。聖域の名に相応ふさわしい、荘そう厳ごんな意い匠しようが凝こらされた扉だ。女性が描えがかれた扉を発見した私は、残りの十段ほどを一気に飛び降りた。

　ここにシェリル達が──！　考える暇もなく、私は扉に手をかける。

「やめろおおおおおおおおおぉッッ！」

　──それと、聞いたこともない誰かの声が響くのは、同時の事だった。

　聞いたこともないような、怒いかりに染まった声。それが誰の声かは、分かった。わかってしまった。

　彼女が明確な怒りを叫さけぶのは、初めて聞いた──！　どうあっても悪い予感しかしない、ぐちゃぐちゃの思考を抑おさえ、扉を押し開く。

　そこには。胸を貫つらぬかれた──シャアラの姿が、あった。

　──世界から、音が消えたような気がした。

　狂くるったように笑うガルトと、伏せたままガルトを睨にらみつけるシェリルが痛々しいまでに叫ぶのが、見えた。

　まるで遠くから絵画を見ているような、現実感のなさが襲おそう。これは悪夢だと、現実を否定したくなる。

　それは許されなかった。……違ちがう。これは、紛まぎれも無い現実だ。

　思考が逃にげを否定すると、一いつ瞬しゆんで戦う準備が整うのが分かる。

　表情から色を消し、ガルトへと飛びかかった。狂ったように？　違う。狂った笑いを浮うかべるガルトは、それでも迫せまる脅きよう威いに反応し──あろうことか、シャアラの身体を投げつけた。

「──ガルト、貴様ァァァッ！」

「ははははははは！　僅わずかに、遅おくれたなあ師し匠しよう殿どのッ！　くはははははははッ！」

　如い何かにその少女の身体が、絶望を映していようとも、私は彼女を抱きとめる他ほかなかった。

　……急速に熱を失っていく身体に、慌あわてて治ち癒ゆの魔術を発動するが──彼女の魂たましいはもう、その身体に繫つなぎ止められてはいなかった。

「シャアラっ……！」

　咄とつ嗟さに呼びかけた私の声に気づいてか──それとも、身体が何らかの反応を示したか。シャアラの瞼まぶたが開き、虚うつろな空が顕あらわになる。

　だがそれは、直ぐに閉じられてしまった。幕が下りたかのように、シャアラはそれきり動かなくなった。

「う、おおおおおおおおッ！　ガルトォォォォォォッ！」

「そう叫ばずとも聞こえるよ師匠殿。いやあ、今度ばかりは少し焦あせらされた。随ずい分ぶんと腕うでを上げたじゃあないか？」

　怒りに激しく揺れる心を必死に律しながら、それでも抑えきれない怒りが叫びとなって飛び出る。

　辛うじて、冷たくなったシャアラだけが理性をとどめてくれていた。その身体を傷めぬようにと抜ぬいた力が、ほんの少しだけ心に冷たさをくれた。

　シャアラのくれた冷たさが、ガルトの姿を確かく認にんする。……ソーニャとアルマ、そしてシェリルとの戦いに依よるものだろう。服の彼あ方ち此こ方ちは裂さけ、ガルトの身体自体にも数カ所の傷きず痕あとが残っていた。

　……彼女達が頑がん張ばってくれたというのに、私は間に合わなかったのか……！

　己おのれの不ふ甲が斐いなさを、こんなにも恨うらめしく思ったのは、初めてだった。

「大禍石の事をお前達が調べていると知った時には驚おどろいたよ。コレは、俺の計画に外せないものだからな」

　静かにシャアラを横たえながら、私は焦こがれた相手を紹しよう介かいするかのようなガルトの声へと視線を向けた。

　大禍石。私達が旅の目的としていた始まりの悪夢が、眠ねむる場所こそが、ここだと思い出す。

　そんなものはどうでもいいと、半ば自や棄けになるような絶望感の中、私はようやくその姿を認にん識しきする。

　巨きよ大だいさ故ゆえか、大禍石と呼ばれるそれは、思っていたよりも丸みを帯びていた──ように思う。だが形以上に、私はその色に意識を奪うばわれていた。

　……その怪あやしい輝かがやきを見た瞬間に、つばを吐き出したくなるような不快感が襲う。

　邪じや悪あくな輝きは、しばしば血の塊かたまりにたとえられる事があるが、これはそんなものの比ではなかった。たとえるのならば──赤子の断だん末まつ魔ま。実際にそれを聞いたことはないが、それ以上に絶望的で、目を背そむけたくなる存在を、私は思いつかなかった。

　思いつく限りの嫌けん悪お感を言葉にすれば、その一いつ端たんを表現することが出来るだろうか。……そんな、気持ちの悪い色だ。

　ガルトは、おぞましい血けつ晶しように手を這わせる。愛いとおしい物を愛めでるかのように当たり前に──それが、不快感を煽あおる。

「素す晴ばらしいだろう？　悪意の結晶、大禍石。ヒトの憎ぞう悪おや怨えん嗟さを吸って無限の力を蓄たくわえる──正しく、力の結晶とでも言うべき存在だ」

　大禍石に見み惚とれるガルトは、私にさえ意識を向けずにいた。力の結晶──それは、事実なのだろう。悪意も心の力の一つだ。それは間違いない。

　ただ力のみを追い求めるこの男には、それは魅み力りよく的な存在に映るのかもしれない。理り屈くつは、分かる。だが、理解は出来ない……！

　悪意を煮に詰つめた地じ獄ごくの窯かまのそこから取り出した様なその石は、悪意の結晶という他ほかに表現の方法がなかったのだ。いわば──視認できる悪意。

　ヒトの中にはこれほど醜しゆう悪あくなものがあるのかと思うと、敵の前でも目を逸そらしたくなる衝しよう動どうに駆かられるほどだった。

「幾いく百幾千年をかけて集められた力の結晶だ……！　この世で最も純じゆん粋すいな力の塊……俺は、これ以上に美しい存在を知らん……！」

　だからこそなのだろうか。ガルトはただ醜悪なそれに心しん酔すいし、美しいと評する。そんな醜悪なモノが凝り固まった男だからこそ、それを美しいと思うのだろうか。

「……それが、どう貴様の計画とやらに関係してくるのだ。なぜ──なぜ、シャアラを殺す必要があった……！」

　強さを得るという目的のためには手段も選ばず、優やさしい心をもつ少女までも手にかける、そんな男だからこそ。

　シャアラが死んだ。その事実にシェリルの肩がぴくりと震ふるえたような気がした。冷たい事実をつきつける結果になってしまいつつも、私は激情を抑えることが出来なかった。

「ああ落ち着け落ち着け。気分がいいのでな、説明してやるとも」

　どこかおどけるような動作が、神経を逆なでする。だがここで冷静さを失えば何もかもが終わりだ。……何があろうと冷静でいなければならない。行者達もこんな気分だったのかと考えると、少しだけ気分が冷めた。

「コレが力の結晶という事はわかっていたな？　ならばそれを手に入れたいと思うのは当たり前だろうが──コレには一つ厄やつ介かいな特とく徴ちようがあってな。……ある日、コレは突とつ如じよとして何ど処こかから飛来したという。だがその時に、同時に降ってきた石があった。それがそこの娘むすめがその身に宿す『輝き石せき』だという話は知っているか？」

　ガルトの問いかけに、私は動かない。

　肯こう定ていも否定もしない私に鼻を鳴らしてから、ガルトは続けた。

「ふん、まあいい。ともかく、大だい禍か石せきには対ついとなる石が存在するのだが──この輝石というのが厄介なんだ。どういうわけだか、禍石の使用者は、輝石の使用者に逆らう事が出来ない。奴やつらはその輝石とやらの使用者を『姫ひめ君ぎみ』だとか呼んでいたな。なんの『力』も持たない屑くず石いしがいい気になって──と、私情は今のところ置いておこうか」

　シャアラを揶や揄ゆするような言葉を吐はきながら、ガルトは身を抱いて嗤わらう。

　……何処までも、狂った奴だ。根本的に、住む世界の位相がズレている。あまりにも共感を得られない言葉の数々に、ただ寒々しい感覚が吹ふき荒あれる。

「ともかく、だ。絶対な力を求めれば必ずや大禍石の力をこの身に取り込む必要がある。だが、折角比べる者のいない力を手にしても、小娘の命令一つで溶とけてしまうような力は、最強とは程ほど遠い。……俺が大禍石を手にした時、邪じや魔まになるのさ。そこの娘はな」

　端はなから自分の力で最強を目指す──という考えは無いようだ。

　その堕だ落らくした心が、悪意の結晶を単なる力の泉と考える短たん絡らくさが──そして、私欲のために、少女の命を奪う非道さが。その一つ一つがこの男を許されざる存在だと強調していく。

　今すぐにでもその面つらを張ってやりたいという衝動が強まるが──あと一つだけ、聞かなければならない。

「最後に一つ聞かせろ。……何な故ぜ、お前は『姫君』の支配を受けない？　貴様は、タリスベルグなのだろう？」

　それは、奴がシャアラとシェリルが持つ『姫君』の支配を振ふりきって、シャアラを手にかけることが出来た理由だ。

　思えば旅の途と中ちゆうでもそうだった。シェリルの力が及およぶのは、この男の影かげがない時だけだったのだ。グラディスも、ゼツロも、シェリルはその存在を感知することさえなかった。

　その力が及びさえすれば──シャアラも、命を落とすことはなかっただろうに。

　私の問いかけに、ガルトは喉のどを鳴らす。

「ああそうさ。俺もタリスベルグには違いない。だがどうにも俺はこの力と波長が合うようでな？　……語りかけてきたのさ、石がな。正気を疑うか？　俺も疑ったさ。でも聞こえるものは仕方がない。ありがたい事に、その声のお陰かげで俺は様々な事を知ることが出来たのだし、今は声に感謝しているよ」

　狂きよう人じん。ガルトがそう呼ばれる存在であることは、もはや疑う余地もない。

　それを理解してなお、ガルトの言葉は同じ言語を使っているとは思えないほど不可解なものだった。

　声がするだと？　イカれている。……それでも何故か、その言葉だけは妙みように引っかかった。

「大禍石はな、意思を持っているんだよ。そうして語りかけてきた意思によると、大禍石も輝石も、同じく作られた存在らしい。……作られた存在だからこそ、禍石は作ることが出来る。……俺が身に宿している禍石は、禍石の意思に教わって俺が作った特別製なのさ。対となる『輝石』の存在しない、より優すぐれた特注品というわけだ」

　上じよう機き嫌げんに語るガルトは、まるでそれをずっと聞かれたかったかのように、饒じよう舌ぜつに語った。

　荒こう唐とう無む稽けいが過ぎるその言葉をどこまで信じていいのかは分からないが──合が点てんがいく部分もあった。

　巨大な力を持つ禍石が、『姫君』の力の前には無力であることなどがそうだ。

　その支配力は強力だ。……もしも本当に大禍石と輝石が作られた存在ならば、大きな力とそれをコントロールする存在──という、できすぎた存在も納なつ得とくできる気がする。

　……いや、よそう。単なる狂人の戯ざれ言ごとだ。……だが禍石を作る事が出来る、というのは噓うそではない気がした。それを語るガルトは、あまりにも誇ほこらしげだったから。

「……ああ、こんなところか。ともかく、これで気き兼がねなく、俺はこれを手にすることが出来る。永い時をかけて集積された、大いなる力をな！　……ああ、あああ、始まった……！」

　だが、今気にするべきは──最悪の存在が、最悪の男の手に渡わたったこの状じよう況きようをどうするべきか、だ。

『聖域』を管理する姫君がいなくなったからか──大禍石が、鼓こ動どうし始める。

　その色とあいまって、血晶が鼓動するさまは、恐おそろしい何かの心臓が脈動するようであった。

『姫君』の力は効果を発揮しない。あるいはと探さぐりを入れたが、一いち縷るの望みは断たたれる結果となってしまった。

　……ならば、ダメ元で大禍石が目覚める前にそれを砕くだくしかない──！

　残された力を振り絞しぼり『明鏡止水』を最大限に稼か働どうする。ガルトはともかく、大禍石自体はただの物質だ。一いち撃げきを突つき入れれば──！

　鼓動する石にガルトが見とれている今が最後の機会。拳こぶしに力を握にぎりこみ、私は跳はねる。

　拳を振りかぶり、大禍石に向かって振り下ろす。

「おいおい師し匠しよう殿どの！　そうは見られない貴重な現象だぞ？　黙だまって見ていろよ」

　……だが、止められる。愛しい存在を護まもるかのように大禍石の前に立ちふさがったガルトは、両りよう腕うでを交差して私の拳を受け止めた。

　あの時とは違ちがい、ガルトは明確に私の攻こう撃げきを防ぼう御ぎよした。衝しよう撃げきに腕を振るっているさまは余よ裕ゆうを感じさせるが、シェリル達と戦ったあとのガルトには、見た目通りの余裕は残されてはいないだろう。

　それでも渾こん身しんを込こめた一撃が、この程度とは口くち惜おしい。ゼツロとの戦いで消しよう耗もうした気力は、少なくなかった。

　これでは、どの道大禍石を打ち砕く事が出来たとしても、私達は殺されていたかもしれないな。

　引き換かえに世界の破は滅めつを阻そ止しできたかもしれないと考えると、口惜しいが。

　私の拳を防いだガルトの背後で、大禍石が一ひと際きわ強く、その毒々しい輝きを放出した。数千年にわたって蓄ちく積せきされた魔ま力りよくが暴力的なうねりとなり、私の身体からだを吹き飛ばす──！

「っぐ！」

　受け身も取れないような勢いで吹き飛ばされた私は、背中から壁かべにたたきつけられて息を漏もらす。

　……想像を絶する邪悪な魔力が、ガルトを包み始めた。視覚化された暴力の象しよう徴ちよう──意思を持つ台風の様に、紅あかい魔力がガルトへと集まっていく。

　いいや違う、コレは、繭まゆか。それが、コウタロウの見せた変化によく似ている事に気が付き、私は痛む背中をおして立ち上がる。

　ガルトが別のものになろうとしていると、わかった。

　コウタロウよりもより強い魔力を持つ者が、あの時とは比べ物にならないほどの魔力に包まれて。

　ガラにもないが──今度ばかりは、終わりかと思った。

　ケタが違う。そんな言葉が文字通りに働いているさまを見る機会は、中々あるまい。

「はははははははッ！　素晴らしいぞ、なんだ、なんだこれはッ！」

　紅い魔力の繭から、狂くるった男の笑いが聞こえてくる。

　先ほどガルトは大禍石に意思があると──それが自分とは波長が合うと、そう言った。それがもし真実だとするならば──ああ、この男以上に、この結晶以上に。互たがいに釣つり合うほど醜悪な存在は、いないだろうよ。

「……目覚めてしまったか」

　背後からする男の声に、もうどうしようも無くなった何かから目を外し、声の方へと向き直る。

　そこには、ゼツロが立っていた。

「……何をしに来た」

「世界が終わるようなので、その見物に、といった所かな」

　投げやりな視線を向けると、ゼツロは高さの合わない視線を、見下すように投げてきた。

　その瞳ひとみには、まるで失望する様な色が含ふくまれていたが──私に、どうしろと言うのだ。

「それにしても凄すさまじいものだな。想像以上だ。コレが大禍石とやらの力か」

　どこか余裕さえ感じさせるゼツロは、まるで遠景を観察するかのように目の上に手で影を作る。

　諦あきらめているのだろうか。それとも、自分には関係ないと興味を失っているのだろうか。その真意は分からない。

　だが、奴の眼めは、私よりもずっと生きている気がした。

　……沈ちん黙もくが流れる。そうしている内に、ガルトを取り巻く魔力が段々と薄うすれてきた。もうじき、溜ためこんだ全すべての悪意を吸収し終えるのだろう。そうなった時が、世界の終わりか。

　ただそれを黙って見ていることしか出来ない自分に腹が立つ。

　何か一つ要因が違っていれば。言い訳の様にたらればを考えていると、何気ない足取りで、ゼツロが歩き出す。

「何をしている？」

　私の問いかけにも、ゼツロは答えない。やがてゼツロは目的の位置へとたどり着く。

　そこには力を使い果たして眠ねむるシェリルが居て──もう一度、声を荒あらげて同じ質問をしようとした所に、ゼツロは私に向かってシェリルを放ほうり投げた。

　感じるぬくもりに困こん惑わくしていると、ゼツロは再び此方こちらに歩み寄ってきた。

「大事なものなのだろう。しっかりと持っておけ」

　シェリルをモノ扱あつかいするような言動に腹が立ったが、ぶっきらぼうながらにゼツロなりの激げき励れいなのだと気が付くと、怒おこる気も失うせた。

　ガルトの『羽化』までは、あと僅わずかの様だった。再び並び立つようにして、ゼツロは紅い繭を見やる。

「──姫ひめ君ぎみ」

　呟つぶやくようにして失われた存在を口にするゼツロ。私はその言葉に釣られて、静かに横たわる少女を見やる。

「その存在は、ヤツから聞かされていた。なんでも『昏くらい色の結けつ晶しよう』を言葉一つで従わせる者がいるとな。だが俺達はその忌いま々いましい力の影えい響きようを受けぬと、ヤツはそう言った」

　ゼツロが独白のように語ると、ガルトを取り囲む魔力が薄れていった。

　真っ赤なベールが薄れ、次し第だいにその輪りん郭かくが現れていく。

「しかしそれ以外の血晶は、全てがその姫君の支配下に置かれると、ヤツは心底不ふ愉ゆ快かいそうに言っていたよ。最大の目標である大だい禍か石せきを手に入れる際、最大の障害になるのがその姫君だとな」

　とうとう完全に、全ての魔力がガルトへと収まりきる。

　……見た目は変わらないが、まったく別の存在となった何かが、眼を閉じたまま天を仰あおぐ。

　まだその力を解放していないのか、先さき程ほどの荒あれ狂う魔力が全てその身に収まったとは思えないほど静かに、ガルトは瞳を開けた。

　そこには、あらゆるモノを超ちよう越えつした存在の余裕は、なかった。

「素す晴ばらしい力だ……だが……」

　この程度だというのか……？　信じられないとでも言うかのようなその声こわ色いろには、初めてガルトの『怒いかり』が見えていた。

　大禍石の魔力がその身に収まったとは思えない。静けさを、私は疑問と共にそう表現した。だが、他ほかならぬガルトも同じ感想を抱いだいていたらしい。

　今ガルトが纏まとう魔力は先程よりも遥はるかに凄まじい力を持っていたが、身体に収まったはずの魔力からすれば、少なすぎる程だったのだ。

　……視みえている力が、今の全てだというのか？

　表情を歪ゆがめるガルト。その顔には狂った余裕はない。先程よりも大きな力を手にしているというのに、その顔には追い詰つめられた様な怒りが浮うかんでいた。

　ふと、ゼツロが振ふり返る。

　そういえば何な故ぜヤツは今いま頃ごろ失われた存在の話をしたのか──自分で浮かべた疑問に、私はハッと口を開く。

「何故だ、何故目覚めない……!?　全ての力は、確かに俺の中へと取り込まれたというのに……！」

　姫君。たった一人の子を生なして、脈々とその力を受け継つぐ一族。

　ゼツロに指し摘てきされて、ようやく気がついた。ゼツロが最初にそう呼んだ人物がいることに──！

「何だと……!?　『姫君』が力に制せい約やくをかけているというのか……！　ありえん……！」

　頭を押さえながら、ガルトは何者かと話しているかのような様子を見せる。

　それが先ほどヤツが語った、大禍石の意思とやらだということは、容易に想像がついた。

　怒りに顔を歪めるガルトが、やがてシェリルに視線を向ける──

「そこの娘むすめがそうだと言うのか……！　……誰だれだ、貴様は。珍めずらしく苛いら立だっているんだ、そこを退どけ……」

　その視線を遮さえぎるように、ゼツロが立ちふさがった。

　ただ一度だけ、ゼツロは振り返った。だが直すぐに前へと向き直ると、ゼツロは叫さけぶ。

「お前には、まだヒトであるお前には、やれることがあるのだろう」

「ゼツロ……貴様は……！」

　そうしてようやく、話の意味を、行動の意味を知る。

　……ゼツロは、私達を逃にがそうとしているのだ。限りなく小さくなった、その存在を賭として。

「……成る程、誰かと思えば貴様、ゼツロ＝ヴァルツァーか。……くつくつくつ、面おも白しろい事をする……！」

　怒りを交えながらも、ガルトが嗤わらう。

　だがその笑いは奴やつと再会した時から見続けてきた余裕のある笑えみではなかった。

　……いや、余裕ならあるのだろう。しかしその笑みの中からは、奴が唯ゆい一いつ見せていた僅かな人間味が消えていた。

「やはり最後の仕上げは、自分自身の手で摑つかまないとな……！　スラヴァ＝ヴェサー！」

　名を呼ばれたことで、シェリルを抱かかえたままに『明鏡止水』の力を解き放つ。消耗した私のそれでは、今のガルトには及およぶべくもない。

　今の私では、シェリルを守り切ることが出来ない。それでもなんとか唯一の希望をつなごうと放った力だったが──

「この男が稼かせげる限りの時間を、貴様にやろう。もしも逃げおおせたのならば──一ヶ月後、俺と貴様にとっての、始まりの場所で待つ」

　ガルトは遊びの様にそう提案した。

　……一度は砕くだけた誇ほこりだ。敵から恵めぐまれた機会を拾うのは、容易たやすい。

　ふと、私はゼツロを見やった。ゼツロがその視線に気がついたのかは、分からない。

「行け！」

　ただゼツロがそう叫ぶと、私はシェリルを抱えて飛び出していた。

　この地とともに眠るであろう、シャアラを最後に一目見て。

「死ぬのだけは、御ご免めんだったのだがな」

　そして、背中に残る声をあとにして。

　どんな心変わりがあったのかは、分からない。しかしゼツロが稼いでくれる時間は、一秒たりとも無む駄だにすることは出来ない……！

　疲ひ弊へいした身体からだに、少女とはいえど人一人を抱えて上る階段は体力を奪うばっていく。泣き言を言う時間さえもない中、私は思案する。

　ソーニャとアルマを回収するのにどの程度の時間がかかるか、先ほどの場所に無事戻もどれるか。今何よりも優先すべきは二人と合流することだ。その後も脱だつ出しゆつのルートなどを考える必要がある。

　足りない頭を総動員する私だが、階段を上り切っても答えは一つも見つからなかった。

　……だが、その瞬しゆん間かんに、小難しいことを考える必要はなくなった。

「ついて来い……！」

　そこには既すでに、アルマとソーニャを抱えたツェーンが待機していたからだ。

　この状じよう況きようで、これ以上頼たよりになる者は他にいない……！

「恩に着る……！」

「今回ばかりはサービスが過ぎる。追加料金はキスでもしてくれればいいぞ。こいつらの前でな……！」

　遠回しに私の命を要求するような、高い追加料金に、少しだけ気分がほぐれた。

　これも今のガルトにとっては、遊びの範はん疇ちゆうなのだろう。だがそうして与あたえた機会を、必ず後こう悔かいさせてやると固く誓ちかう。

　失ったものはあまりにも多い。

　だがたった一つだけ、ゼツロに取り戻させられた『意地』と──何よりも大切な少女を抱えて、私は神しん殿でんを後にするのだった。








第十三話　一つの時代のエピローグ









　聖域をスラヴァ達が立ち去った後。

　部屋の主たる大だい禍か石せきの姿を失った聖域では、ガルトが一人佇たたずんでいた。

　光届かぬ地下にあるこの部屋は、そういえば何故明るいのか。ふと、素そ朴ぼくな疑問が浮うかんだガルトは辺りを見回した。

　吹ふき荒あれる魔ま力りよくの嵐あらしに、火は耐たえられないだろう。地下の密室は、陽ひの光をわずかばかりも通すことはない。ならば何故。その答えは、床ゆかで見つかる。

　……どうやら、魔力灯を床に埋うめ込んでいたようだ。光は上から注ぐもの。そんな固定観念が一つ崩くずれたようで、ガルトは小さく鼻を鳴らした。

　それきり、ガルトは余よ裕ゆうのある衣服をはためかせて、身を翻ひるがえした。上から光が注ぐ、地上へと出るために。最後に地面に見つけたその灯りを一いち瞥べつしてから──その隣となりで紅い光と変わりゆくゼツロには、目もくれずに。

　ガルトがゼツロに向ける興味は、その程度になっていた。

　仲間とは言えない関係ではあったが、ゼツロとガルトの付き合いは長かった。人間同士──彼らをそう呼んで良いかは分からないが、ともかく。人間と変わらない時間間かん隔かくを持つ彼らにとっては、数十年の付き合いになるこの関係は、それなりに長く続いたと言っていいだろう。

　それでも、数十年来の付き合いがある『協力者』を屠ほふったガルトは、振ふり返らずに地下を出て行った。

　重い音を立てて扉とびらが閉まると、聖域にはたった二人が残された。

　……それも、もう少しでシャアラが一人残される事になるだろう。今辛かろうじて息があるものの、ゼツロの存在はもうじき消えてなくなるのだから。

「（……終わり、か）」

　薄うす暗ぐらい──聖域という『意味』を失った──地下室で、仰あお向むけのゼツロは己の消しよう滅めつを待つ間に、なんとなく思い浮かべる。思い浮かべるというよりは、感じるといった具合だろうか。吟ぎん味みするでもなく、ただ自分の終わりを感じている。

　何気なく、重力に従うようにしてゼツロが首の力を抜ぬくと、倒たおれた視線の先に物言わぬ少女が横たわっているのが見えた。

「（あの娘こを……巻き込んだのは悪かったな）」

　自分と戦わなければ、スラヴァはシャアラの死を防げたかも知れない。ゼツロはどのようにしてシャアラが殺されたのかは知らなかったが、少なくとも自分との戦いがなければ、スラヴァの動きも変わっていたろうと思った。

　最後の最後に、ゼツロは自分のことではなく、他の誰だれかの事を考えていた。

　シャアラの事を、スラヴァの事を。この先世界を脅おびやかすであろうガルトの事を。

　あれだけ死を忌き避ひし、生を望んでいた割に、ゼツロは自分の死に対して淡たん白ぱくであった。

　それよりも気になるのはスラヴァがもう一度立てるかどうか。ゼツロの瞳ひとみに浮かぶのは、かつて憧あこがれた武術家の姿だ。

　最初に手を合わせたのはお互たがい皺しわに覆おおわれた身体だった頃ころだったと思う。しかし思えばお互いに若かったと、ゼツロは鼻を鳴らす。

　──凄すごかった。洗練された技の数々。迸ほとばしるような魔力の力強さ。そして──老いてなお、若々しい瞳の輝かがやき。『夢』を持っているその眼に惹ひかれた。自分もこうなりたいと思った。

「（──皮肉だな）」

　だが──ゼツロは、スラヴァが老いて死んだと聞いて、老いに、死に恐きよう怖ふした。自分もそうなるのは嫌いやだと、激しく死を恐おそれるようになった。

　そしてあの男が、血晶を持ってきた。

　皮肉なものだ。手合わせした武術家に憧れ、その影かげを追っていたはずなのに、いつの間にか逆の道を歩んでいた。

　……ゼツロは鼻を鳴らす。

　死を恐れるあまりに、スラヴァならば絶対に選ばない選せん択たくをしてしまったのだ。

　スラヴァは偶ぐう然ぜん、二度目の生に恵めぐまれることになった。羨うらやましくは思うが、それについてゼツロが思うことはない。だが、もしもスラヴァが自分と同じ様に、今いま際わの際きわに血晶を──人生の延長をぶら下げられた時、己の磨みがいてきた力を穢けがしてでもそれを取るかどうか。ゼツロは、それだけは気になっていた。

　今生でのスラヴァとは戦いだけの関係だった。故に聞く機会はなかったが──ゼツロは、答えを導き出していた。

「（いいや、やつならばそれを跳はね除けるはずだ）」

　実際にはどうかは分からない。だがゼツロは己の答えに納なつ得とくしていた。ならば、それが正解だ。

　夢を見るからこそ生きている。かつての彼は、そう思っていたことがある。

　そして彼はスラヴァと同じ夢を持っていた。世界最強の武術家になるという、夢を。

　己の力で、拳こぶし一つで、何者にも負けない存在になる。

　その先に何があるかは分からないがとにかく『頂き』にたどり着きたいと。武術に身を置く者ならば珍めずらしくもない夢を持っていた。

　たいていはその途と方ほうのなさに呆あきれてしまうため、その夢を真ま面じ目めに目指す者は稀まれだ。それでも彼らは、大真面目に最強という二文字を目指していた。

「（だから、なのか）」

　スラヴァならばきっと、己の磨いた力を穢けがすような事はしないはずだ。

　己の疑問に答えが見つかった時──ゼツロは、先ほどから胸でくすぶっていた違い和わ感の正体に気がついた。

　もうじき自分が迎むかえる『消滅』という絶対的な死。それが、思っていたよりも恐ろしくない──どころか、終わりを目前に控ひかえた今が悪くない気分であることに。

　……血晶を使った時、自分は既すでに死んでいたのだ。夢を捨てた、その時に。

「くく、くくくく……」

　それがおかしくて、ゼツロは喉のどを鳴らした。

　だが、不快感がないことは兎とも角かく、悪くない──とまで思うのには、別の理由がある。

　スラヴァと戦って、武術家である頃の自分を思い出したからだ。

　言い換かえるならば──誇ほこりを。人間であった頃の、自分を。

　ただ勝つために、憧れを超こえるために己を燃やし尽つくして鮮せん烈れつに『死』んだその時。

「俺は、確かに生きていた」

　それに気がついた瞬しゆん間かん、とうとうゼツロは終わりを迎えることになる。

　体から立ち上る紅い光は一気にその量を増し、ゼツロの身体は砂が浚さらわれる様に消えていく。

　首の下までが紅い光と化し、やがてそれは口元まで伸のび、ゼツロは言葉を発することもできなくなる。

　だがもしもゼツロが口を使えたら、ゼツロは笑っただろう。

　最後の最後に、憧れの武術家と手合わせをすることが出来た、その充じゆう実じつ感を。

　最後の最後に、気に食わない男に一いつ杯ぱい食わせた、その愉ゆ快かいさを。

　ゼツロが最後に投げ込んだ小石は、波は紋もんを立てた。それが大波となる予感に笑いつつ──ゼツロは、ついに紅い光となって散っていった。

　……こうして、一人の武術家は、歴史から消えていった。

　最後に一つだけ、『何か』を繫つなぎ残して。
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　神殿を後にしてから、一晩が明けた次の日。

　私達は、ネヴァケーを訪おとずれた時、最初に踏ふみしめた土地に立っていた。

　ネヴァケーでも唯一の港町は、全体的に乾かわいた印象を受ける国にあってなお、青々とした空気に包まれている。

　……私達は今、船の出港を待っていた。

　大禍石の力を得たガルトから、撤てつ退たいするために、だ。

「まだ、出るまでは少し時間がかかるそうだ」

「済まないな、ツェーン。船の手配まで頼たのんでしまって」

　船はあとどれくらいで出るのか、係のものに確かく認にんして帰ってきたツェーンに、礼を言う。

　神殿を脱出する時から、ツェーンには頼りっぱなしだった。

　こういう迅じん速そくな行動は、彼女の右に出る者はいない。特に、昨日神殿を脱出する際に見せた手しゆ腕わんは見事の一言だった。流石さすがは元暗殺者と言うべきだろうか。

「まったくだ。これは礼を弾はずんでもらわなければならん──と、冗じよう談だんだ、睨にらむな英えい雄ゆう殿どの」

　ツェーンの言う礼の内容がどういうものか知っている女性陣じんから冷たい目が突つき刺ささると、ツェーンはからからと喉のどを鳴らして冗談だと告げた。

　……いつもなら、ここでアルマが嚙かみ付いて──ソーニャがそれを笑って見ているくらいの事になるのだがな。

　抗こう議ぎの視線だけを送るに止とどめて、それきり話は終わってしまった。

　あれから一日がたった今も、空気は重いままだった。同じ相手に二度も敗北を喫きつした──それだけでも、気は重くなる。

　だが今回は、かけがえの無いものを失い──二度と手が届かぬ場所にいってしまったのだ。この状況であっけらかんとしていることは、私にも出来なかった。

「……」

　特に心を痛めているのは、当然シェリルだ。

　物静かでありつつもよく笑う純真な子が、今は一言も発さぬまま俯うつむいて、顔に影かげを落としている。

　その苦しみは、私達には推おし量れぬものだろう。

　……生き別れていた姉と再会し、仲良くなって、やがては共に旅をしようという程に気が合っていた姉妹しまいだ。たった数日の付き合いでも、いや、数日の付き合いだったからこそ、その心の傷は深い。

　私も、今度ばかりは心が折れた。

　守るべきものがあるからこそ、強くなれたと思っていた。だからこそ、何も守れなかったその無力感には、打ちのめされる。

　境地に手を伸のばしたといい気になり、鼻までも伸ばしていたか。自分を罵ば倒とうする言葉は、無限に浮かんできていた。

　だが、宿敵にまで救われたこの生命ですることは、そんなくだらないことではなかった。

「一ヶ月……か……へへ、想像出来ないね……」

　力なく、ソーニャが呟つぶやくのはまるでうわ言のようであった。

　一ヶ月だ。それが、ガルトが私達に与えた時間の長さ。

　完かん膚ぷなきまでに敗北を喫した。二度と負けぬと誓い、大きな力を手に入れた。……それでも勝てなかった相手が、今は更さらに強大になって、一ヶ月後の終末を予言する。

　ただでさえ勝ち目の薄うすい戦いだ。現状のままでは話にならぬことを知っている。それ故ゆえに、今は自分を罵倒している暇ひまはない。

「……私達は、勝てるのでしょうか」

　それでも余りある差が、立ち向かう意思を折っていた。

　……もう私は諦あきらめるわけにはいかない。一人の武術家が最さい期ごを賭かけて放ほうり投げたモノを、取りこぼすわけにはいかないからだ。

　しかし、今度の『世界の危機』を背負わせるのは、残ざん酷こく過ぎた。目を覚まして再起を誓えた前回の敗北とは違ちがい、今回のダメージは大きいようだった。

　あるいは、それも良いのかも知れないと思う。

　ここで諦めることが出来るのならば、それもまた彼女達のためになるだろうと。……今度の戦いはわけが違うのだ。意地を張るだけが武術ではない。迫せまる危険を回かい避ひするというのも、また武術を学ぶ目的の一つである。

　それに、明鏡止水は心を身に纏まとう技術。弱った心ではそれは半減以下か、もしくは纏うことさえも出来ないかもしれない。

　だが、だからこそ──

「やるしか、ないよ」

　心のあり方一つで、再び立ち上がることが出来る。

　ずっと顔を伏ふせていたシェリルが、顔を上げる。そこには涙なみだが浮うかんでいたが、同時に強い決意の光が宿っていた。

「わたしはもう、みんながいなくなるのは、いや」

　涙で言葉を引きつらせながらも感じさせる強い意志に、ソーニャとアルマはシェリルから眼めを離はなせなくなる。

「もう、あの石のせいで、だれかが泣くのは……だめなの」

　自分の様に悲しむ者があってはいけないと、そう、強く宣言する。

　……一番大きな絶望を抱えたのは彼女だろうに、それでもシェリルは私達を奮い立たせるように、そう言ったのだ。

　それは、私達にとっては何よりの勇気となる。

「強いなあ、シェリルちゃんは……」

　ソーニャは泣きじゃくるシェリルを抱だき寄せる。

　涙が伝う染つったかのようにソーニャもまた涙をにじませたが、涙を浮かべながらも彼女は微笑ほほえんでいた。

「……よし！　一門の不始末は、私達が片を付ける必要があります。ね、師匠せんせい」

　そんなソーニャに負けていられないと、アルマは威い勢せいのよい音を立てて自らの頰ほおを張った。

　……仲間がいるから立ち上がれる。身体を支える支柱が折れてしまったら。それが治るまで肩かたを貸せるのが、仲間という存在だ。

　ゼツロに不ふ甲が斐いない姿は見せられないと、背筋は伸ばしていたつもりだったが──彼女達を見ていると、その頼りなさに気がついた。

　だが、もう大だい丈じよう夫ぶだ。共に立つことが出来る仲間の存在が、シャンと身体を立たせてくれる。

「ああ。たとえ期間が限られていようと、負けるわけにはいかぬ」

　不幸しか生み出さない負の結けつ晶しようが、その手を広げぬためにも。

　シェリルの様な悲しみを、二つと生み出さないためにも。私達はもう一度だけ、立ち上がることを決めた。

「……そういえば、その始まりの地、っていうのは何ど処こなの？」

　再び先に目を向けたソーニャが、当然の疑問を口にする。

　……ガルトが言い残したのは抽ちゆう象しよう的な言葉だったが、私にはそれが何処のことを指すかわかっていた。

　あれだけ狂くるった奴やつの言葉が理解できるのは不思議だったが、私と奴との因いん縁ねんが始まった地には、心当たりがあった。

「おそらく──ヴィオードから少し離れた所にある、名も無き荒こう野やだろう」

　奴と共通できる記き憶おくは、その一つしかなかった。

　拳こぶしを血に染め、鬼おにと化したガルトを破門にし──打ち破った、その日のその場所しか。

　つくづく、あの村は私にとって重要な場所なのだと思い知らされる。人生の大半を過ごした道場があり、大切な様々の事を教えてくださった師が住んでいたのだから、当然か。

　だがそこに向かうまでには、やることがある。

「しかしまだ、決戦までは一ヶ月もある。その間、私達は心を強くしなければならない。二度と折れぬようにと、二度と敗まけぬために。そこでだ、私たちには、寄るべき場所があるとは思わないか？」

　敢あえて「も」と期間を強調しつつ、私はツェーンに用意してもらった、五枚の紙切れを広げた。……ちゃっかり自分の分も入っているのは、自じ称しよう『影』としてはどうなのかと思うが、ともかくだ。

　広げたのは船のチケット。行き先にはこう書いてある。ミラフィア、と。

「里帰り、ってわけだね」

　明鏡止水は心の力。ならばその故郷には、まだやらなければならないことがあるはずだ。

　……まあ私の故郷はサーフレストなのだが、それは置いておこう。意味合いは違うだろうが、第二の故郷という言葉もあるしな。

「モニカちゃん、元気かなあ」

「久々に、セリアやシドの顔が見たいですね」

「おじいちゃん、寂さみしがってないかな？」

　一言行き先を告げただけで、彼女達からは口々に名前が飛び出した。

　最後の仕上げとしては、間ま違ちがっていないはずだ。

「決まりだな」

　皆みなで顔を見合わせる。そこに浮かんでいたのは、一様に笑え顔がおであった。

「行き先はミラフィア。目的は──」

「里帰り！」

　声を重ねて、拳を突き上げる。

「両親に挨あい拶さつを……」

　が、ノイズが混じりこんだ。

　一人だけそんな事をいうツェーンに非難の視線が集まるが、皆、直すぐに鼻を鳴らして笑う。

　……シェリルの笑顔を見たのは、久々な気がした。実際には、一日も経たっていなかったというのに。

　まだその悲しみを乗り越こえた訳ではないだろう。だが、彼女の心には確かに、強く大きな影が宿ったと思った。

　最後の戦い。そう表現したが、それは間違いだ。これから先も、ずっと力を磨みがいていくのだ。これはその一歩にすぎない。

　折れた木々を束ねて、私達は立ち上がる。それが再び大木をなせるかは──この空だけが、知っているのだろう。
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　まずは『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修行』九巻を手にとっていただきありがとうございます。赤あか石し赫かつ々かくです。

　なんと『武エルフ』もこれで九巻……！　ここまで書くことができたのも、担当さんの、イラストレーターのbun150さんの、そして皆みな様さまのおかげでございます。ありがとうございます！




　毎度遠くまで来たものだ、と感じておりますが、ここまで続けられるとは思っておりませんでした。九巻、九巻かあ……文字の熱に浮うかされております。

　最初は五巻くらいまで続けられるといいなあ、なんて思っていたので、私的には快挙だと思っております。




　さて、そんな事をふまえて─『武エルフ』九巻、いかがだったでしょうか。

　今回は今までの『武エルフ』からすると珍めずらしい展開だったかなあ、と思います。

　書しよ籍せき化するにあたって着地点だけは決めていたのですが、今回はそこへ向かう最後の通過点と申しますか。今巻最後の章タイトルにも有るように、最終章の始まりだったりします。

　最後に向けてどうしても必要なシーンだったのですが、こういう展開は慣れないので、今回は個人的にも少し書きづらかったです。うまく書けていたらいいなあ。

　というわけで、次は大台の十巻。

　『武エルフ』もいよいよ大おお詰づめです。物語も最終章に入りましたので、あと少しだけ、お付き合いいただければ幸いです。




　といったところで、よもやま話に移るといたしましょう。

　白状いたしますと、今回も入にゆう稿こう出来たのは、締しめ切りギリギリだったりします。

　今回は余よ裕ゆうを持って予定を立てたつもりだったのですが……実は、我が家にねこがやって参りまして。弱った野良の子だったので色々と動物病院に行ったりで忙いそがしかったのです。

　……まあ、言い訳なのですけれど。ねこを拾う時期よりも前から書いていれば、こんなに忙しいことは無かったんだよなあと思うと、夏休みの宿題から何も変わっていないと苦い思いです。

　ですがやっぱりねこは可愛かわいいですね！　静かな一人暮らしが一転、今では元気な子が家中をばたばたと走り回っております。

　執しつ筆ぴつに疲つかれた時などにふとねこを見ると癒いやされるので、自宅で作業をすることがある方などは是ぜ非ひこの愉ゆ快かいで可愛い同居人を検討してはいかがでしょうか。




　といったところで、そろそろお別れの時間がやってまいりました。

　兎とにも角かくにも、長く続けさせて頂いた『武エルフ』もいよいよ最終章。

　残すところあとわずかとなりました。

　今までの道のりを振ふり返りつつ、すべての集大成とすべく尽じん力りよくして行きたいと思います。

　あともう少し、お力をお貸しいただけると幸いです……！




　それでは、願わくば十巻でお会いできることを祈いのっております……！


赤あか石し赫かつ々かく










赤石赫々

●あかしかっかく



ついにねこをお迎えした作家見習い。毎日の「かわいい」と言うことを欠かさない親ばか街道一直線。執筆の疲れをねこに癒やしてもらいつつ、今日も一日頑張ります。最近の趣味はねこのブラッシング及び毛玉あつめ。可愛い女の子を書くにはどうしたら良いか迷う今日このごろ。
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武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう９
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